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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。











本作品は電子書籍化にあたりイラストを収録しておりません。
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　　　Ｏｖｅｒｔｕｒｅ──密、高校３年、４月







「椎し堂どう密ひそかっ！　おまえが……好きだっ！」

　そう叫さけんで転校してきた少女──有あり栖す川がわ咲さく夜や。

　彼女は《天使》を屠ほふる力を持った対天使兵器ルシフエリオンであり、絶ぜつ望ぼうを斬きり裂さく《刃やいば》だ。

　だから、僕ぼくはサクヤと《契けい約やく》を交かわした。果たされることのない、恋こいの約束を。

　使命感に縛しばられた少女を騙だまして、偽いつわって、弄もてあそんで、苦しめて、欺あざむいて──ボロボロになるまで《道具》として利用してやろうと決めたんだ。

　悪あく党とうと呼よばれようと構かまわない。どんなに憎にくまれようと構いやしない。

　全すべては──〝あの人〟に再ふたたび巡めぐり逢あうためだから。




　しかし、僕は知ってしまった。

　対天使兵器ルシフエリオンと過すごす日々の中で、気づいてしまったんだ。




　サクヤが、既すでに、死んでいることに──







　　　過か去この断だん片ぺんⅠ──密、中学１年、４月







　ひどい胸むな騒さわぎがして、家を飛び出した。

　真新しい中学の制せい服ふくを着た僕ぼくを、目ま映ばゆい朝日が包む。

　爽さわやかな日の光も、鳥の鳴き声も、少しだけ冷たい春の空気も、全すべては昨日と同じもののはずなのに──どうしてだろう？　全てが変わってしまったみたいな気分。世界が僕だけを残して《似にたような何か》に取り替かえられたかのような、そんな気持ちだった。

　言いようのない不安を胸むねに抱かかえたまま、全速力で隣となりの家──来らい夏かんチへ駆かけ込こむ。

「あら、密くん。おはよう」

　竹ボウキで庭先を掃はいていた来夏のお母さんが、唄うたうような口調で挨あい拶さつをしてきた。

　活発な感じの来夏のヤツとは違ちがって、後ろでまとめた髪かみがふんわりと長い、落ち着いた感じの美人だ。ウチの母親よりもずっと若わかく見える。胸がすごく大きくて、白いスプリングセーターの上の牛柄がらのエプロンがはちきれそうなぐらいだ。ホウキで掃くたびに、ゆさり、と揺ゆれる。いつもだったら目のやり場に困こまっちゃうところなんだけど……

「あ、おはようございます、オバさん。あの…来夏は？　今日も休みですか？」

　今日は中学校に入学して、三週間目の朝なんだけど、幼おさななじみの萌ほう月づき来夏は半分ぐらいしか登校していなかった。

　ここ一週間ぐらい寝ね込こんでしまっているんだ。

　胸に宿る《不安感》は、来夏になにかあったからじゃないかと思った。だから、真っ先に駆けつけてきたんだ。

　しかし──オバさんはタレがちの目を、さらに下向きにして微笑ほほえんだ。

「迎むかえに来てくれたのね。ありがとう。ようやく治ったのよ。今日は学校に行けるわ」

　ホウキを小こ脇わきに挟はさんだオバさんは、手でメガホンを作って家の中に声をかけた。

「来夏ちゃ～ん。密くんが来てくれたわよー。早く支し度たくしなさーい」

　ほどなく、家の中から怒ど鳴なり声が聞こえてくる。

「ええー!?　ひーちゃん、もう来たのー!?　早いよー！　ちょっと待ってもらってー！」

　ドタバタドタバタ。ドタバタドタバタ。うわーん、制せい服ふくのリボンがないよー！　ドタバタ。ドンガラガッシャン。うぎゃー。

　そんな音が家の中から響ひびいてきた。相変わらず騒さわがしいヤツだ。

「あらあら。仕方のないコねえ」

　顎あごの先に拳こぶしをつけて、困ったようにオバさんは首を傾かしげる。

　確かく認にんするつもりで、もう一度聞いてみた。

「来夏は大だい丈じよう夫ぶなんですか？　見み舞まいに来ても、一度も会えなかったし……」

　何度も来夏の見舞いに行こうと思ったんだけど、追い返されてしまったんだ。ひょっとしたら、悪い病気なのかもしれないと思った。来夏のヤツは、小さい頃ころは身体からだが弱くって、いっつも寝込んでいたから。

「大丈夫よ。今はぴんぴんしてるわ。それにね……うふふ、お見舞いに来た密くんと、会いたがらなかったのは、理由があるの。言っちゃダメって言われてたけど、コッソリ教えちゃうと、あのコが罹かかっちゃったのが《おたふくかぜ》だったからなのよ」

「伝染うつっちゃうから…ですか？　おたふくかぜなら、小さいときにやりましたけど……」

「密くんに頰ほおが膨ふくらんでるところを見られたくなかったのよ。あのコも女の子なのね」

　オバさんは嬉うれしそうだった。なんて答えていいかわからなかったから、僕は「はあ……」としか言えない。

「心配してくれたのね。ありがとう。オバさんね、密くんにはすっごく感かん謝しやしてるのよ」

　元々笑っているように見える顔を、さらにトロけさせて、オバさんは微笑む。

「あのコ、カラダが弱くって、昔は欠席ばっかりで……それでイジメられちゃったりしてね……密くんにはいっぱい助けてもらっちゃったわ」

「それは、隣に住んでるし。幼なじみだから……」

「やあねえ、謙けん遜そんしなくてもいいのよ。《ヒーローナイツ》だったっけ？　ジャジャジャジャーン！　ジャッジャジャーン！」

　オバさんは口でファンファーレを奏かなでた。

「ナイツ・ディメンジョンっ！」

　ホウキを剣けんのように翳かざして、奇き妙みような格かつ好こうを取る。……どうやら、ヒーローナイツの変身ポーズをマネたつもりらしい。だけど、かなり間違っていた。

　ヒーローナイツは幼よう稚ち園えんに上がったぐらい──ちょうど僕がこの街へ越して来た頃に放映してた戦隊モノの番組だ。一番ハマった特とく撮さつヒーローだったりする。ヒーローナイツになりきって、イジメられてた来夏を助けてあげたりしてたんだ。

「密くん、とってもカッコ良かったわよ。まさしく騎士ナイトって感じで」

「えっと、それは、なんていうか……」

　小さい頃の話を今いま更さら持ち出されるのは、すっごく恥はずかしくて、うつむくことしかできなかった。

　そんな僕に気づいているのかいないのか、オバさんは楽しげな口調で続ける。

「来夏ちゃん、今はとっても元気で、友達もいーっぱいいるけど、それは密くんのおかげだと思ってるわ。これからも来夏ちゃんの騎士ナイトでいてあげてね」

「はあ……」

　気の抜ぬけたターザンみたいな返事をする、僕。

「そ・れ・か・ら」

　まるで魔ま法ほう使つかいが魔法を唱えようとしてるみたいに、立てた人差し指をクルンと回した。

「もしも二人が、お付き合いすることになっても、オバさんは反対しませんからね」

「お付き合…ええっ!?」

「密くんなら、大歓かん迎げいよ」

「だ、だけど、僕は別に……！　来夏だって、僕のことなんか……」

「うふふ。その点なら大丈夫。来夏ちゃんったら、密くんのこと大好きだから。ウチでもね、話すことといったら密くんのことばっかり。『ひーちゃんがあーした。ひーちゃんがこーした』ってウルサイぐらいなのよ。密くんは、ウチのコのこと嫌きらい？」

「き、嫌いじゃ、ない、ですけど……。なんていうか、そもそも《好き》とか《付き合う》とか、よくわかんないですし……」

「よくわかんない？」

「来夏と一いつ緒しよにいるとムカつくこともあるけど、楽しいです。でも、それと《付き合う》ってのと、どこが違うかわかんないっていうか……」

　来夏はちっちゃな頃からずーっと一緒だから、特にそう思うのかもしれない。隣となりにいるのが普ふ通つうだったから、来夏のいない生活なんて考えられないし。

　でも、僕だって《恋こい》とか《カノジョ》とかについて考えないわけでもない。

　で。

　これは誰だれにもナイショだけど……大きくなってからも、やっぱり僕の隣となりにいるのは来夏なのかなぁと思っていたりすることもあった。

　今は《好き》っていうのとは違うような気もするけど、来夏のことは……なんつーか、《大切》だと感じるから。きっと、ずっと、一緒にいると思う。

　だから、いつの日か──それがいつのことなのかわからないけれど──来夏と付き合ったりするのかもしれないなって、思ってる。

　って、朝っぱらからなにを恥ずかしいことを考えてるんだ！

　オバさんは瞳ひとみをキラキラさせて僕を見つめていたけれど、

「でもね、密くん。時にはイキオイも大事よ。中学生になったんだから、いざとなったら、ちゅーぐらいはしちゃいなさいね」

「ち、ちゅーって!?」

　来夏とキスしてるシーンが脳のう裏りに浮うかんで、頰ほおがかあっと熱くなるのを感じた。頭がショートしてしまう。僕だって、そーゆーコトに興きよう味みがないわけじゃない。クラスで妙に詳くわしいヤツの話を聞いて、騒いだりすることだってある。

　でも、つい最近まで小学校のグラウンドでドッヂボールして、顔面セーフかどうか鼻血出しながら怒鳴り合ってた来夏とそんなことするなんて、想そう像ぞうつかないっていうか!?

「うふふ。密くんったら照れ屋なのね。んもう可愛かわいいなあ…おぶー！」

　オバさんの側頭部に、来夏のチョップが突つき刺ささった。

「コラー！　お母さんっ！　朝っぱらからなに言ってんのー！」

　頭を押おさえて、オバさんは涙なみだ目めで抗こう議ぎする。

「あのね、来夏ちゃん。家庭内暴ぼう力りよくはいけないと思うわ」

「ひーちゃんに、とんでもないコト吹ふき込んでるお母さんが悪いんでしょぉぉぉ～!?」

　来夏が繰くり出したチョップを、今度は軽かろやかにかわして、オバさんは笑った。

「そんなことより、密くんに言うことがあるでしょう？」

「ひーちゃんに？　別に言うことなんて……」

「何度もお見舞いに来てくれたのよ？　今朝けさだって、心配そうな顔してウチに飛び込んで来たんだから」

　来夏は嬉しそうな、それでいてスネてるような複ふく雑ざつな顔で──具体的には唇くちびるを尖とがらせつつ上うわ目め遣づかいで──僕を見た。

「えーっと、あ……うん。来てくれなくても良かったのにっ」

「そうじゃないでしょ、来夏ちゃん」

「う[image: ][image: ][image: ]……」

　照れくさそうに言葉を詰つまらせたけれど、視し線せんを逸そらして呟つぶやいた。

「…………ありがとっ。ひーちゃん」

　いっつもケンカばっかりしてるから、面と向かって礼を言われるのは、居い心地ごこちが悪い。それに来夏のことを心配していたのは本当だけど、《心配してた》ってバレるのは、なんつーか、すごく照れくさかった。

　だから、僕は言ってやった。

「おい、来夏。おたふくかぜ、まだ治ってないんじゃないか？」

「え？　どうして？　もう熱も下がったし……」

「だって、ほっぺたがすげー腫はれてるぞ」

　来夏の丸っこい頰をむにゅっとつっついてやる。キョトンとしていた幼おさななじみはやがてからかわれたことに気づいて、

「って、これは元から！　ひどいよ、ひーちゃん！」

　チョップをカマそうと腕うでを振り上げた。頭を抱かかえた僕は大声で笑いながら駆かけ出す。

「あははっ！　そんだけ元気になったんだったら大だい丈じよう夫ぶだなっ！　学校行こうぜっ！　オバさん、行ってきます！」

「あ、ちょっと待って、ひーちゃん」

　慌あわてたように玄げん関かん先に置いてあったカバンを引っつかむと、来夏も声を張はり上げる。

「いってきま～すっ！」

　オバさんは優ゆう雅がに手を振ふって、

「いってらっしゃい。気をつけてね。ほら、二人ともっ！　せっかく一緒に学校に行くんだから、手ぐらい繫つなぎなさーい！」

「だーかーらーっ！　お母さ～ん!?」

　怒ど鳴なり返す来夏の声を聞きながら、思った。

　世界がすり替かわってしまったような気分。その妙な感覚は、今この瞬しゆん間かんも続いているんだけど……すぐに収おさまってくれるだろうなって。

　やかましくって、騒がしくって、照れくさくって、少しだけ迷めい惑わくで──だけど、なんだか楽しい朝の風景は、昨日までと同じものだったからさ。

　昨日の夜、ヘンな《夢ゆめ》を見たから気が動転してるのかもしれないね。

「んもー、お母さんも困こまったもんだよねっ。いっつもいっつもヘンなことばっかり言うんだもんっ！　ごめんね。ひーちゃんもイヤだよね？　つ、付き合えばいいのになんて言われちゃってさっ。……って、ひーちゃん、聞いてる？」

　大おお股またで歩いていた来夏は、立ち止まってる僕ぼくに気づいて肩越しに振り返った。

「ごめん。聞いてなかった。なんだって？」

「えっと……なんでもないっ。早く学校行こっ」

　来夏はスタスタと歩いて行ってしまう。と、幼なじみは前を向いたまま口を開いた。

「あ、そうそう。ひーちゃんに、もう一つ言わなきゃいけないことがあるんだよ。お礼だけじゃなくて」

「なんだよ？　僕は来夏が怒おこるようなことした覚えはないぞ」

「違うよ。そんなんじゃないってば」

「それじゃ……」

　突とつ然ぜんの真ま面じ目めな雰ふん囲い気きに、身み構がまえてしまう。

「私が寝込んでる時、何度もお見み舞まいに来てくれたでしょ？　でも、追い返しちゃって……ごめんね。ヘンな顔、ひーちゃんに見られたくなかったから」

　僕に背せを向けたまま、来夏は立ち止まった。抱だきしめるみたいに、カバンを胸むねに抱かかえる。

「ひーちゃんが来てくれたの、窓まどからちゃんと見てたよ。ちっちゃい頃ころよくお見舞いに来てくれたの想おもい出して…………すっごく嬉うれしかった」

「きっ、気持ち悪わりぃな。いっつも憎にくまれ口しか言わないくせに！　ひょっとして、おたふくかぜの菌きんが頭に、」

「あのさっ！」

　緊きん張ちようしたような口調で僕の言葉を遮さえぎって、

「お母さんウルサイから黙だまらせるために……イヤじゃなかったら……」

　来夏はクルッと振り返った。

「手、繫いでみよっか？」

　耳の先まで真っ赤に染そまった、幼なじみ。差し出された手のひら。

　真新しい中学校のセーラー服。翻ひるがえったスカートの裾すそ。軽かろやかに躍おどった短い三つ編あみ。

　来夏を包むキラキラした朝日。吹き抜けた春の風──

　一度も感じたことなんてなかったのに、来夏がすごく女の子っぽく見えて。

　中学の制服を着てるからかもしれないけど、とってもオトナっぽく見えて。

　思わず、息を飲んだ。

　セカイはなにも変わっていないと思った。

　だけど、それも違うかもしれない。

　僕ぼくたちは、少しずつオトナになっている。昨日と同じようにしか見えない。でも、今日は昨日とは違う。確たしかに時は過すぎてる。僕らは成長してるんだ。

　僕の胸に宿る《不安感》。奇き妙みような《異い質しつ感かん》は、オトナになってく不安なのかもしれない。中学にあがってすぐだから、特に不安を感じるんだろう──昨日の夜に見たヘンな夢にどんな意味があるのかはわからないけどさ。

　そんな風に考えたら、急にココロが楽になった気がした。

　冗じよう談だんはやめろよ、とか。

　友達に見られたらイヤだ、とか。

　来夏の手なんか握にぎりたくないよ、とか。

　いつもなら出てくるはずの言葉が、出てこなかった。

　差し出されたその手を握りたいなって、思ったんだ。

　すごく照れくさいし、恥はずかしいけど……

　でも、やっぱり、僕は、来夏のこと……

　ゴクリとツバを飲み込んで、そっと手を伸のばした。

　来夏と手を繫ぐなんて初めてじゃないのに、心しん臓ぞうが壊こわれそうなぐらいに高鳴りはじめる。

　身体からだ中じゆうの血けつ液えきが、指先と顔に集まったみたいだ。

　勇気を振ふり絞しぼって、幼なじみと──いや、来夏っていう女の子と手を繫ごうとした。

　しかし、

　僕たちの指先が触ふれあうことはなかった。

「あれ？」

　僕の背はい後ごを見て、来夏がヘンな声を出したんだ。

「なに、あれ──？」

「来夏ちゃーん。忘わすれ物してるわよー」

　優やさしげな来夏の母さんの声と、サンダルで駆けてくる足音が僕の耳に届とどいた。

　振り返って、言葉を失った。

　なんだよ、あれ……。

　オバさんの後ろの空間に、亀き裂れつが入ってる……？

　直後、僕の身体を気持ちの悪い感覚が駆け抜けた。脊せき髄ずいに液えき体たい窒ちつ素そを注入されてしまったみたいな悪お寒かんに、身体が震ふるえる。

　空間に走った亀裂はみるみる広がった。裂さけ目から目ま映ばゆい光が漏もれだす。

　そして、向こう側から──《天使》が現あらわれた。

　教科書に載のってるヴィーナス像ぞうを思い起こさせる女じよ性せいの姿すがた。だけど、顔面は熱に晒さらした蠟ろう人形みたいに溶とけている。怖おぞ気けを感じるような怪かい物ぶつだ。

　……あれ？　どうしてだろう？　そのバケモノが《天使》という名前だって、なぜだか僕にはわかっていた。

　満面の笑えみを浮かべたオバさんが、ハンカチを片かた手てにこちらに走って来る。

「もうっ。来夏ちゃんったら、忘れん坊ぼうさんなんだか──」

　天使は錆さびついた剣けんを振ふるった。

　オバさんの肩かたから脇わき腹ばらにかけて、斜ななめに赤い線が走る。

「──ら」

　笑顔を浮かべたまま、オバさんの上半身だけがアスファルトの上に滑すべり落ちた。

「おかあ、」

　どちゃり。水っぽい音を立てて来夏のお母さんだったものが、倒たおれ伏ふす。一瞬遅おくれて血液が噴き出し、辺りを赤く染そめた。

「さん？」

　呆ぼう然ぜんとしている来夏を嘲あざ笑わらうかのように睥へい睨げいしつつ、

　オオオオオオオオォォォォォォォォォォォォォォォ────……

　白はく亜あの怪物は悲しみに満ちた慟どう哭こくをあげた。

　ドクン──一ひと際きわ強く、心臓が脈打ち、




　僕のせいだ。




　瞬間的に、そんな想おもいに駆かられる。

「──お母さんッ!!」

「ダメだっ！　行くなっ！」

　制せい止しも聞かずに、幼おさななじみは母親に向けて駆け出した。

　天使はもう一度、剣を振り上げて、

　ひゅっ。

　駆け寄よる来夏に向けて、真まっ直すぐに突きだした。

　錆びついた刃やいばが幼なじみの胸を貫つらぬく──その半瞬前。

「来夏──ッ[image: !!!]」

　間かん一いつ髪ぱつ、来夏に飛びついた。巻まき込こむみたいに引き寄せ、

「か……はっ？」

　幼なじみを貫こうとしていた剣が、僕の背中から飛び込んだ。

　血に濡ぬれた切っ先が、中学校の制服を突き破やぶり──僕の胸から生えた。

　刺された？　剣が僕の胸を……貫いてる……？

　目の前の光景が信じられなくて、血ち塗まみれの刃を両手で握にぎってみた。硬こう質しつな物質が、確かに胸を貫かん通つうしている。表面は僕の血でぬるぬるだ。

　来夏は道路の上に倒れて、死んだように目を閉とじていた。

　大だい丈じよう夫ぶか？　そう問おうと思ったけど、言葉にならない。喉のどの奥おくから血が込み上げてきたんだ。口角を血が伝う。

　苦しい。息ができない。痛いたい。熱い。苦しい。

　後ろから剣が引き抜かれた。刃を握っていた指が切せつ断だんされ、地面に転がる。胸の傷きず口ぐちから噴ふん水すいみたいに血が噴ふき出した。

　僕は、死ぬのか……？　そんな……ウソだろ……？

　とっさに胸の傷口を押さえた。流れる血を止めたかったんだ。だけど、指の間から血が溢あふれ出て止まらない。強い目眩めまいを感じる。視し界かいに白っぽい靄もやがかかっていく。

　イヤだ……死にたくない……。死にたくない……！

　ココロの中で、そう叫さけんだ時、胸むねの傷口に異い変へんが起こった。

　傷口から輝かがやく光の粒つぶが噴き出したんだ。

　まるで時間が逆ぎやく戻もどりするみたいに、傷が修しゆう復ふくされてく。

「ど、どういうことだよ、これ……？」

　僕の身体からだは、どうなったんだ？　傷が治るなんて……

　と、登校していく生徒が驚おどろきの声を上げながら通りかかった。

「え？　なにあれ？」

「なんかの撮さつ影えいじゃない？」

　天使の錆びついた剣で両断されてしまう。




　僕のせいだ。




　再ふたたび同じことを感じた。突とつ然ぜん、見たこともない怪かい物ぶつが現あらわれて、来夏の母さんや学校の生徒を殺した──僕にはまるで関係のないことのはずなのに。まるで警けい報ほうみたいに僕の胸に、同じ言葉がリフレインしてる。




　僕のせいだ。僕のせいだ。僕のせいだ。僕のせいだ。僕のせいだ。僕のせいだ。




「──つッ！」

　激はげしい頭ず痛つうを感じて、昨夜ゆうべ見た《夢ゆめ》の内ない容ようが脳のう裏りにフラッシュバックした。

　ほとんど内容は覚えていない。だけど、いくつかの《単語》と《ルール》だけは、想おもい出すことができた。……ううん。覚えてるっていうのも違ちがうだろう。

《記き憶おくしている》とか、そういうレベルじゃない。

　まるで《生まれる前から知っているように》《魂たましいに刻きざみ込まれてしまったように》、夢の中で知らされた《ルール》だけを想い出すことができた。

　世界滅亡カーテンコール。天使。回かい収しゆう。不死身。オメガ。殺すために、愛し合うこと──よく知っているゲームのプレイ方法みたいに、僕はそれらを理解していたんだ。

　目が覚めた僕は奇き妙みような違い和わ感に苛さいなまれてた。それはオトナになったから感じたのかなって思ったけど、そんな甘あまっちょろいもんじゃなかったんだ。

　やっぱり、セカイは変わってしまったんだ。

　いや、変わったのはセカイの方じゃない。

　変わったのは《僕》の方だったんだ。

　これまでの《日にち常じよう》は終わった。

　来夏のお母さんが死んだ。

　人類は滅めつ亡ぼうしてしまう。

　滅亡の引き金を、

　この僕が、

　引いた──？




　僕のせいだ。




　天使が暴あばれてる。錆さびついた剣けんを振ふり回して、家を破は壊かいしていく。

　人々を斬り裂さき、辺りを血の色に染そめ上げる。




　僕のせいだ。




《原げん罪ざい》とでも言うべき《罪悪感》が襲おそってくる。

　目眩めまいみたいに襲ってくる現実。癒いえていく傷きず。不死身の身体。オメガ。絶望。血ち溜だまりに沈しずむ死体。激げき痛つう。目を閉とじて横たわる少女。悲鳴。天使。死。

　世界滅亡カーテンコールが、はじまった。

《自覚》はないのに《実感》があった。

　引き金を引いたのは──僕だ。

　中学校に入学して、三週間が経けい過かした今日。

　なにも特別な日ではない、ありふれた日。

　決して特とく殊しゆではない、ごく普通の僕は──唐とう突とつにオメガであることを認にん識しきした。







　今までの僕は、ここで死んだんだ。

















４月17日（金）

　終末の国アリス

　　──ARICE in Doomsdayland──















　壊こわれていく、このセカイで。

　僕ぼくらは必死に笑っていた。

　必死に学校へ通って、必死に遊んで。

　必死に友ゆう情じようをはぐくんで、必死に恋こいをして。

　ただただ必死に《日にち常じよう》を駆かけ抜ぬけていた。

　必死に。必死に。必死に。必死に。




　つまり僕らは、必ず、死ぬ。
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　ん？　またおっきくなったのかコイツは。

　去年尋たずねたときは「なに聞いてるのー！」とプリプリ怒おこりながらも、こっそりＥだよって教えてくれた。だけど、今はＦ……ひょっとしたらＧかもしれない。うーん、どっちにしろＦフアンタステイツクでＧグレイトだね。

　四時じ限げん目め。美び術じゆつの授じゆ業ぎよう。桜さくらヶが丘おか高こう校こうのグラウンド。

「ほら、ひーちゃん！　しゃきしゃき歩く！」

　萌ほう月づき来らい夏かに腕うでを引っ張ぱられながら、僕はそんなくだらないことを考えていた。

　来夏は、小こ柄がらな体たい軀くに活発そうなショートカット。よく動く大きな瞳ひとみ。個こ々このパーツだけ見たら《元気っ娘こ属ぞく性せい》の女の子なんだけど、胸だけがやたら大きいんだ。そんな彼女に腕を抱かかえられてしまうと……ね？　当然ながら幼なじみに欲よく情じようなんてしないけどさ。

　グラウンドの端はしにある国旗の掲けい揚よう台だいまで僕を連行した来夏は、辺りにクラスメイトがいないことを確かく認にんした。

「うんっ。ここにしようっ！」

「あー、来夏。なんでもいいけど……」

「どしたの？」

「当たってる。腕に。なんか。やらかいのが」

「うひひゃうっ！」

　変な声をあげて僕の腕を振り払はらった来夏は、画板で殴なぐりつけてきた。

「そういうことは早く言ってってば！　バカっ！　バカっ！　エロ星人！」

「悪かったよ。つか、画板のカドはやめて！」

　顔を真っ赤にしながら、来夏は飛び乗るように掲揚台に腰こしかけた。ペシペシと平手で自分のおしりの横を叩たたく。

　やれやれ……。そこに座すわれってことですか。

　仕方なく、来夏の隣となりに腰かけた。

「ホント、油ゆ断だんも隙すきもないんだからっ！」

　頰ほおを膨ふくらませたまま、幼なじみは画板を膝ひざの上に載のせ鉛えん筆ぴつを取り出す。僕もそれにならいつつ、

「つーか、来夏が油断しすぎなのが問題だと、僕は思うけどね。ぶっちゃけ、無む防ぼう備びすぎ。子どもの頃の調子で接せつしすぎ」

　う[image: ][image: ][image: ][image: ]っ。子犬みたいなうなり声をあげていた来夏は、

「ひーちゃんのバカっ！」

　チョップをカマしてきた。なんで僕が殴られるのか謎なぞだけど、甘あまんじて食くらってやる。

　そんないつものやり取りを終えて、

「で？　なにか描かきたい風景でもあるの？」

　四限の美術は、学校内を適てき当とうにスケッチして提てい出しゆつするという内ない容ようだったんだけど……

　この場所からは、だだっ広いグラウンドと、天使に《回かい収しゆう》されて半分以上が消しよう滅めつした第二校こう舎しやしか見えない。どこまでも高く澄すんだ青空は、切なさと──刹せつ那なさを感じさせた。

「ずいぶん退たい廃はい的な絵が描きたいんだな」

「スケッチなんかどうでもいいのっ」

　わあ。どうでもいいとか言ってますよ先生。

「ひーちゃんに質しつ問もんがあってさ」

　来夏は表ひよう情じようを引き締しめ、僕を見つめた。

「あの娘こ、なにものなの？」

「……あの娘って？」

「決まってるでしょ。今日転校してきた、有あり栖す川がわ咲さく夜や…さんのことだよっ」

　校庭に視し線せんを走らせて、僕はサクヤの姿すがたを捜さがした。彼女はグラウンドの隅すみ、散りかけの桜さくらに寄よりそうようにして立っていた。

　艶つややかな黒くろ髪かみ。眼鏡めがねの下の冷たい瞳。あどけなさの残る可愛かわいらしくも凜り々りしい顔立ち──遠目に見てもかなりの美少女だとわかる。

　もう一度、来夏は質問を繰くり返した。

「ひーちゃん。あの人、なにものなの？」

「何者って、新しいクラスメイトだろ。ごく普ふ通つうの転てん校こう生せいじゃないか」

「どこがっ!?　ゼンゼン普通じゃないよ。転校してくるなり、ひーちゃんのこと……その……『好きだー！』とか叫さけんでたし」

　真っ白な画用紙に来夏は鉛筆を走らせた。

　ズビシッと僕を指さす女の子の姿を描き出す。どうやら転校の挨あい拶さつをしたサクヤのようすらしい。心なしか陰いん険けんな顔つきのような気がするけど、結けつ構こう似にてる。……っていうか、それを提出する気かよ？

「びっくりして、シャーペン一本ダメにしちゃったもん。握にぎりしめて。ボキッて」

「相変わらずバカ力だね」

　幼なじみを茶ちや化かしながら、今朝のことを少しだけ思い返した──

「それじゃ、有栖川さんの席は……あら、ちょうど椎し堂どうくんの隣だわっ。良かったわね」

　担たん任にんのノンキな言葉を受けて、サクヤは僕の隣に歩み寄ってきた。『ひゅーひゅー！』クラスメイトが楽しげに囃はやし立てる。

　しかし、サクヤのようすは、周囲とはあまりにも対照的だった。

　仮か面めんのような無表情のまま、サクヤは黙だまって僕を見下ろした。その冷たい瞳が、なによりも雄ゆう弁べんに語っていたんだ。

　おまえを殺しにやって来た──と。

　鋭するどい眼まな差ざしに、ついに《取引》が始まったことを感じて、僕ぼくも気を引き締める。

　さあ、考えろ、椎堂密ひそか。

　ようやく念願の《力》が、手に入った。

　しかも、おあつらえ向きに転校してきてくれた。一いつ緒しよの学校に通っていた方が街を守ってもらいやすい。これは、好都合。

《力》を持つ少女を逃にがさないためには、どうしたらいい？　サクヤを利用して、街を守るためにはなにが必要だ──？

　一限げんの　じ授ゆぎ業よう中ちゆう、ずっとそんなことを考え続けていたんだ。

　だけど……

　掲揚台に座って鉛筆を走らせていた来夏が、僕の気持ちを代だい弁べんするように口を開いた。

「転校の挨拶もビックリだったけどさ」

　サクヤのイラストに、なぜかキバとツノを描き加えて、幼おさななじみは眉まゆをひそめる。

「ほら、一時間目が終わった後の休み時間。あのときもすごかったよね？」

　今度は画用紙に別の絵を描き始める。

　優やさ男おとこがバク転を決めてる図？　いや、違う。これは猿さ渡わたりがぶっ飛ばされたときのようすを描いているんだ──
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　おはようの挨拶。部活動の朝練。遅ち刻こくしそうになって校門へダッシュ。トーストくわえた女の子と曲がり角でガチンコ勝負バトル。

　一いつ般ぱん的な高校生の朝の風景ってのは、こんな感じじゃないかと思う。

　しかし、世界滅亡カーテンコールがはじまってから、朝のルーティンに新たな項こう目もくが加わった。

　それは《掲けい示じ板ばんと情じよう報ほうのチェック》だ。

　学校の生徒が《回かい収しゆう》されると昇しよう降こう口ぐちのところにある小さな黒い掲示板に、名前が張はり出される。みんな、気にしないフリをしながら横目で掲示板を眺ながめて、友人の名前がないかどうか確かく認にんするんだ。

　そのあと教室で、どのクラスにも一人や二人いる《事情通》から話を聞く。

『どこそこの街が《回収》された』『ジエータイの○○部隊が全ぜん滅めつした』『世界は、あと×か月ぐらいもちそうだ』……などなど。

　これらはただの噂うわさ話ばなしに過すぎない。でも、僕らにとっては大事な情報源げんだった。

　そんな二つの儀ぎ式しきにより、僕らは『今日もなんとかなりそうだ』っていう微かすかな手て応ごたえを得て、生活をはじめるってわけ。

　今日、掲示板には桜さくらの花が咲さいていた。

《回収》された生徒がいない日は、造ぞう花かの桜が飾かぎられるんだ。洒落しやれた先生もいたもんだね。

　ただ『都心で大規き模ぼな天使襲しゆう来らいがあったらしい』という噂が流れてた。だから、一時間目の後の休み時間ぐらいまでは、その噂で持ちきりとなる──そう踏ふんでいた。

　ところが。

『ひーそーかーくぅぅぅ[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]ん!!』

　一限の終しゆう了りようと同時に、僕の机つくえの周りにクラスメイトの野や郎ろうどもが集まってきたんだ。

「どうしたんだよ、みんなおそろいで」

　愛すべき友人たちは、僕に向かってニンマリとした笑え顔がおを浮かべると、

「取り押おさえろ──っ[image: !!!]」

　よってたかって身体からだを押さえつけられ、羽は交がい締じめにされてしまう。

「どういうつもりだよ。ひょっとして僕が絶ぜつ世せいの美女にでも見えてる、とか？」

　僕の右みぎ腕うでを押さえていた友人が嗤わらった。

「逆だよ。今、オレたちの目には貴き様さまが大悪あく党とうに見えてるんだ」

「善ぜん良りような僕には似に合あわない肩書きだね、それ」

「あんな美少女にいきなり告白されといて、なーにをほざくか！　断だんじて許ゆるせん！」

　僕にヘッドロックをかけてるヤツ──この太い腕はたぶん、サッカー部の大おお崎さきが、

「悪わりぃな、椎堂。咲夜ちゃんへの質問タイムが終わるまで……口を閉とじていてもらうぞ」

「僕も一緒に説明した方が早いと思うけど」

　その言葉を聞いて、僕を押さえつけていたクラスメイトたちが口々に叫さけびはじめた。

「ダメだ！」「密は噓うそがうまそうだからな！」「おまえに答えさせたら誤ご魔ま化かされる！」「いつもニコニコしてなに考えてるかわからん！」「生徒会長の手先だった男め！」「女たらし！」「金貸かしてくれ！」「信用できねぇ！」「たんぼを返せー！」

「ドサクサに紛まぎれてムチャクチャ言ってない？　なんか関係ない叫びも混まじってたし」

「楽しみはみんなで分かち合う。苦しみはみんなで押しつけあう──それがルールだろ？」

　笑いながら、僕の前に優男が歩み出た。

「……きみが首しゆ謀ぼう者しやか。猿渡」

　スラリと背せの高い、涼すずしげな目元の美青年。名を猿渡三さん聖せいという。彼ほど、見た目に騙だまされちゃいけない男はいないね。

　なんせ、特とく技ぎは『ルパンダイブ』

　座ざ右ゆうの銘めいが『下心も一〇〇％ならピュア』

　本人曰いわく、「俺おれには三分の一だけラテンの血が流れてんだよ」だそうで。

　なんで分母が奇き数すうなのかわかんないけど、つまり、猿渡はそういうヤツなんだ。しかも、お寺の息子むすこだってんだから笑わせてくれる。

　ま、いつもフラれてばっかりなあたり、憎にくめないヤツだけど。

「首謀者とはヒドイな、密。みんな、打ち合わせしなくても協力してくれたんだぜ」

『んだんだ』

　一いつ揆きの血けつ判ぱん状じように判を押した農民みたいに、みんな頷うなずく。ったく、こういう団だん結けつ力を別のことに活いかせばいいのに。発電とかさ。

「私たちも参加させてもらうからね、密っち」

　クラスの女の子たちが、詰め寄ってきた。

「クラス委員として、知る義ぎ務むがあります」

「し、椎堂くんの恋れん愛あいって、興きよう味みあるな……」

「早く問いたださないと、夏なつちんが不安で死んじまうからねぇ。イヒヒヒ」

「べべべ、別にっ！　私は、ぜんぜん気にしてないもん！　なに言ってるのっ!?」

「はっ。ムリしなくてもいいんだぜー、来夏ー」

「ムリなんかしてないってば！　怒おこるよ!?」

　女三人寄れば姦かしましいというけれど、クラスの半分以上の女の子が参加してるので《姦姦姦姦しい》って感じ。ウルサイったらない。

「じゃ、質問タイム、行こーかーっ！」

『おーっ！』猿渡の音おん頭どに、ノリの良すぎるクラスメイトたちが拳こぶしを振ふり上げる。

「おいおい、困こまったな。勘かん弁べんしてよ……」

　なんちゃってね。実のところ、僕はちっとも困っちゃいないんだけどさ。

　授じゆ業ぎよう中ちゆう、サクヤに伏ふせるべきことを列記したメモを渡わたして口止めしておいた。もしバラしたら《取引》は中止だと書き添そえて。

　この騒さわぎの中にあってもサクヤは微び動どうだにせず、自分の席に腰かけている。

　さて、有栖川咲夜さん。転校生に対する通つう過か儀ぎ礼れい。無事にパスしてくれるよな？

「咲夜ちゃんに最初の質問ーっ！」

　猿渡は、新しいクラスメイトを指さした。

「ずばり！　スリーサイズは!?」

『いきなりそれかよ!!』

　猿渡の質問は、総そうツッコミで圧あつ殺さつされる。代わって女の子たちが矢や継つぎ早に問いかけた。

「どこから来たの？」「椎堂くんとの関係は？」「密っちのどこを好きになったの？」「キャー！」「初デートの場所は？」「出で逢あいを聞かせてっ？」「なれそめは？」「どこまで進んでる？」「キャーキャー！」「スリーサイズは？」「てめーは黙ってな、猿渡！」

　クラスメイトたちは、ワクワクした表情で押し黙った。サクヤの返答を待ちかまえる。

　長い長い沈ちん黙もくの後──

　サクヤはゆっくり立ち上がった。

　そして、質問の集中砲ほう火かの全すべてに、たった一言で答えたんだ。

「くだらない」

　迫はく力りよくに押され、取り巻まく人の輪が広がった。

　口を真一文字に結び、サクヤは教室を出て行こうとする。

「ま、待ってよ！　そんなつれないこと……」

　猿渡がサクヤの腕うでを摑つかんだ、その直後。

　彼の身体からだが宙ちゆうを舞まっていた。

　サクヤが猿渡を払はらい飛ばしたんだ。

　風に飛ばされた新聞みたいに軽々と吹ふっ飛んだ猿渡は、机つくえをなぎ倒たおして床ゆかに激げき突とつ。

　一転、教室は静けさに満たされる。

　嫌けん悪お感かんを堪こらえてるみたいに顔をしかめ、サクヤは猿渡に触さわられた腕を押さえた。

「気安く、触らないで」

　僕がフォローを入れる間もなく、出て行ってしまう。残されたクラスメイトたちは、ただ呆ぼう然ぜんとするばかりだった──
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「猿渡くん、拳けん法ぽうやっててよかったよね。ちゃんと受け身とれたらしいし」

　ぶっ飛ばされる猿渡の図に、来夏は『あちょー！』というフキダシを書き足しながら、

「それにしたって、あの娘こゼッタイやりすぎだよ。ひーちゃんも、そう思わない？」

「……そうかもな」

「でしょ？　そう思うでしょ!?」

　同意に気をよくしたのか、来夏の鉛えん筆ぴつが軽かろやかさを増ました。画用紙の空いている部分に、授業を受けながらも緊きん張ちように震ふるえるクラスメイトたちのようすを一人一人描えがいていく。

「有栖川さんのせいで、そのあとの授業もさんざんだったもんねっ！　無表情だけど、なんか怒おこってるみたいで……すごく怖こわかった」

　騒そう動どうの後、サクヤは何事もなかったかのように教室に戻もどってきて、普ふ通つうに授業を受けた。しかし、教室は言いようのない緊張感に包まれてしまったんだ。

　当然だよね。転入早々クラスメイトを保ほ健けん室しつ送りにした女の子が、ピリピリした雰ふん囲い気きを漂ただよわせながら座すわってるんだから。

　クラスメイトの気持ちを追体験したかったら《父ふ兄けい参観日。親の代わりに五百羅ら漢かん像ぞうがやって来た》なぁんて場面シチユエーシヨンを想像して欲ほしい。うん。まさに、そんな感じ。

　緊張感は先生にも伝わったようだ。英語教きよう師しの[image: Ms.]シンクレアは可哀かわい想そうなくらいに怯おびえていた。もちろん、まともに授業なんてできるはずもなく、英文はカミまくり、チョークは折りまくり。しかも、そんな先生を見てもノリがいいクラスメイトたちが苦く笑しよう一つ起こさなかったんだから……これは重じゆう症しようだ。

　涙なみだ目めのシンクレア先生を描き加えた来夏は鉛筆を止めた。画板を持ち上げる。

『転校生来らい襲しゆう！　～３年Ｃ組の最さい期ご～』

　そんなＢ級映画のワンシーンみたいだね……って、もうこれは完全にスケッチじゃないな。再さい提てい出しゆつになっても、知らないぞ？

　心配をよそに、来夏は画板を膝に戻した。

「ねえ、ひーちゃん……正直に答えて」

　鉛筆が折れそうなほどギュッと握りしめる。

「彼女、ストーカーかなんかじゃないの？」

「は？　なに言ってんだよ」

「だって、あの人、おかしいよ。ひーちゃんのコトが好きって言うなんて」

「さらりと失礼なこと言ってないか？」

「ひーちゃん、背が高くて、顔はまあ…普通だけど、性格が壊かい滅めつ的だもん！　ひねくれ者だし、イヂワルだし、ムッツリだし！　好きになるなんて、あ・り・得・な・いっ！」

「あー、確実に失礼なこと言ってるな……」

　人をなんだと思ってやがるんだ、コイツは。

　確かに、僕はモテる方じゃないけどさ。

　少しだけ、来夏は目を伏ふせた。

「それに……彼女の瞳ひとみ、普通じゃないよ。中学の頃のひーちゃんと同じような目、してる」

「中学の頃の、僕？」

　今から五年前、僕はグレまくっていた。

　しかも、かなりおかしな方向に。

「あ、今のひーちゃんは、ちゃんと元に戻ったよ。……まあ、ちっちゃい頃よりはえろえろな目つきになっちゃったけど」

「人をヘンタイみたいにゆーな」

　幼おさななじみの頭をポスポス叩たたく。

　……あれ？　こうやって叩くと、怒おこり出すはずなんだけどな。どうしたんだ？

「そこでね……提てい案あんがあるっていうか……」

　うわずったような声で呟つぶやきながら、画用紙にのの字を書きはじめる。

「もしも、あの娘こがストーカーとかだったら、協力してあげても……いいよ？」

「協力って、腕わん力りよくで撃げき退たいしてくれるのか」

「違うってば。もっと別の方法だよ」

「別の方法？　……なんだか、来夏らしくないな。ハッキリ言えって」

　のののののののののののののののののののののののののののののののののののののの。

　返事の代わりに《の》の大行列を書き連ねて、来夏は黙だまりこくってしまった。

　しかし、意を決したように息を吸すって、

「例えば、ひーちゃんと私が付き合ってるってことにする！　……とかさ」

「僕と、来夏が？」

「も、もちろん、フリだけだよ？　ひーちゃんとホントに付き合うなんて嫌いやだしっ。ひーちゃんのことなんて、なんとも思ってないし！」

「だったら、ムリすることもないけど」

「でもほらっ、幼なじみだからさ。困ってたら助けてあげなきゃ！　なーんて思ったりなんかしちゃったりして……してして……」

　幼なじみは、僕の顔色をうかがうように顔をあげた。なんでか頰ほおが真っ赤に染そまってる。

「……どうかな？　そうすれば、有栖川さん、諦あきらめるかもしれないよ？」

　はぁ……来夏ってば、いつも突つっかかって来るくせに、妙みようにお節せつ介かいなんだよな。

　どうやって断ことわったものか思案していると、

　──突とつ然ぜん、それはやって来た。

　激はげしい《違い和わ感かん》が、身体からだを駆かけ抜ぬけたんだ。悪お寒かんにも似にた、吐はき気のする感覚。

　これは、天使が現あらわれる合図だ。

　僕は来夏に画板を投げ渡わたした。

「悪い。僕のぶん、提出しといてよ」

「えっ？　ええっ!?」

「それから、さっきのプランは却きやつ下か。彼女に諦めてもらっちゃ困るんだ」

　掲けい揚よう台だいから飛び降おり、僕は駆け出した。

「それ、どういう意味？　……って、ちょっと！　ひーちゃん!?」

　幼なじみの声を背せ中なかで受け止めながら、校庭の一いち隅ぐうに立つサクヤの許もとに走り寄よる。

　身み構がまえるように眉まゆを顰ひそめた彼女に、

「天使が来る」

「おまえ、わかるの？　どこに現れる!?」

「……南。海の方だ！」

　ＡＲＩＣＥの対天使兵器ルシフエリオンは、解とき放たれた獣けもののように駆け出した。
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　ふむ。《違和感》を感じ取る能のう力りよくは、サクヤよりも僕の方が高いようだ。これは覚えておかなくちゃいけない要素だね。

　なぁんて、冷静なことを考えていられたのは、はじめのうちだけだった。

　サクヤは、異い様ように足が速かったんだ。

　こっちは自転車で、しかも全力で漕こいでるのについていくのがやっと。

　僕に遅おくれること数分、サクヤ自身が《違和感》を感じとってからは──

「ついて来て」

　爆ばく発はつ的な勢いきおいで彼女は加速した。

　ブロック塀べいや駐ちゆう車しや中ちゆうの車の上で跳ちよう躍やくし、文字通り飛ぶように疾はしる。スカートの裾すそがはためき、黒くろ髪かみが美しい放物線を描いていた。

「やれやれ、ムチャ言うよ……。にゃろッ！」

　さらに足に力を込める。大地を踏ふみ抜くような勢いで、ペダルを漕ぎおろした。

　一五分ほども全力疾しつ走そうし、足に痛いたみを感じはじめた頃ころ、汗あせばんだ額ひたいに潮しお風かぜを感じた。

　自転車を倒たおし、堤てい防ぼうを駆け上がる。

　青、蒼あお、碧あお──蒼い空を映うつした碧い海うな原ばらが、僕を押しつぶすように広がった。

　肩で息をしながら、砂すな浜はまを見渡す。

　浜辺には幽ゆう霊れい船せんが──いや、天使に破は壊かいされて幽霊船のようになってしまった漁船が何なん隻せきも打ち上げられていた。

　謎なぞの怪かい物ぶつが現れて、人間が築き上げたものを壊こわし、容よう赦しやなく《回かい収しゆう》していく。

　これが、僕たちの現実リアルなんだ。

　ギィン──！　辺りに鋭するどい金きん属ぞく音おんが響ひびく。

　サクヤは既すでに天使と対たい峙じしていた。

　オオオオオォォォォォォォ──……!!

　白大理石でできた美女像のような怪物──天使が悲しみに満ちた咆ほう吼こうをあげる。腕の代わりに生えているノコギリのような触しよく手しゆが不気味に波打ち、足あし下もとの砂を撫なでていた。

　禍まが々まがしい造ぞう作さくの剣けんを横に構えたサクヤは、バネが力を矯ためるように腰こしを落とす。

　耳みみ障ざわりな金属音をたて触手が飛んだ！

　だが、白はく砂さを巻まき上げながら、サクヤは大剣を振ふるい触手の猛もう攻こうを防ふせぎきる。

「────ハッ！」

　裂れつ帛ぱくの気合いと共に、斬ざん撃げきを放った！

　剣線が天使を走り抜け、衝しよう撃げき波はが砂地に波は紋もんを描えがく。それほどに、強い、一撃。

　白い結けつ晶しようを残して、天使は崩くずれ去った──

「やっぱ、凄すさまじい《力》だね……」

　天使と戦うためジエータイは対戦車砲ほうなどで武ぶ装そうしている。そんな重火器をひたすら叩たたき込んで、ようやく倒せるかどうか──天使ってのはそういうレベルの化け物なんだ。

　それをたった一ひと太刀たちで屠ほふるなんてさ……

　サクヤの重要性を再さい認にん識しきしながら、僕は砂浜に歩を進める。

「見ていた？」

「クライマックスには間に合ったよ。あのシーンだけで一八〇〇円払はらっても惜おしくない」

　白い結晶となった天使を冷たい瞳ひとみで見下ろしながら、サクヤは大剣を引いた。

「……私は街を守るのを手伝った。そうよね」

「その通り。だけど──」

　なんでそんなこと、いちいち確かく認にんするんだ？

　その疑ぎ問もんは口にすることができなかった。

　サクヤは僕の胸むな元もとに大剣を突つきつけると、ゾッとするほど冷たい声で言ったんだ。

「オメガ。……私はおまえが好きだ」

　あまりに唐とう突とつな、愛の告白。

　同年代の男子なら、サクヤほどの美少女にこんなこと言われれば、驚おどろいて呼こ吸きゆうの仕方を忘わすれてしまうかもしれない。

　けれど、僕は小さくため息をついた。

　その告白だけで、笑っちゃうくらいに彼女の魂こん胆たんがわかってしまったからさ。

「おまえも……私を好きだと言え！」

　急せかすように、切っ先を押おしつけてくる。

　仕方ないな……。どう考えても茶ちや番ばんなんだけど、付き合ってあげるとしようか……。

「僕も、きみが、好きだよ」

　無む表ひよう情じようなサクヤが、唇くちびるの端はしを曲げるようにして嗤わらった。緊きん張ちようのあまり頰が引きつっただけかもしれない。しかし、僕にはそう見えた。

　確たしかめるような口調で、サクヤは呟つぶやく。

「オメガ……世界の最さい期ごを見み届とどける者。不死身の肉体は、相思相愛の相手だけが、滅ほろぼすことができる。オメガが死に《神の計画アポカリプス》が破は綻たんすれば世界滅亡カーテンコールは終わる──」

　剣けんを握にぎる手に力がこもる。

　その瞳が殺意の炎ほのおに揺ゆらめいた。

「これで……世界は救われる──!!」

　恋こい人びと同士が熱い抱ほう擁ようをするように、サクヤが僕の胸に飛び込んでくる。

　無む論ろん、大剣を構かまえたままで。

　冷たい刃やいばが、僕の心しん臓ぞうを抉えぐった──

　どれほどの時が経たっただろうか。

　幾いく度ども波音がさざめいて、

　幾度も海風が吹ふき抜ぬけて、

　サクヤの耳元で、僕は優やさしく囁ささやいた。

「どう？　世界は救われたかい？」

「…………[image: !!!]」

　胸むねの傷きず口ぐちから、金色に輝かがやく光の粒つぶが溢あふれ出してきた。見る間に傷を癒いやしていく。

　って、制せい服ふくに大きな穴あな開いてるし。

「僕を斬きるのはともかく、制服に穴開けるのはやめてくれ。スペアが一着しかないんだ」

　僕の言葉を無む視しし、サクヤは呆ぼう然ぜんと呟いた。

「なぜ……生きている？」

「……ＯＫ。その疑ぎ問もんに答えてあげるよ。僕が《死なない理由》と《死ねない理由》。どっちを先に聞きたい？」

　彼女は答えなかった。僕は肩かたを竦すくめ、

「《死なない理由》の方から教えてあげよう」

　剣に貫つらぬかれたまま、サクヤにキスするみたいに顔を近づけた。

　彼女の鼻先に、言葉をぶつけてやる。

「きみ、人を好きになったこと、ないだろ？」

「……っ！」

「『好き』と言い合えば愛し合ったことになるって考えた。違ちがうかな？」

　唇を引き結んだまま、サクヤは答えない。

「こんな初歩的なアドバイスをする羽目になるとは思わなかったけど、恋こいのレッスン。その一──愛し合うってのは、言葉だけじゃダメなんだよ。心が伴ともなわなきゃね」

「そんなこと…………ゎ、わかってるっ」

「ホントに？」

「本当だっ。……いちいちバカにしないで」

　忌いま々いましげにそう言って、サクヤは視線をそらした。僕は苦く笑しようしながら、

「わかってるなら、いいんだけどさ。じゃ、もう一つ《死ねない理由》を教えてあげよう。

　僕たちは《取引》をしたよね。『一いつ緒しよに街を守ってもらって、その間に僕たちが恋に落ちたら、きみに殺されてあげる』って。だから、一度だけ街を守ってくれたんだろう？」

　天使が襲しゆう来らいしたとき、わざわざ僕に「ついて来て」と言ったのは《一緒に街を守る》という約束に従したがったんだ。

　変なところで、律りち儀ぎな娘こだね。

「気持ちは買うよ。だけど、きみは大事なことを忘れてる。僕はこう言ったはずだ。『一年間一緒に街を守って欲ほしい』とね。一年間と言ったのには意味がある。僕の目的は《学校を卒業すること》なんだ。それまで僕は、死ぬわけにいかないんだよ」

　正しくは《卒業式の日〝あの人〟に再ふたたび出で逢あうまでは死ねない》と言うべきだろう。でも、手札を全部晒さらすほど僕は親切じゃない。

「以上が、僕が《死なない＆死ねない理由》さ──Quodクオド eratエラト demonstrandumデモンストランドウム」

　最後は、誰だれでも知ってるラテン語の慣かん用よう句くで締しめくくる。長々とわかりきったこと説明しちゃったから……照れ隠かくしのつもりで。

「わかったら、そろそろ剣を抜いてもらえるかな？　刺さされっぱなしってのも、結けつ構こうツライんだよ。僕だって痛いたみは感じるしさ」

　しかし、サクヤは動かなかった。剣の柄つかを片かた手てで握りしめたまま、小さく震ふるえている。

「ふざけないで……。一年なんて、待てるはずない。今こうしてる間にも、世界は滅び続けてるのに……！」

　自分が着ている制服を見下ろし、サクヤは途と切ぎれ途切れに言葉を紡つむぐ。

「こんな服を着て、バカみたいに騒さわいで……。授じゆ業ぎようっていうのも、生き残るためになんの役にも立たない内ない容ようばかり……。この世界には……そんなことしてる時間はないのに……！」

　ぽりぽり。僕は指先で頰を搔かいた。

　なるほど。授業中、サクヤがイライラしているように見えた原げん因いんは、これか。

　戦いの中で生き続けてきた彼女には、学校生活が異い質しつに感じるんだ。

　サクヤが転校してきたと知って、手放しに喜んでしまった。でも……、考え直したほうがいいかもしれないな。

　街を守るためには、サクヤの《力》が必要不ふ可か欠けつだ。しかし、彼女をこのまま学校に通わせたら、僕が守ろうとしている《日にち常じよう》がサクヤによって壊こわされてしまう。それじゃ、本末転てん倒とう。《目的》を破は壊かいしてしまう《手しゆ段だん》なんて、もはや《障しよう害がい》と同どう義ぎだ。

　学校に通わなくても僕のすぐ近くに待機していてくれれば、街を守ることはできる。

　わざわざ転校してきてくれたけど、彼女には学校をやめてもらって──

「……ぐッ」

　僕の思考は激げき痛つうによって、中ちゆう断だんされた。

　サクヤが剣を引き抜いたんだ。肩かたで息をしながら、大剣をゆっくりと持ち上げた。

「今すぐに、おまえを殺す方法…教えて……」

　唇くちびるを嚙かみながら、剣を上段に構える。

　しかし──

　その刃は、振り下ろされなかった。

　剣を構えたまま、サクヤはくずおれるように膝ひざをついたんだ。辛つらそうに瞳ひとみを閉とじて、砂すな浜はまの上にうずくまってしまう。

「おいっ！　どうしたんだよ!?」

　慌あわててサクヤの身体からだを抱だき起こした。

「な……なんだ、これ……？」

　サクヤの腕うでを血が伝っていた。今まで気づかなかったけど、足あし下もとの砂地に点々と赤い染しみができている。

　さっきの天使との戦いで傷きずついたのか？

「……ごめん」

　サクヤの制せい服ふくをはだけさせた。

　まるで毒々しい真しん紅くの花が咲さいたように、シャツが血に染そまっている。

　ボタンを外すのをもどかしく思いながらシャツをはぎ取って、息を飲んだ。

　左胸から二の腕にかけて、分ぶ厚あつく包帯が巻まかれていたんだ。血を吸すった包帯が解ほどけて、赤い蛇へびみたいに細い腕に絡からまっている。

　さっきの天使との戦せん闘とうで傷口が開いたんだろう。腕からの出血がひどい。というか、こんな傷を負ったまま戦ってたのかよ!?　怪け我がしてるそぶりなんて全然……

「ぅく……っ」

　サクヤの呻うめき声を聞き、我われに返った。

　くそっ！　なにをボーっとしてるんだ！

　とにかく止血しなくちゃいけない。

　解けかけた包帯に手を掛かけようとして、

「さ……、触さわるなっ」

　サクヤは僕ぼくを突き飛ばした。横たわった状じよう態たいから跳ちよう躍やくし、距きよ離りをとる。

「大だい丈じよう夫ぶなのか？」

　血の流れ続ける腕をサクヤは一いつし瞬ゆん見やり、

「おまえには関係ない」

「関係なくないだろ！　どうしたんだよ？」

　しばらく唇を嚙んでいたサクヤは、仕方ないといった調子で息を吐はいた。

「昨日、天使と戦った。それだけ」

　ちょうどその頃ころ、天使の大襲しゆう来らいがあったって噂うわさを聞いた。ひょっとして、それで……？

　そこで、僕は気づいた。

「猿渡を投げ飛ばしたのは……腕を摑つかまれて痛いたかったから？」

「……おまえに弱みを知られたくなかった」

　素そっ気けなく答えたけれど、少しだけ目を伏ふせてサクヤは小声で尋たずねてきた。

「あの男、は……？」

「ケガはないみたいだけど。気になる？」

「別に」

　サクヤは小さく鼻を鳴らすと、肩かたに制服を引っかけたまま、右腕の包帯を解きはじめた。

　包帯の下に、生々しい傷きず痕あとが露あらわになる。かなり深い傷だった。

「傷……残ったりしないのか？」

「私の身体は強化されてるから」

　サクヤは包帯を口でくわえ、左手を使って包帯の端はしを縛しばった。片かた手てで器用に血ち塗まみれた包帯を巻まき直していく。

　と、彼女はふいに手を止め、顔をあげた。

「見るな」

「見るなって……なにを？」

　無言のまま、制服の前を搔かき合わせる。

「あ……ごめん……」

　軽口の一つも言えず、僕は顔を伏せた。

　サクヤは手当てを再さい開かいしたようだ。

　海鳴りに混まじって、包帯を巻く衣きぬ擦ずれのような音が僕の耳に微かすかに届とどいた。

　しゅるしゅる。しゅるしゅる。

　リズミカルに包帯を巻いていく。こんな怪け我がはいつものこと。そう言いたげな音。

　その音が。

　なぜだか僕のココロを柔やわらかく締しめつけていく。《手当てに手て慣なれる》その言葉の意味がココロを締め上げていく。

　しゅるしゅる。しゅるしゅる。

　僕は不死身だ。でも、神様のヤツが手抜きをしやがったんだろう。ココロだけは傷を負ってもすぐには癒いやされなかった。

　世界滅亡カーテンコールがはじまって、

　僕のココロはズタズタになった。

〝あの人〟が包帯を巻いてくれたから、今でこそ流血は止まってる。だけど、今でも僕のココロはカサブタだらけなんだ。

　しゅるしゅる。しゅるしゅる。

　手当ての音が僕のココロを締めつけて、

　カサブタを、べろりと剝いだ。

「ＡＲＩＣＥには救きゆう護ご班はんもいないのか？」

　たまらない気分になって、僕は尋ねる。

「傷付けば自分で手当てをする。食事も各自で確かく保ほする。服が破やぶれれば自ら繕つくろう」

　サクヤは淡たん々たんとした口調で続けた。

「私は、ただ一人になっても戦い続けることができる──世界を救うために」

　思わず顔をあげた僕は、サクヤの眼まな差ざしに射い抜ぬかれた。

　……なあ、来夏。

　きみはサクヤの瞳が昔の僕に似にてるなんて言ってたけど、それは間違ってる。僕は、こんな決意に満ちた目はしてなかった。

《死ねない死にたがり》だった僕は、もっと濁にごった生気のない瞳をしていたと思う。

　来夏。きみは間違ってるよ。

　僕は、こんな綺き麗れいな瞳じゃなかった。

　こんな澄すんだ眼めじゃなかった。

　こんな迷まよいのない目じゃなかった。

　こんな光を宿しちゃいなかった。

　その、はずなのに……

　サクヤの瞳を見ていると、カサブタの剝はがれた場所から血がしみ出てくる。

　どうして、こんな気分になるんだろう？

　わからない。わからないけれど、

　気がつけば、僕は、

「サクヤ……僕はきみが嫌きらいだ」

　そんなセリフを発していた。

「顔は可愛かわいいけど、僕のことをサクサク刺さしやがるし。貧ひん乳にゆうだし。僕はきみが嫌いだ」

「…………」

「このままじゃ相思相愛にはなれない。僕を殺すことはできない。カーテンコールは終わらない。世界を救うことは、できない」

　間ま違ちがいなく、これは《挑ちよう発はつ》だ。

　しかも、挑発が最も効果的であることを自覚しながら、僕は言葉を紡つむいでいる。

「わかるかい？　恋れん愛あい初心者の有栖川咲夜さん。もし世界を救いたいなら……学校に通って、授業を受けて、友達と騒さわいで──そんな僕らの《日にち常じよう》に従したがってもらわなければならないんだ」

　どうして挑発なんてしてるんだろう？　この気持ちを表ひよう現げんする単語が見つからない。

《同情》だろうか？　いや、違う。

《代だい償しよう行こう為い》だろうか？　それも違う。

《贖しよく罪ざい》だろうか？　それも、たぶん違う。

「わかるかい？　ロクに学校に通ったこともなさそうな、有栖川咲夜さん。戦いしか能のうのないきみには苦く痛つうだろうけど、普ふ通つうの女子高生の生活を送ってもらう。壊れていく世界を遠く眺めながら、きみは恋に落ちなくちゃいけないんだよ。この僕と、ね」

　手当てを終え、サクヤは立ち上がった。

「それができないなら、シッポ巻いて帰るんだな。僕は世界が滅ほろびても──きみがいなくなっても、一向に構かまわないんだから」

　サクヤは何も答えなかった。

　制せい服ふくに袖そでを通し、ボタンを留とめる。

　桜ヶ丘高校の制服が見事なほどに似に合あってる。どこからどう見ても普通の女子高生だ。

　その手に大たい剣けんさえ持っていなければ。

「もう一度、言おう」

　海鳴りが静かに春の空気を震ふるわせた。

　砂すな浜はまを泳ぐように、海鳥の影かげが走る。

「僕は、きみが、嫌いだ」

　ザッ──！

　サクヤの剣が、僕の身体からだを貫つらぬいた。

「……私も、おまえが大嫌いだ」

　鏡のように綺麗な、けれど冷たい瞳。

　その水面みなもを覗のぞき込んで、ようやくわかった。

　僕の今の気持ちに、一番近い言葉。

　それは、たぶん《共鳴シンパシー》

　クソったれな《運命》に翻ほん弄ろうされた仲間に対する《共鳴シンパシー》のような気がした。

「僕たち、気が合うね。これならやっていけそうだよ」

　返事もせずにサクヤは去っていった。
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　穴あなだらけになった制せい服ふくをロッカーに放ほうり込こむと、ジャージに着き替がえて教室に戻もどった。

　クラスにはサクヤは帰っていないようだ。

　美び術じゆつの授じゆ業ぎようはとっくに終わり。昼休みも終しゆう了りよう間ま際ぎわだった。昼ご飯食べ損そこねちゃったな。あまり食しよく欲よくが強い方じゃないし、食べなくても死なないから別にいいけど。

　僕の姿すがたを見かけるなり、額ひたいに小さな絆ばん創そう膏こうを貼はった猿渡が元気に問いかけてきた。

「おい、密！　咲夜ちゃんと、どこにしけ込こんでたんだよ！　しかも、ジャージだし！……っていうか、あの娘こ何者だよ!?」

　猿渡の質しつ問もんに、クラスメイトが我わが意を得たりって顔で頷うなずく。

「ごめん。少しワケアリなんだ。キチンと説明するから、今日は勘かん弁べんしてくれないか」

「……ちゃんと話してくれるんだな？」

　深く頷く僕を見て、納なつ得とくしてくれたようだ。クラスメイトたちは三さん々さん五ご々ご、残り少ない昼休みを謳おう歌かしはじめる。

　そんなクラスメイトたちを遠く眺ながめやりながら、思考を巡めぐらせた。

　さて、考えろ、椎堂密。

　有栖川咲夜が《日にち常じよう》を歩めるようにするにはどうしたらいい？

　戦いしか知らない彼女でも、このクラスに溶とけ込んで一いつ緒しよに笑いあえる。そんな《日常》とは、どんなものだ──？

　我ながら、甘あまいと思う。街を守るためなら、なんでもするって決めたはず。余よ計けいなことは考えるな──理り性せいが僕の甘さを嗤わらっている。

　だけど、この甘さすらも〝あの人〟が僕のココロに巻いてくれた包帯の一部だから。

　だから、考えるんだ。
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　放課後。昇しよう降こう口ぐち。下げ駄た箱ばこの前。

　帰ろうとした僕は、下駄箱の中になにかが突つっ込こまれてることに気づいた。

「なんだよ、これ……」

　取り出してみると、それはクシャクシャに丸められた僕の制せい服ふくだった。

「いつから、僕はイジメの標的になったんだ」

　そんなことを呟つぶやきながら制服を広げて、

「うおっ!?」

　驚おどろきの声をあげてしまった。

　斬きられたはずの制服が直されていたんだ。縫ぬい目すらわからないほど、完かん璧ぺきに。

「いったい、誰だれが？」

　ふと、サクヤのセリフを思い出した。

『傷きずつけば自分で手当てをする。食事も各自で確かく保ほする。服が破れれば自ら繕う』

　制服を斬られると困こまるって言ったから、わざわざ直してくれたんだね……なぁんて勘かん違ちがいしちゃうほど、僕はバカじゃない。

　この修しゆう復ふくされた制服は、恐おそらく──

　挑ちよう発はつをした僕への返答であり、

　何度でも僕を刺さし貫つらぬくという宣せん言げんであり、

《日常》に挑いどんでやるという決意表明なんだ。

「了りよう解かい。確たしかに受け取ったよ。きみの気持ち」

　それにしても……

　僕は笑いを堪こらえることができなかった。

（絶ぜつ対たいにオメガを殺してやる！）

　そんなことを想おもいながら、ちまちまと僕の制服を直しているサクヤを想そう像ぞうすると、なんだかとっても可愛かわいくってさ。

　だから僕は、本来なら一番最初にかけてあげるべき言葉を制服に投げかけたんだ。

「桜ヶ丘高校にようこそ。これからよろしく」





【卒業まで、残り３２７日】









　　　過去の断片Ⅱ──密、中学１年、12月







『非ひ常じよう事じ態たい宣せん言げんが発令されています。一部暴ぼう徒と化かした市民による暴動が発生し、治安が悪化しています。極力、家からは出ないようにしましょう。

　暫ざん定てい政せい府ふ、《怪かい物ぶつ襲しゆう撃げき事じ件けん臨りん時じ対たい策さく本部》により、いくつかの注意が発表されています。

《世界が滅めつ亡ぼうする》《神の裁さばきがはじまった》などの風ふう説せつが流る布ふしていますが、それらは全すべて悪あく質しつなデマです。冷静な行動を心がけてください。

　各地で《給水》や《食料の配給》がはじまっていますが、それらを巡めぐって強ごう盗とう事件等が頻ひん発ぱつしています。政府担たん当とう者しやの指し示じに従したがい、秩ちつ序じよを保たもって行動するよう心がけてください。

　また、《怪物》の襲撃を受けた時は、決して家の中の物を持ち出そうとしたりせず、速すみやかに避ひ難なんしてください……』

　夜。僕ぼくの家。僕の部屋。

　テレビの放つまだら模も様ようの光が、白い壁かべに悪あく夢むみたいな影かげ絵えを映うつし出している。

　薄うすく開けた窓まどの隙すき間まから右みぎ腕うでを外に出しながら、僕は美しい満月を眺ながめていた。

　ポタ……ポタ……ポタ……

　水すい滴てきが屋根を打つ断だん続ぞく的な音が、刺さすような冷気と一緒に窓から忍しのび込こんでくる。

『繰くり返します。怪物の襲来が世せ界かい滅めつ亡ぼうの前まえ触ぶれだなどとする風説が流布していますが、それらはデマです。くれぐれも軽けい率そつな行動は慎つつしんでください』

　ブラウン管の向こう側で、アナウンサーが聞き飽あきた情じよう報ほうを繰くり返し続ける。ＮＨＫでも民放でも同じ映えい像ぞうを流していたはずだ。暫定政府の偉えらいヒトが用意した映像なのだろう。

　あまりに白々しい内ない容ように、気分が悪くなった。

　天使の襲来がはじまって九か月。横よこ浜はまが廃はい墟きよと化し、仙せん台だいが地図から消え、長なが崎さきでは《天使の毒エンジエルダスト》による奇き病びようが蔓まん延えんし──天使による《回かい収しゆう》が一いつ過か性せいの災さい害がいではないと幼おさない子どもまでもが思い知っている。

《世界滅亡カーテンコール》は、風説なんかじゃない。真実なんだ。

《天使》の襲来は、これからも続く。

　世界が滅びるか──僕が死なない限かぎりは。

　テレビを消し、リモコンをベッドに放り投げた。バウンドしたリモコンは壁に立てかけてあった中学校指定のカバンにぶつかる。もうカバンは数か月間使っていなくて、うっすらホコリをかぶっていた。

　ポタッポタッ……ポタッ…………

　窓の外から《水滴の落ちる音》が聞こえてくる。

　隙間から見上げた夜空に、星はなかった。ただ暗黒が広がっている。僕を見下ろす神の瞳ひとみみたいに、雲の切れ間から満月だけが覗のぞいていた。

「…………」

　ひたすらに空を見上げて、その瞳を見つめ返した。

　ポタッ…………ポタッ………………

　屋根に《僕の血が滴る音》は徐じよ々じよに小さくなっていった。自傷リストカツトなんてレベルじゃなく、手首を切断するほどに深い傷きずを付けたのだけど……死ねなかった。

　満月がちっぽけな僕を嘲あざ笑わらうかのように、見下ろしている。

　僕をオメガに選んだ存そん在ざいが──《神》が嗤わらっている。

「…………」

　窓から腕を出したまま、瞳を閉とじた。

　冷たい空気が僕の体温を奪うばっていく。

　このまま凍とう死しできたらいいのに……

　そんなことを願いながら、ずっと膝ひざを抱かかえていた。

　どれほどの時間、そうしていただろうか。

「わっ、まっくらっ」

　微かすかの声が聞こえた。

「お兄ちゃん。起きてる？」

　ドアが薄く開かれ、妹の微がぴょこんと顔を覗かせる。ふんわりとウェーブのかかった淡あわい栗くり色いろの髪かみ。六年生とは思えないような、小こ柄がらで発育に乏とぼしい華きや奢しやな身体からだつき。背せが低く顔も童顔だから、僕の一つ下には見えない。




　僕は──この妹に恋こいをしている。

　血の繫つながった妹を、愛している。




「……うん。起きてるよ」

「よかったー」

　返事をすると、おずおずといった調子で、妹は部屋に入ってきた。淡いピンク色の寝ね間ま着きを着ており、胸むねには枕まくらと不細工なぬいぐるみを抱だきしめてる。

「どうしたの？」

「あのね……もう一回、お礼を言っておこうと思って」

　微は僕を上うわ目め遣づかいに見つめた。

「晩ごはん、全部食べてくれて、ありがと。お兄ちゃん」

　両親が家を空けることが多く、家では常つねに二人きりだった。だから、食事の準じゆん備びも僕たちでやらなくちゃいけない。今夜は微が夕食を作ってくれたんだけど……

　髪が床ゆかに付きそうなくらい深々と妹は腰こしを折った。

「失敗しちゃって、ごめんなさい」

　微の料理はひどいものだったんだ。

　カレーライスにサラダという失敗しようのないメニューだったんだけど、カレーは焦こがしてしまったために苦み走り、そのくせジャガイモやニンジンは生なま煮にえ。サラダはドレッシングが酸すっぱすぎて食べられたものじゃなかった。

「食べてたべてー！　絶ぜつ対たいにおいすぃんだからー！」

　テーブルに並ならぶ料理を前に、微は笑え顔がおで喚わめきたてていたけど、いざ自分で一口食べた途と端たんぷわっと目に涙なみだを溜ためた。どうやら一度も味見をしていなかったらしい。

「ごめんなさい……。食べてくれなくていいよ。うぅ……。材料ムダにしちゃったぁ」

　ここのところ流通が滞とどこおりがちで、生せい鮮せん食料品は手に入りづらい。もっぱら、食事は配給に頼たよっている状じよう況きようだった。配給のパンやお弁べん当とうは味気なく、手作りの料理というのは本来だったら貴き重ちようなものなんだ。今夜の食事の材料は、父がジエータイ関係者だということで、特別なツテを使って手に入れたものらしい。ほとんど帰ってこない父は、こんな風に僕たちの機き嫌げんを取るんだ。

　大切な食材を生ゴミに変えてしまったのだから、妹の落ち込みようは相当なものだった。

　しかし、僕は微の作った料理を全すべて平らげてあげたんだ。「おいしい、おいしい」と感想を言ってやりながらね──

「お礼なんかいらないよ」

　窓まどを閉しめて立ち上がり、微に近づいた。腕うでの傷は完全に癒いえていた。屋根を汚よごしてる血けつ液えきの処しよ理りは後回しにしよう。

「すごくおいしかった。微が作ってくれたんだから、おいしいに決まってる」

　笑顔を見せてやろうと思ったけれど、うまく作れなかった。世界滅亡カーテンコールがはじまって以来、笑うことができなくなってしまったんだ。

　表ひよう情じようで示しめせない分、行動で表しておくことにしよう。柔やわらかい髪をかき混まぜるように、微の頭を撫なでてやる。

　妹はチラチラと僕の顔を窺うかがいながら「えへへ、ウソでもうれしいよっ」と頰ほおを染そめた。

「……用よう件けんはそれだけ？」

「あのね……えとね……んとね……」

　抱きしめた枕に顔を半分埋うずめて口ごもっていた微は、小鳥のように小さく首を傾かしげた。

「こ、今夜も一いつ緒しよに眠ねむって欲ほしいなー、なんて思うんだけど……ダメかな？」

　黙だまったまま、僕はベッドに腰こし掛かける。

　口に出さずとも《肯定ＹＥＳ》の返答を感じ取った微は、小さな花がほころぶみたいな可か憐れんな笑えみを浮うかべた。ベッドに駆かけ寄よってきて、ぴょんと飛び乗る。パジャマのズボンがずり上がり、白いひざこぞうが見えた。

「わーい。いつもごめんね、お兄ちゃんっ」

　僕の枕の隣となりに自分の枕を据すえ、手て慣なれたようすで周囲に奇き妙みようなぬいぐるみを並べていく。

　妹がこうして僕のベッドにやってくるのは初めてではない。最近は毎まい晩ばんのようにやってきていた。

　妹は極度の恐こわがりで、そのうえ寂さびしがり屋の甘あまえん坊だ。滅ほろびかけた世界で、部屋に独ひとりでいるのは不安なのだろう。

　だから、一緒に寝ようって僕が誘さそった。

　最初に言い出したのは、僕の方だ。

「寒いさむいー。この部屋、凍こごえちゃいそうだよー。どうして窓なんて開けてたの？」

　月明かりだけが頼りの真っ暗な部屋。微は寄り添そうように、僕の隣に腰かけた。

「…………。寒いのが好きなんだ」

「えー？　お兄ちゃん、夏が好きって言ってたよ？　一緒に海とか遊びに行ったしっ！」

　妹は満面の笑みを浮かべて、海に行った時の想おもい出を話しはじめた。来夏の家族と合同で海に遊びに行ったこと。スイカ割わりや花火をしたこと。微が浜辺で足を切ってしまい、僕が負ぶってあげたこと。その後、微は熱を出してしまって、民宿へ往おう診しんに来たお医者さんがおしりに痛いたい注ちゆう射しやを打ったこと。僕と来夏が寝ねないで看かん病びようしようとしたこと。だけど、結局は寝てしまって三人で布ふ団とんの取り合いをしていたこと……

　微は幸せそうに目を細め、まるで昨日のことのように想い出を数え上げていった。

　しかし、僕が黙り込んでいることに気づくと、慌あわてたように頭を下げる。

「ごめんね。ごめんなさい。こんな話、面おも白しろくなかったよね」

「ううん……面白かったよ。僕もよく覚えている」

　ホッとしたように胸を撫で下ろし、

「でもでも、寒いのもいいよねっ！　こんな風にくっつけるしっ！　ぺとー！」

　擬ぎ音おんを口にしながら、僕にペッタリと身体からだをくっつけてきた。

「お兄ちゃんは、あったかいねっ」

　僕の腕を抱きしめて、妹がすり寄ってくる。お風ふ呂ろ上がりの妹から石けんの香かおりがふわりと漂ただよって、鼻び腔こうをくすぐった。パジャマの薄い布ぬの地じを通して細っこい微の身体を感じつつ、頭を撫でてあげる。

「えへへっ」

　嬉うれしそうな声をあげて、微は足をジタバタさせていたけれど、

「それじゃ、ねよーねよー」

　ベッドの上を這はって、布団の中へ潜もぐり込こんだ。

　壁かべ際ぎわのぬいぐるみの群むれに埋うもれるような感じで、布団の端はしに横たわった微は──ぽふぽふっ。ベッドを叩たたいた。僕も早く布団に入れということらしい。

　黙ったまま、微の隣に横たわる。

「明日になったら平和になるかもしれないもんねっ。ちゃんと寝なきゃっ！」

　無言の僕に、夢ゆめ見みるような表ひよう情じようで妹は話しかけてくる。

「明日こそ学校に行けるといいなっ！　お兄ちゃんも、そう思わない？」

「……そうだね」

　横たわったまま、無む邪じや気きに喋しやべり続ける妹を見つめた。

　僕は──死にたい。死にたくて死にたくて、たまらない。

　このまま世界を壊こわし続けるなんて、耐たえられないから、誰だれかに殺して欲ほしいと願うようになったんだ。

　運命の相手に、僕は微を選んだ。

　妹を選んだ理由は、一番近くにいる女の子だったから。それだけ。

　殺してもらう相手は、誰でも良かった。来夏にしようかとも思ったんだけど、《外出禁きん止し令れい》のせいで会えない日も多かったから、いつも家にいる微の方が確かく実じつだと考えたんだ。

　だから、僕は──この妹に恋をしている。

「クラスメイトと、早く会いたいなあ。みんな元気だといいなっ」

　無む垢くな笑顔を浮かべる微を、愛しているんだ。

　僕は妹が好きだ。愛している。ココロの底から、微が好きだ。

　愛いとおしくて堪たまらない。その全すべてを僕のものにしてしまいたい。

　誰にも渡したくない。微は僕のものだ。

　好きだ。好きだ。好きだ。好きだ。好きだ。好きだ。好きだ。好きだ。好きだ。好きだ。

　好きだ。好きだ。好きだ。好きだ。好きだ。好きだ。好きだ。好きだ。好きだ。好きだ。

　好きだ。好きだ。好きだ。好きだ。好きだ。好きだ。好きだ。好きだ。好きだ。好きだ。

　好きだ。好きだ。好きだ。好きだ。好きだ。好きだ。好きだ。好きだ。好きだ。好きだ。

　好きだ。好きだ。好きだ。好きだ。好きだ。好きだ。好きだ。好きだ。好きだ。好きだ。

　好きだ。好きだ。好きだ。好きだ。好きだ。好きだ。好きだ。好きだ。好きだ。好きだ。

　好きだ。好きだ。好きだ。好きだ。好きだ。好きだ。好きだ。好きだ。好きだ。好きだ。

　好きだ。好きだ。好きだ。好きだ。好きだ。好きだ。好きだ。好きだ。好きだ。好きだ。

　好きだ。好きだ。好きだ。好きだ。好きだ。好きだ。好きだ。好きだ。好きだ。好きだ。

　好きだ。好きだ。好きだ。好きだ。好きだ。好きだ。好きだ。好きだ。好きだ。好きだ。

　好きだ。好きだ。好きだ。好きだ。好きだ。好きだ。好きだ。好きだ。好きだ。好きだ。

　好きだ。好きだ。好きだ。好きだ。好きだ。好きだ。好きだ。好きだ。好きだ。好きだ。

　好きだ。好きだ。好きだ。好きだ。好きだ。好きだ。好きだ。好きだ。好きだ。好きだ。

　好きだ。好きだ。好きだ。好きだ。好きだ。好きだ。好きだ。好きだ。好きだ。好きだ。

　好きだ。好きだ。好きだ。好きだ。好きだ。好きだ。好きだ。好きだ。好きだ。好きだ。

　好きだ。好きだ。好きだ。好きだ。好きだ。好きだ。好きだ。好きだ。好きだ。好きだ。

　気が狂くるいそうなくらいに、自分自身にそう言い聞かせた後で──

「ねえ、微」

　吐と息いきのかかりそうな距きよ離り。妹の長いまつげの一本一本まで数えられそうなぐらい近くで、妹の名を呼よんだ。

「あ……えと、なにかなっ？」

「今夜も、していいかな？」

　緊きん張ちようしたように息を潜ひそめ、微は上うわ目め遣づかいに僕ぼくを見つめ返してくる。

「キス。おやすみのキス」

「で、でも……」

　嬉しそうな、恥はずかしそうな、それでいて不安そうな表情になって、

「微たち、兄妹きようだいなのに……いいのかな？」

「イヤだったら、やめるよ。微の嫌いやがることはしたくない」

「い……イヤじゃ……ないよっ」

　妹の白くて細い喉のどが、コクンと動いた。

「微も、ちゅーして欲ほしいなって、思ってた」

「本当に？」

　返事の代わりに、微は瞳ひとみを閉とじた。

　布ふ団とんに片かた手てをついて、微の方に身を乗り出す。ベッドのスプリングが少しだけ軋きしんだ。

　ほんのわずかに、唇くちびるが触ふれあうかどうかというくらいの口づけをする。

「うー……」

　キスをした唇を引き結んで、微は黙だまり込んだ。迷まい子ごを恐おそれる子どもみたいに僕のシャツの袖そでをギュッと握にぎりしめる。

「どうしたの？」

　妹は小さく首を横に振ふった。長い髪かみがシーツの上で、さわ、と鳴る。

「そんなんじゃヤダ……。昨日の夜もしてくれたみたいなのがいいよぅ……」

「……昨日の夜の、って？」

「お兄ちゃんが、イヤじゃないなら……」

　それがイケナイことだとわかっていながら、

　ためらいながら、怖こわがりながら、

　幾いく度どものためらいの後で、妹は切なげに囁ささやいた。

「オトナのちゅー、して欲しい」

　微の柔やわらかな髪を、そっと撫でながら僕も頷うなずいた。

「うん……。僕もそうしたいなって、思ってた」

　妹の唇に自らの唇を押し当てた。

　薄うすく開かれた唇に、そっと舌したを差し入れる。妹は抵てい抗こう無く僕を受け入れた。

「ん……ぅ……」

　甘あまやかな吐息を漏もらした微の華きや奢しやな身体からだを、横たわったまま抱だきしめ、その動きを拘こう束そくするかのように、震ふるえる背せ中なかに手を這はわせる。キスの仕方なんてわからなかったけれど、お互たがいに少しずつ覚えた方法で──僕たちは柔らかな部分を絡からめ合う。

「ぁん……はぅ……っ」

　微は切なげな声をあげて、僕のシャツの背中をギュッと握にぎる。注ちゆう射しやの痛いたみを堪こらえる子どもみたいに堅かたく目を閉じて、両りよう脚あしをもじもじさせていた。かけられていた布団がはだけ、寝間着の裾すそも乱みだれてしまう。

　だけど、妹の幼おさない舌と唇は、懸けん命めいに僕に応こたえてきた。《もっとして》って、おねだりするみたいに、時折、僕のナカにも入ってくる。

　微も、僕の《気持ち》に──《愛あい情じよう》に応えてくれてるんだ。

　僕の《想おもい》に呼こ応おうして、妹も恋こい心ごころを育てはじめてる。

　繫つないだ指先や、触ふれあう唇から、妹の想いが伝わってきた。

　それが《禁忌タブー》であることはわかってる。

　許ゆるされないことは、お互いに理り解かいしている。

　それゆえ、一度たりとも《好きだ》って言葉を口にしたことはない。

　だけど──僕たちは、兄妹で二人、きつく抱きしめ合って、キスしてる。

　ねえ、神様。見ているかい？

　これは、愛し合ってるって証しよう拠こにならないかな？

　背はい徳とく感かんを乗り越こえて、愛を育はぐくんだ証あかしとならないかな？

　ねえ、神様──？

「ふ…ぁっ……。……んっ！」

　微は一いつ層そう強く僕にしがみついた。

　ぴくんっ…と、華奢な妹の身体が痙けい攣れんするみたいに震える。

　そして、ようやく──僕たちは唇を離はなした。

　月明かりに照らされたベッドの上。銀色の糸が僕と妹の唇を繫つなぐ。

　まるで熱病に浮うかされているみたいに、微の頰ほおは朱しゆに染そまっていた。吐息は高まり、瞳ひとみは熱っぽく潤うるんでいる。寝間着の裾はまくれ上がり、白いお腹があらわだった。

「おにぃ…ちゃ……ん」

　震える指先を、僕に伸のばしてきた。小さな手のひらを、そっと僕の頰に添える。

　そのとき、ふいに、微の瞳から涙なみだが零こぼれた。

「あ、あれ……おかしいねっ……。うれしいはずなのに、微ってば、どうして泣いてるんだろ……。えへへ……」

　口ではそんな風に言ったけれど、妹の双そう眸ぼうからは次々と涙の雫しずくが溢あふれてくる。

　やがて、声を上げて泣き始めてしまった。

　小さく嗚お咽えつしながら──しかし、懸けん命めいに、微は言葉を紡つむいだ。

「微ね、不安で、不安でたまらないの……。学校にも行けなくって、友達もいっぱいいなくなっちゃって、世界はめちゃくちゃで……明日にはみんないなくなっちゃうんじゃないかって、怖こわくて、怖くて……」

「…………」

「きっと、お兄ちゃんがいてくれなきゃ死んじゃうよ……。もしも、お兄ちゃんが天使に奪うばわれちゃったら……微は……」

　熱っぽい瞳に、涙の粒つぶが浮かんでは頰ほおを伝っていく。

「ホントはイケナイことだって、わかってるんだけど……。もう隠かくしておけないよ……」

　唇を震わせて、今にも消え入りそうな声で微は言った。

「微は、お兄ちゃんが…………好き…………」

　ポロポロと、大粒の涙が伝う。

「大好きなの……」

　一度も告げたことのない恋の言葉を、

　微は、口にした。

　ついに──ついに僕を好きだと言ったんだ。

「お兄ちゃん、微、とっても切ないよ……。切なくてどうにかなっちゃいそうなの……。だから……だから……っ」

　耳の先まで朱に染そまっているのが、薄うす暗くらがりの中でもわかる。

　そして、同時に微が怖がっているのもわかった。華奢な肩かたが小さく震えてる。きっと、僕に拒きよ絶ぜつされてしまうことを、恐れているんだろう。

　懇こん願がんするような瞳で、妹は僕を見つめた。

「お兄ちゃんも、好きって言って……。微のことが好きだって……。お願いだから……」

　祈いのりにも聞こえるその言葉を、ココロの奥おくの方で聞いていた。

　頭の中がクリアになっていく。昂たかぶっていた気持ちが、急速に冷めていく。ひたすらに冷れい徹てつなココロが、僕を支し配はいする。







　時が、来たんだ──







　オメガになって以来、笑えみを浮うかべることなんてできなかったのに、自然と嗤わらいが込み上げてきそうになる。

　だが、それを堪こらえて、妹の涙をぬぐってやった。

「お兄ちゃん、言ってくれないの……？」

　妹は辛つらそうに顔をしかめた。

「……好きだよ。もちろん、大好きさ」

　ついでみたいに返事を口にして、ベッドから降おりた。明かりを点つける。

　眩まぶしそうに微は目を細めて、

「ど、どうしたの？　お兄ちゃん」

「大事なことを言うの忘わすれてたよ。僕が天使に襲おそわれちゃうんじゃないかって、怖がってたよね」

「うん。それは……。とっても怖いよ……」

「大だい丈じよう夫ぶ。僕は天使になんかやられたりしない。約束する」

「ホントに？　微を一人にしない？」

「ああ。だけど……心配なことがあるんだ」

　背はい後ごで微が息を飲む気配を感じながら、机つくえの引き出しを開けた。

「この間、配給を受け取りに行った時に、ヘンなヤツに絡からまれたんだよ。最近増ふえたっていう物ぶつ資しを狙ねらった強ごう盗とうなのかもしれないね」

「そんな……どうして言ってくれなかったの!?」

「微が心配するだろうと思ってさ」

　引き出しの奥から、ナイフを取り出した。鞘さやを抜ぬき払はらう。鈍にび色いろの刃やいばには奇き妙みような反りがついており、適てき度どな重みがある。殺さつ傷しよう能のう力りよくの高い、殺しのために作られた凶きよう器きだ。

　微の方にナイフを見せた。蛍けい光こう灯とうの無む機き質しつな光を跳はね返して、凶きよう刃じんが冷たく輝かがやく。

「なにそれ……！」

「微に持っていて欲ほしいんだよ」

「そんなの……怖いよ！」

　刃を鞘に戻もどし、ベッドに膝ひざをついた。微の顔を覗のぞき込む。

「僕は、微を大切に思ってる。この間出で逢あったような連中に、微を傷きずつけられたくないんだよ。だから、持ってて欲しい。微のことは絶ぜつ対たいに僕が守る。だけど、いつでもそばにいるとは限かぎらないから」

「でも……」

「そして、もしも僕が危あぶない目に遭あってたら、コイツを使って僕のことを助けて欲しいんだ。僕たち兄妹きようだいがずっと一いつ緒しよにいるために、ね」

　そのセリフを聞いて、微の表情が変わった。

　鞘に入ったナイフを受け取って、微は懸けん命めいに頷うなずく。

「わ……わかったよ。お兄ちゃんが危なかったら、微が守るからっ」

「ありがとう、微。……大好きだよ」

　ナイフを大切そうに胸むねに抱いだく妹に、もう一度、口づけをした。

　とびきり激はげしい、オトナの、キスを──







　あとは、仕上げをするだけだった。

　数日後の夜。両親がいないのを見計らって、サングラスと帽ぼう子しで変へん装そうした僕は、自分の家に窓まどを破やぶって侵しん入にゆうした。わざわざ窓を破ったのは、大きな音を立てるため。微に気づいてもらうためだ。

　停電していたから、家の中は真っ暗だった。電気が復ふつ旧きゆうしたところで、あらかじめブレーカーを落としてあるから、明かりが点つくことはないんだけど。

　足音を立てながら、妹の部屋の前を通り過すぎる。微は自室のベッドにいるはずだ。停電を怖がった妹は、僕と一緒に眠ねむりたがったけれど、今夜は断ことわった。

　きっと今いま頃ごろ、ベッドの中で恐きよう怖ふに震ふるえながら、こちらの気配を窺うかがっていることだろう。

　自分の部屋へと入った僕は、ベッドの前に立った。そこには布団の中にバッグや服を放ほうり込んで、まるで僕が眠っているかのような膨ふくらみが作ってある。

　窓を破るのを使ったバールを手に、大きく深しん呼こ吸きゆうをする──

　ほどなく、背後でドアが薄うすく開かれる音がした。僕を心配した微が、勇気を振ふり絞しぼって部屋の中を覗いているのだろう。

　それを気配で確かく認にんしつつ──バールを振り上げる。

「あ、あなた誰だれ!?　やめてよ！　お兄ちゃんになにするのっ！」

　微が部屋に飛び込んできた。その手には僕ぼくが渡わたしたナイフを持っているようだ。

　妹にとっては謎なぞだらけだろう。突とつ然ぜん、家に現あらわれた謎の男。その目的。兄を狙ねらう理由。

　だけど、意味なんか不明でいいんだ。いちいち理由をつけてやる必要はない。

　微のココロが、僕を失ってしまうのではないかという恐怖で満たされてしまえば、それでいい。

　筋すじ書がきは、こうだ。

　突然、侵入した暴ぼう漢かんが兄を狙っていた。だから、妹は兄を助けるために、暴漢を、殺す。

　馬ば鹿からしいくらいに、シンプルなプラン。

「お兄ちゃん、起きて！　起きてよぅ！　ヘンな人がいるよ！　お兄ちゃん！」

　妹を無む視しして、バールを振り下ろした。

　ゴギッ──重い音が部屋に響ひびく。

「きゃああああ[image: !!!]　やめてよぅ！　お兄ちゃんが……死んじゃうよ！」

　喚わめき立てる微を後しり目めに、もう一度、ゆっくりと、バールを振り上げた。

　重たい鉄の棒ぼうが、誰も眠っていない布団に振り下ろされる──直前。

　鈍にぶい痛いたみが脇わき腹ばらに走った。

「微が……」

　体当たりするみたいに、微がナイフを突き立てていた。

「お兄ちゃんを守らなきゃ……っ！」

　半はん狂きよう乱らんになって、妹は刃を突き刺してきた。

　幾いく度ども幾度も幾度も幾度も幾度も幾度も幾度も幾度も幾度も幾度も幾度も幾度も幾度も。

「うわああっっ[image: !!!]」

　返り血を浴びて全身が真っ赤になっても、微は手を止めなかった。僕を助けたい一心で、ナイフを突き立て続ける。

　熱さに似にた激げき痛つうを、僕は歯を食いしばって耐たえていた。倒たおれそうになる足に力をこめて立ち続ける。

「お兄ちゃんを、守るんだああああああっ！」

　脇わき腹ばらといわず腰こしといわず、身体からだ中に傷口ができる。鋭するどすぎるナイフは、非ひ力りきな妹にも致ち命めい傷しようを作る力を与あたえていた。傷のいくつかは内ない臓ぞうを抉えぐったようだ。

　やがて足に力が入らなくなって、僕はその場にくずおれた。

　倒たおれた衝しよう撃げきで、サングラスと帽子が吹っ飛ぶ。

「……お兄ちゃん、大だい丈じよう夫ぶ!?　微がお兄ちゃんを守ってあげたから、」

　兄を気き遣づかってベッドに駆かけ寄よろうとした妹と、

　血ち溜だまりの中に仰あお向むけに倒れ込む僕の、

　目が合った。

　────……カラン！

　微の手からナイフが滑すべり落ちる。

「あ……うぁ……。どうして……？　どうして、お兄ちゃんが……!?」

　僕の血に染そまり深しん紅くになった両手を見つめる。

「……微は……お兄ちゃんを……？」

　呆ぼう然ぜんとした表ひよう情じようで、微はよろめくように後ずさった。大きな傷口があちこちに開き、内臓をはみ出させている僕を見つめ、首を横に振る。

「ウソ……。ウソ……っ！　こんなのウソだあぁっ！　微がお兄ちゃんを……！」

　信じたくないと言いたげに、

「お兄ちゃんを…………殺し……[image: !!!]」

　血濡れた手で頭を抱かかえた。

「……ウソ！　ウソだ!!　ウソだウソだウソだぁぁぁぁぁぁぁ[image: !!!]」

　自分の髪を摑つかんだまま、首を横に振る。

「うああああああああああああああああああああああああああああああああっっっ[image: !!!]」

　横たわる僕にまで、髪の抜けるブチブチブチという音が聞こえた。それでも微は声にならない絶ぜつ叫きようをやめなかった。

　そんな光景を、僕は冷め切ったココロで眺ながめていた。

　傷口からは、金色に輝かがやく光の粒つぶが噴ふき出している。

　これは癒いやしの力。忌いまわしきオメガである証あかし。

　死ねなかった……。死ねると、思ったのに。

　妹と相思相愛になれたんじゃなかったのか？　なにがいけなかったんだ？

　わからない。わからないな……。

　ふいに、微の絶叫が途と絶だえた。

　糸が切れるみたいに、気を失った。




　その後、長い間、微は目覚めなかった。

　再ふたたび意い識しきを取り戻もどしたとき、妹はどこかが壊こわれていた。







　僕が壊した。

















４月19日（日）

　生き急ぐ僕らの不協和音















　愛し合う二匹ひきのハリネズミ。

　近づきたいと思うほど自らの針はりが相手に刺ささる。愛し合うほどに、お互たがいを傷きずつけてしまう──いわゆる、ハリネズミのジレンマ。

　僕ぼくは言った。

「こんなものジレンマでもなんでもないよね。愛し合わなければいいんだ」

〝あの人〟は答えた。

　──どんなに痛いたくても、

　　　私はきみを、抱だきしめてあげるよ
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「おーい、来らい夏かー。起きてるかー」

　日曜日。午前九時。僕の部屋。

　窓まどから身を乗り出して、一メートルちょい離はなれた向かいの窓に声をかけた。

「おはよっ。どしたの、ひーちゃん？」

　眠ねむそうな顔した幼おさななじみの萌ほう月づき来夏が、窓から顔を出した。身体からだをカーテンで隠かくしてる。

「おはよ。って、なんでカーテンなんか巻まいてるんだ？　僕、流行に乗り遅おくれてる？」

「だって私、パジャマだもん」

「パジャマ姿すがたなんて見み飽あきてるけどね」

「『おやすみ』っていうときならいいけど……朝は恥はずかしいのっ。それで、なに？」

「今日ヒマかなと思って」

　寝ね癖ぐせがついてアホ毛みたいにピョコンと跳はねている髪かみを、来夏は手ぐしでときながら、

「ゆっきーと買い物行く予定だけど？」

「そっか。じゃいいよ。ちょっと遊ぼうかなと思ったんだけど、忙いそがしいなら他を当た、」

「大だい丈じよう夫ぶ！　ヒマ！　超ちようヒマ！」

「今、買い物行くって……」

「それはもう済すんだから！　三〇分……ううん、一時間で支し度たくするねっ！　それでいい？」

「あ、ああ。悪いな」

「じゃ、後でひーちゃんチいくからっ！」

　スパーン！　──勢いきおいよく窓を閉しめ、来夏は部屋の中に駆かけ込こんでいった。「冬ふゆ人と！　朝ご飯、自分で作って！」「ンでだよ、姉さんっ！」なぁんて微笑ほほえましいやり取りが聞こえてくる。窓辺に腰こしかけて、僕はそのドタバタにしばらく耳を傾かたむけていた。

「お兄ちゃんはデートなのかな？」

　振ふり返る。妹の微かすかが立っていた。

　僕と一つ違ちがいの高校二年生なんだけど、寝間着代わりの大きなＴシャツに包んだ身体はものすごく華きや奢しやで発育に乏とぼしかった。顔も童顔だから小学生の頃ころから成長していないように見える。分類学上では《ロリ目つるぺた科》に属ぞくするマイシスターだ。

「違うって。デートじゃないよ」

「ホントかな？　来夏先せん輩ぱいを押おし倒たおして、若わかさでアタックしちゃうんじゃないのかな？」

「しないっつーの。というか、若さでアタックってなんだよ？」

「そゆことするのは微だけにして欲ほしいんだけど、な？」

「人聞きの悪いことゆーな。って、微！　なにＴシャツ脱ぬごうとしてるんだよ!?」

「これお兄ちゃんのシャツだから返そうと思っただけだよ？　なにを想そう像ぞうしたのかな？」

「なにも想像してない。そして、脱ぐなっ」

「お兄ちゃんの好きなろーれぐなのにな？　見たくないのかな？　チラっとな？」

　う。

「なんで顔が赤くなったのかな？　かな？」

「……お兄さんをからかうんじゃありません」

　Ｔシャツに手をかけてキャラキャラ笑う妹から目をそらす。

　天てん真しん爛らん漫まんで純じゆん真しん無む垢くだった微は、僕ぼくを殺したと勘かん違ちがいした《あのとき》に、壊こわれてしまった。長い昏こん睡すい状じよう態たいの後──目覚めた妹はココロを閉とざしてしまったんだ。

　懸けん命めいな看かん護ごの甲か斐いあって、今ではごく普ふ通つうに生活ができるようになったんだけど……なんでか性しよう悪わるな女の子になっちゃったんだよね、これが。喋しやべり方もなんだかおかしいし。

「ねえ、ねえ？　お兄ちゃん？」

　コインが裏うら返がえるように急にスネたような顔になって、妹は僕の服の袖そでを摑つかんだ。

「デートじゃないのかな？　もしもデートだったら、微、オナカが痛いたくなっちゃうかもしれないけどな？」

　微は仮け病びようを使って、僕にカマって欲ほしがることが多々あった。そんなワガママにできるだけ付き合うようにしている。それが僕の《責せき任にん》だから、なんてお手軽な言葉で逃にげるつもりはないけれど。

「マブでデートじゃないのかな？」

「マブ。激げきマブ。ただ遊びに行くだけだよ」

　来夏を誘さそったのは《友達》と遊びに行く必要があったからなんだ。
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　突とつ然ぜんだけど。

　僕は《熱力学第二法ほう則そく》ってヤツが嫌きらいだ。

　結局はアレって、どうやったって世界は滅ほろぶって話だろ。物理学的諸しよ行ぎよう無む常じようっていうかさ。神かみ代しろ市しという《系けい》のエントロピー増ぞう大だいを防ふせいでいる身にとっては、暗～い気持ちにさせられちゃうんだよね。

　夢ゆめも希望もないことを言い出しやがった学者に、僕の不死身の身体を見せてやりたいよ。物理学に反しまくっている僕を見れば、大おお慌あわてで宗しゆう旨し替がえするに違いない。

　そんな毒にも薬にもならない冗じよう談だんを偽ぎ薬やく代わりに考えながら。

　夜明け前。日曜日。ウチの近所。

《紙かみ吹雪ふぶき》なんて呼ばれる冷たくない雪が降ふりしきる車道を、僕は歩いていた。

　額ひたいに脂あぶら汗あせが滲にじんでくる。僕は左ひだり利ききなんだけど仕方なく右手で拭ぬぐった。

　世界は天使という怪かい物ぶつに少しずつ《回かい収しゆう》されてしまってる。でも、ヤツらに僕の身体からだの一部を渡わたせば大人しく帰ってくれるんだ。

　ただ、この方法には問題があってさ……

「痛いたたたたた……」

　左腕を見る。肩かたから先が無くなっていて、断だん面めんから傷きずを癒いやす光の粒つぶが噴ふき出していた。だが、その勢いは線香花火みたいに弱い。

　僕はオメガ──最後の人類、らしい。

　世界の終わりを見み届とどける者に選ばれてしまったから、滅めつ亡ぼうの瞬しゆん間かんまで死ぬことを許ゆるされていないんだ。傷つけられても速攻で回かい復ふくする。

　だけど、なぜか天使に《回収》された場合は治りが遅おそくなるんだ。回復するまで、ずっと苦しまなきゃいけないわけで……

　耐たえきれなくなった僕は、ウチの近所にある公園で休んでいくことにした。

「♪ Imagines. Tomorrow when you are lost.ときどき、想像してみるの。あなたがいない明日を」

　ベンチに腰かけ、下か弦げんの月が輝かがやく夜空を見上げる。気分を落ち着けるために、小声で歌を口ずさむ。〝あの人〟が唄うたっていた曲を。

「♪ I love you. If you are lost, the world is meaningless.つまりね、あなたがいなければ、世界に意味なんてないってこと」

　唄い終わった頃、雪を踏ふむ音が耳に届いた。街がい灯とうのスポットライトの下に、僕が手に入れた最強の手て駒ごまが立っていた。

「やあ、サクヤ。そっちはどう？」

　手には大たい剣けん。悪あく魔まの角に似にたヘルムに、美しく広がったスカート、妙みようにセクシーなガーターベルトという出いで立ちのサクヤが無む表ひよう情じようのまま近づいてくる。コスプレ……じゃないよな。戦せん闘とう用の格かつ好こうなのか。

「どうってことない。天使が二体いたけど、なにも壊されずに済すんだ」

「そりゃ良かった。ケガがまだ治ってないだろ。だから、心配してたんだよ」

「……おまえこそ、失敗したんじゃないの？」

　サクヤは舞まい散る雪に視し線せんを這はわせた。

　紙吹雪は《回収》が行われた後に降ふってくる。本来は、なにかが失われた合図なんだ。

「こっちも無事だよ。きみほどスマートにはいかないけどね」

　再さい生せい中ちゆうの左腕を振って見せた。サクヤは汚きたないものでも見るような目付きで一いち瞥べつして、

「今夜みたいに遠く離はなれた場所に、同時に天使がやってきた場合、今までどうしてたの？」

「決まってるだろ。街にとって不要な方を見み捨すてるんだ。《総そう体たい》として街が生きてくれさえすれば《部分》にはこだわらない。僕ってサッパリ系のヒトなんだよ」

「…………」

　返事は軽けい蔑べつの混まじった無言だった。

　気持ち悪い音を立てて、左腕の再生が終わる。僕は立ち上がり、生まれたばかりの左手を差し出した。

「だけど、サクヤのおかげで、今夜は両方守れたよ。これからもよろしく頼たのむね」

　しかし、彼女は握あく手しゆに応おうじてくれなかった。

　なれ合うつもりはない──そう言いたげに睨にらみ付けてくる。

「まあ、僕は別に構かまわないよ。でもさ……愛し合うには、なれ合った方がよくない？」

　言葉を詰つまらせたサクヤはバツが悪そうにそっぽを向いた。

「……私は、おまえが嫌いだから」

「ふうん──」僕は少しだけ考えて、

「あのさ。前にも言ったけど、僕だって世界を滅ぼしたいと思ってるわけじゃない。きみと恋こいをして……殺して欲しいって思ってるんだよ。卒業の日に、ね」

　あろうことか僕はサクヤに《共鳴》なんてもんを感じてしまった。だから《日常》を破は壊かいされてしまうリスクを負ってまで、彼女に学校生活を送らせてあげようと決めたんだ。

　しかしながら。

　我われながら甘あますぎかな？　なんて後こう悔かいしてたりもするんだよね。僕たちの関係は、本来、ビジネスライクなものだからさ。

「二人が恋に落ちるために、僕も協力するよ。いいこと教えてあげよう」

《ビジネスライク》を僕の脳のう内ない辞じ書しよで検けん索さくすると、次のような意味がヒットする。

　喰くうか喰われるか。奪うばうか奪われるか。生きるか死ぬか。支し配はいするか、されるか──

　つまり、僕は、そういう気分で、

　サクヤに一歩、歩み寄った。

「恋のレッスン。その二──いきなり僕を好きにならなくてもいいんだよ。段だん階かいを踏んで仲良くなっていこう」

「段階……？」

「そう。専せん門もん用語で言うところの《お友達からはじめましょう》ってヤツだね。友達になって、仲良くなって、お互たがいの良いところを見つけて……少しずつ好きになっていこう」

　考え込むようにサクヤは目を伏ふせた。

　できるだけ優やさしい声で畳たたみかける。

「僕だけじゃない。クラスメイトとも仲良くしてくれよ。その方が、きみにとっても有利だからさ。みんなにサクヤを受け入れてもらうための《設せつ定てい》を考えてあるんだ。今日は日曜だし、一日かけて説明を、」

　シュピン──軽かろやかな音が響ひびいた。僕の首くび筋すじに大剣が突つきつけられる。

「ってか、ちょっと刺ささってる！　頸けいど動うみ脈やく近辺を深さ二センチほどえぐってるって！」

「服は斬きってない」

「そういう問題じゃない！　痛いたいだろ!?」

　僕の言葉なんて聞こえちゃいないように、サクヤは柄つかを握る手に力を込めた。

「オメガ。今日一日、《友達》と過すごして」

「……は？　過ごせって、遊べってこと？」

「そう」

「誰だれと？　どうやって？」

「誰でもいい。なんでもいい」

「きみも誘さそった方がいいのかな」

「私は待機…してるから。おまえ一人でいってきて」

　ぽりぽり。僕は指先で頰ほおを搔かいた。

　素す直なおじゃないというか、世間知らずというか、子どもっぽいというか……

　リアクションに困こまった僕は、

「サクヤって、可愛かわいいよね」

　とりあえず、言ってみた。

　サクヤはビクッと身体からだを震ふるわせて、

「へ、変なこと言って話をそらさないでっ！　協力すると言ったのはウソなの……!?」

　怒おこったような口調で刃やいばを押おしつけてくる。

「痛いだだっ！　さらに一センチ追加して、深さ三センチになってるって！」

「首を落とされたくなかったら従したがって」

　僕は肩かたを竦すくめながら答える。

「……わかった。今日は友達と過ごすよ」

　軽く頷うなずいて、サクヤは剣を引いた。

　気がつけば《紙かみ吹雪ふぶき》は止やんでいた。空が白みはじめ、薄うす雲ぐもが紫むらさき色いろに輝かがやいている。

　旭きよつ光こうに照らされたサクヤの顔は、ちょっぴり満足げだった。世界滅亡カーテンコールを止めるため、懸けん命めいに僕を好きになろうと決意している──そんな前向きな表ひよう情じよう。

　全すべては。

　無む駄だなのにね。

　僕たちが恋こいに落ちる可か能のう性せいなんて、これっぽっちもないんだよ──そう言ってやりたくなる。無む論ろん、言わないけど。

　込み上げてきた感情を、奥おく歯ばで嚙かみ砕くだいた。ゆっくり味わいながら飲みこむ。

　それはひどく苦くて、でも仄ほのかに、

　甘あまい。

　ま、いいや。僕らのセカイは、無事に朝を迎むかえたんだ。それを喜ぶとしよう。

　おはよう、四月一九日。どうぞ、よろしく。
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　そんなこんなで。

「遊びに行くなら昨日のうちに言っといてくれれば良かったのに。いっつも突然なんだからっ！」

「そういう来夏は、なんでいつもケンカ腰ごしなんだ？　ホント可愛かわいげってもんがないよな」

　隣となり町まち。風かぜ原はら駅の駅前。マックの禁きん煙えん席せき。

　チーズバーガーセットを食べながら、来夏とダベっていたりするわけだ。

「当然でしょ？　ひーちゃんにかわいげなんか見せる必要ないもんっ！」

「ったく……今日のカッコの一〇分の一ぐらい、性せい格かくの方も可愛くすりゃいいのに」

　来夏の洋服を指さす。普ふ段だん彼女はミニスカートに白いシャツとか、動きやすさ重じゆう視しみたいな格好をしてることが多い。だけど今日は、なんだか《ヒラヒラ》した服を着ている。

「えっ？　そう？　かわいい？」

「そこそこね。なんつーか、気合い入ってる？」

　慌あわてたように、幼おさななじみは手を振ふった。

「そんなことないってば。せっかく買ったのに最近着てなかったから着てみただけ」

「でもまあ、結けつ構こう似合ってるよ」

「えへへ、ホントに？」

　来夏は頰を染そめて、照れ笑いを浮うかべる。

「うん。馬にも衣い装しようって感じ」

「それを言うなら、馬ま子ご！　っていうか、どっちにしろ失礼だよ！」

　来夏が繰くり出したチョップをおどけるようにかわして、僕ぼくはそのまま立ち上がった。

「そろそろ、どっか行こうぜ」

「もうっ。ひーちゃんってば口悪いんだから」

　ブツブツ文もん句くを言っていたけれど、来夏はあまり怒おこってるような感じじゃなかった。赤くなった頰を手のひらで扇あおぎながらシェイクを一気に飲み干ほし、彼女も席を立つ。

　僕たちは連れだってマックを出た。

　目の前に風原の街まち並なみが広がる。

　僕らの住む神かみ代しろ市は古くからある街だ。名所旧きゆう跡せきは多いけれど、遊ぶ場所は少なかった。だから遊びに出る場合は神代よりも栄えてる風原市まで出でかけることが多いんだ。電車で一五分ぐらいだから、そう遠くないし。

　目当てのお店がちゃんと残っているか背せ伸のびをして確かく認にんした来夏は、ため息を吐ついた。

「しばらく来ないうちに、いろいろ《回かい収しゆう》されちゃったね……」

　都心に比くらべたら何倍もマシだけど、それでも《世界滅亡カーテンコール》の爪つめ痕あとが至いたる所に残っている。

「それで、なにして遊ぶの？」

「なんでもいいよ。来夏が決めてくれ」

「んー……じゃカラオケ＆ボウリングの健けん全ぜんコンボにしよう！　最近行ってないし！」

　僕の腕うでをひっ摑つかんで、来夏は歩き出す。

「あ、いや、カラオケは、」

　断ことわる前に彼女は「そーだっ」と声をあげた。

「先に《ミカリンとこ》寄よってっていい？」

「……いいよ」

　僕たちは進路を変え、駅の南側へ向かった。

　市街地にぽっかりと広がる空き地。ここには以前、ファミレスが建っていた。

　誰が供そなえたのだろう。干ひからびた花束の前にしゃがみ込むと、来夏は手を合わせる。

「しばらく来れなくて、ごめんね」

　あれは一年生の夏のこと。

　迷めい惑わくにもドリンクバーだけで何時間も居い座すわって、大おお騒さわぎしながら夏休みの予定を立てている僕たちの上に──まるで真夏のスコールみたいな唐とう突とつさで、天使が降おりてきた。

　つい一瞬前まで楽しげに笑っていたミカリンを、残ざん酷こくな怪かい物ぶつはただの生暖かい肉にく塊かいに変えた。容よう赦しやなく《回収》していったんだ。

「私たち三年生になったよ。空から見ててくれてる？　一いつ緒しよに進級したかったな……」

　悲しげにそう告げた来夏を、僕は突つっ立ったまま眺ながめていた。

　死者に手を合わせる──これって僕が理り解かいできない行動の一つなんだよね。

　そんなことをして、なんになる？

　死者が蘇よみがえるわけでもない。想おもいが届いたかどうか知る術すべもない。手を合わせたぐらいじゃ奇き蹟せきは起きない。

　死者を悼いたむつもりが、ココロが痛いたむだけ。

　いたずらに悲しみを増ぞう幅ふくさせるだけだ。

　──きみは、優やさしすぎるんだよ

　ふいに〝あの人〟の声が耳に蘇った。

　この考えを話して聞かせたとき〝あの人〟がそう言ったんだ。

　未いまだに意味がわからない。あるいは意味なんてなかったのかもしれないけどさ。

　でも、これだけは言える。

〝あの人〟を取り戻もどすためなら全世界を引き替かえにしてもいいと思っている、この僕は。

　優しくなんか、ない。

　顔を上げた来夏は悲しげに笑った。瞳ひとみには今にもこぼれそうな大おお粒つぶの涙なみだが光ってる。

「えへへ、天使に《回収》されちゃったのに和風っぽく手を合わせるのってヘンかな？」

「……ヘンじゃないさ。ミカリンにもきっと届いたよ。来夏の声は、デカいから」

　心にもないウソを吐ついて、幼おさななじみの髪をクシャクシャと搔かき回した。

「わー!?　せっかくセットしてきたのに！」

「そうなのか？　いつもと大差ないぞ？」

「ひどっ！　もうっ、ひーちゃんのバカっ！」
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　がこーん。がんこんころん。

　ボウリングのピンが倒れる音をＢＧＭに、

「[image: ぁ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]……」

　僕はゾンビみたいな声をあげていた。

　今の僕を霊れい能のう者しやが見たなら「鼻からエクトプラズムが出ている！」と叫さけぶに違いなく、医い者しやならば「今夜が山だ」と診しん断だんするだろうし、スタンド遣つかいと出で逢あったなら「新手のスタンド攻こう撃げきだ！」と騒ぐに決まっており、勇者が僕に話しかけたなら【へんじがない　ただのしかばねのようだ】と表ひよう示じされるだろう。

　それっくらい憔しよう悴すいしきっていたんだ。

　なんでこんなに弱ってるかというと、さっきまでやってたカラオケのせいだったりする。

　来夏は面めん倒どう見みはいいし（お節せつ介かい焼きとも言う）、運動神しん経けいはいいし（乱らん暴ぼうとも言う）、快かい活かつで明るい（口うるさいとも言う）。

　なかなかよくできた女の子だと思う。

　だけど、致ち命めい的に歌がヘタなんだ……

　みっちり二時間ほど《萌月来夏リサイタル》に付き合わされ、僕はＫＯ寸すん前ぜんだった。

　僕とは対照的にホッペがつやつやしてる来夏が、豪ごう快かいな投球フォームでボールを放つ。

「ゆけっ！　魔ま球きゆう☆サマーソルトボンバー！」

　どの辺が魔球だか謎なぞだけど、真まっ直すぐ転がったボールは全すべてのピンをなぎ倒たおした。

「いぇすっ！」

　ぴょんと飛び跳はねながらハイタッチを求めてくる。弱々しく応おうじてやった。

「ん？　どしたの、ひーちゃん？」

「ちょっとチベットの修しゆ行ぎよう僧そうの気持ちに想いを馳はせててさ。僕も悟さとりが開けるかな、と」

「よくわかんないけど頑がん張ばらないとヤバいよ～？　私が勝ったらパフェだかんね？」

「わかってるよ。僕が勝ったら、明日購こう買ばいのパンおごれよな」

　気合いを入れて立ち上がった。別にパフェをおごるくらいどうってことない。だけど、来夏に負けるってのは気にくわないんでね。

「勝てたらね。私ゼッタイに負けないもん」

　ナマイキな表ひよう情じようで胸むねを張はった来夏は、

「……あれっ？」

　急にキョロキョロと辺りを見回した。

「どうかした？」

「……なんか視線を感じたような気が……」

「カラオケの時もそんなこと言ってたよな？」

　ドアの外から誰かが覗のぞいていたような気がする──来夏はそう言っていたんだ。

「うん……。でも、気のせいみたい」

　気を取り直し、僕はボールを胸の高さに持ち上げた。スコアを見る。四フレーム目で一〇ピン差か……。来夏はボウリングがうまい。引き離はなされたら追いつけない。

　ちょっとマジになっちゃおうかな。

　呼こ吸きゆうを整え、投球フォームに入った。

　ボールが指から離れる瞬しゆん間かん、

「──わっ!?」と、来夏が叫んだ。

　驚おどろいて体たい勢せいを崩くずす僕。

　スコアボードに燦さん然ぜんと輝く《Ｇガター》のマーク。

　ほほう。やってくれるじゃないか……

　こういうタイプの邪じや魔まをしてくるなんて珍めずらしいなと思いつつ、来夏をジト目で見やった。

「来夏……。自じ慢まんじゃないけど、僕はそういうズルが大得意だ。今の行動は封ふう印いん解かい除じよしちゃってイイという意思表ひよう示じなのかな？　謝あやまるなら今のうちだよ？」

　返事代わりに僕の靴くつが飛んできた。

「ひーちゃんも早く靴替かえて！」

「…………は？　まだ途と中ちゆうだろ？」

「いいから早くっ！　ココ出よう！　購買のパンだったらおごるし！　なんなら明日お弁べん当とう作ったげるよ！　だから、お願いっ！」

　戸と惑まどう僕の手を引いて、来夏は駆かけ出した。

「お釣つりはいりませんっ！」

　カウンターにお金を叩たたきつけると非ひ常じよう口ぐちに向かって走る。

　六階であることを示しめす《６》が記された鉄の扉とびらを、来夏は体当たりするように開いた。

　そのままの勢いで非常階段を駆け降りていく。来夏が転ばないように歩調を合わせてやりながら、僕は尋たずねた。

「どうしたっていうんだよ、突とつ然ぜん」

「いたの！」

「いたって、なにが？」

「有あり栖す川がわ咲さく夜や……あの人が、ひーちゃんをジッと見てたんだよっ！　やっぱりストーカーだったんだねっ！　思った通りだよっ！」

「僕はまったく気づかなかったぞ？」

　そもそもサクヤは戦せん闘とうのプロだ。隠おん密みつ行動だってお手の物だろう。その尾び行こうに気づくことができたなんて、来夏は何者だよ？

「いたってば！　ひーちゃんのことあんなに見つめてれば誰だれだって……！」

　きぃぃ──頭上で扉の開く音が聞こえた。

　制せい服ふく姿すがたのサクヤが冷たい無表情を覗のぞかせた。僕らを確かく認にんすると非常階段を音もなく、しかし飛ぶようなスピードで降おりてくる。

「ほらっ、やっぱり！　早く逃にげようっ！」

「待てよ、来夏。あのな……」

　説明するヒマも与あたえずに、来夏は僕をなかば引きずるように再ふたたび駆け出した。

　非常階段は路ろ地じ裏うらへ繫つながっていた。ゴミ箱につまずきながら表通りへと抜ぬける。

「ごめんなさいっ！　通してくださいっ！」

　人波を追い越こして、駅へ向かって走る。

「電車に乗っちゃえば引き離せるよね!?」

　だが、駅ビルについている時計を見た来夏は、呆ぼう然ぜんと立ち止まった。時計は一六時一〇分過すぎを示している。

「ダメ……。この時間じゃ電車がない……」

　電車などの公共物は天使に狙ねらわれやすい。襲おそわれれば被ひ害がいも甚じん大だいだ。だから、電車は一時間に数本ほどに減へらされているんだ。

「ど、どうしよう……」

　幼おさななじみは僕の手を不安げに握にぎりしめた。

「どうしたんだい、きみたち」

　と、上から声をかけられた。

　駅のロータリーに停とめられていたジープから、迷めい彩さい柄がらの制服を着た自じ衛えい官かんが降りてくる。

　歳としは二〇代後半くらいだろうか。よく日焼けした頰ほおに絆ばん創そう膏こうを貼はり付けたその顔は、どことなくあどけなさが残っていた。

「天使でも出たのかい？」

「あ、あの……」来夏は振り返った。サクヤはみるみる距きよ離りを詰つめてきている。

　視し線せんで三さん拍びよう子しの指し揮きをするように、自衛隊員は来夏と僕とサクヤを順番に眺ながめて、

「ワケアリ……だな」

「そうなんです。実は……」

「みなまで言うな！　当ててみせよう！」

　自衛官は僕を指さした。

「ずばり！　そこの少年は大金持ちのお坊ぼつちゃんで、金目当ての女の子に言い寄よられてる！　お嬢じようちゃんは少年を救い出してきた！」

「その通りですっ」

「これっぽっちも違うだろ」

　僕の肩に自衛官は手を置いた。

「照れなくてもいいよ。さあ、車に乗るんだ。送っていってあげよう」

「照れてなんかないですよ。……いろいろ勘かん違ちがいしてるみたいですけど、僕と来夏は……」

「ひーちゃん！　早く乗ってっ！」

　ちゃっかり荷台に座すわった幼なじみは、問答無用で僕ぼくをジープに引きずり込んだ。

「しっかり摑つかまってな！」

　運転席に飛び乗った自衛隊員は、ジープを急発進させた。

　派は手でなスキール音が響ひびき、目前まで迫せまっていたサクヤの姿すがたが瞬またたく間に見えなくなる。

「って、飛ばしすぎですよ！」

　ホロのない荷台。補ほ助じよ席せきみたいな硬かたいベンチに座った僕たちを凄すさまじい風が襲った。

「俺おれは昔、走り屋で鳴らしてたんだ。《神代峠とうげの黒くろ豹ひよう》といえば、結構有名なんだけどね」

「そんなミニ情じよう報ほうはいりませんって」

「それより気をつけて。その辺に無反動砲カールグスタフとかＣ４とか転がってるから」

「情報の重要度をチェックしなおせ！」

「安全装そう置ちがついてるから大丈夫。このご時世、電車に乗るよりも安全だ。ははは！」

　自衛官は交差点をドリフトして曲がった。

「サイアクだ……」

　僕はこめかみを押さえた。ココロの《熱》みたいなものが急きゆう激げきに冷めていくのを感じる。

　こういう安っぽい青春映えい画がみたいな展てん開かいが、僕は大嫌いなんだよ。「クルマを停めろ！」と今すぐにでも叫びたかった。

　だけど──

「これで有栖川さんも追いつけないよね……」

　安心したように胸むねを撫なで下ろした来夏は、

「ねぇ、ひーちゃん」

　真ま面じ目めな顔で、僕を真まっ直すぐに見つめた。

「ひーちゃんって、なんでも一人で抱かかえ込こんじゃうけど……もっと頼たよって欲ほしいよ。私なんかじゃ頼りないかもしんないけどさ」

　繫つないだままだった手をギュッと握りしめてくる。柔やわらかな手のひらを通して、壊こわれそうなぐらいに高鳴っている彼女の鼓こ動どうを感じたような気がした。

「私ね、ひーちゃんの力になりたいって思ってるんだよ。ひーちゃんにはいっぱいいーっぱい助けてもらったから」

　いっぱい傷きずつけた覚えしかないけどね……

　曖あい昧まいに笑って、僕はため息を吐ついた。

　少なくとも、こんなに真しん剣けんな来夏を止める術すべを持っていないんだ。

　それに──自じ嘲ちよう気味に肩を竦すくめる。

　尾び行こうしてくるだろうことがわかっていながら、サクヤの策さくに乗ったのは僕だ。

　何人もいる友達の中から僕と正反対の性格──悲しいときに泣けて、怒おこるべきときに怒ど鳴なって、楽しいときに笑える──そんな来夏を真っ先に誘さそったのも、この僕だ。

　ドタバタに巻まき込まれてしまったのも自じ業ごう自じ得とく。因いん果が応おう報ほうってヤツだね。

　どうせ、この逃とう避ひ行こうはすぐに終わる。それまで我が慢まんすることにしよう。

　市街地を抜けジープは峠とうげ道みちへ入った。壊れかけた街の向こうに、海が見渡せる。

　夕日の輝かがやく時間。空と海が目眩まばゆく赤に染そめられ、刻こく一いつ刻こくとその区別が曖あい昧まいになっていく。

　どうしようもなく脆もろくて、とてつもなく残ざん酷こくだけれど、セカイはとても綺き麗れいだ。

　軍用ジープに揺ゆられながら、僕たちはその刹せつ那なを目に焼き付けた。離はなす機会を失ったから──手は固く繫いだままで。

　バックミラーを動かして、自衛官は僕と来夏を眺めた。眩まぶしそうに目を細める。

「なあ、きみたち……悔くいのない青春、送れよな。いつ世界が終わってもいいようにさ」

「はいっ」

　返事をしたのは、もちろん来夏だ。

「イイ返事だね。……あははっ、これで俺も高たか天まが原はらのお嬢じようさんに一つ恩おん返がえしができたよ」

「今、なんて言いました？」

　思わず問い返してしまった。猛もう烈れつに不ふ吉きつな名前が出てきたような気が……

「きみたち、桜さくらヶが丘おか高校の生徒かい？」

「そう、ですけど」

「高天原のお嬢さんは、桜ヶ丘で生徒会長やってるらしいね。よろしく言っといてくれ。走り屋だった俺が自じ衛えい官かんなんて真っ当な道を選べたのは彼女のおかげなんだ。愛の大切さを右フックと一いつ緒しよに叩たたき込まれたよ」

　夢ゆめ見みるような遠い目をして、続ける。

「当時、俺はハタチ。高天原のお嬢さんは小学五年だった。ハッキリ言って惚ほれたね」

「センパイは、もう卒業しました……」

　桜ヶ丘高校の元生徒会長にして、『愛だけが世界を救うんだ！』と本気で主しゆ張ちようする《恋れん愛あい原げん理り主しゆ義ぎ者しや》──その名も、高天原Ａはじめ。

　このふざけた名前のセンパイにいつも付き合わされ、僕は散々振り回されたんだ。

　ハッチャケた自衛官だと思ったら、センパイの薫くん陶とうを受けたのか。なるほど納なつ得とくだ……

　来夏の手を離し、運転席に身を乗り出した。

「クルマ、停とめてもらえますか」

「なに言ってんの、ひーちゃん。高天原センパイが苦手だからって、そんな急に……」

「それは関係ないよ。そろそろ来る頃ころじゃないかと思うんだ」

　直後──ジープに軽い衝しよう撃げきが走る。

　フロントグラスの向こう側、ボンネットの先せん端たんにサクヤが立っていた。

　逆さか巻まく風に、長い髪かみとスカートの裾すそが激はげしく躍おどる。しかし、サクヤ自身は小こ揺ゆるぎもせずに僕と来夏を睥へい睨げいした。

「よぉ、サクヤ。早かったね」

　これぐらい余よ裕ゆうで追いついてくれなきゃ、サクヤと取引する意味がない。

「え？　えっ？　え[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]っ!?」

　シュールな逃とう避ひ行こうは、来夏の叫さけびで幕まくを閉とじたのだった。
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　有栖川咲夜は、一いつ子し相そう伝でんの剣けん術じゆつを伝でん承しようする厳きびしい家に生まれた。剣の道一ひと筋すじに生きることを宿命づけられていたんだ。

　しかし、厳げん格かくな父の死後、咲夜を不ふ憫びんに思った母親が彼女のためを思って命じた。

「恋こい人びとを見つけ幸せな青春を送りなさい。それまでは敷しき居いをまたがせませんからねっ！」

　ガラガラガラ！　ピシャッ！




　午後五時過すぎ。日曜日。ウチの近所。

　サクヤと睨にらみ合いをはじめてしまった来夏に《有栖川咲夜の事じ情じよう》を説明した。もちろんこれはサクヤをクラスに溶け込ませるための方便ウソ。僕が考えた《設せつ定てい》だ。

「もうっ……またまたウソばっかり……」

　今にもサクヤに嚙かみつかんばかりだった来夏は、戸と惑まどいの表情を浮うかべた。

「ウソみたいなホントの話だよ。母親の言いつけを守って、サクヤは《普ふ通つうの女の子》の生活を送ろうと頑がん張ばってるんだ」

「でもさっ、どうしてひーちゃんが有栖川さんに手を貸かしてんの？　関係ないじゃん！」

「ところが、関係あるんだよ。この間の夜、僕たち天使に襲われたよな？」

「あれは夢だって、ひーちゃんが……」

「夢じゃないよ。僕たちは実じつ際さいに殺されかけて、サクヤに助けてもらったんだ」

　助けてもらった──というところに強いアクセントを置いた。

「だから僕は恩おん返がえしのつもりで協力することにしたんだよ」

「それじゃ……それじゃあさ……」

　僕とサクヤの間に視し線せんを彷徨さまよわせながら、来夏はなぜか絶ぜつ望ぼう的な声で尋たずねる。

「ひーちゃん、有栖川さんと恋愛するつもりなの？　彼女のこと……好きなの？」

「さあ？　どうだろうね？」

「どうだろうね……って!?」

「今はどうも想ってない。だけど、未来はどうなるかわからない──そういう意味だよ」

「だ、だけどっ……そんなのっ……」

　言葉を忘わすれたように口をパクパクさせる来夏を押しのけて、サクヤが真顔で尋ねた。

「椎し堂どう密ひそか。さっきは、どうして逃げたの？」

「サクヤこそ、なんでココにいるんだよ？」

「…………っ」

　息を詰まらせたサクヤを見て、僕は笑った。

「なんてね。尾行ついてくるってわかってたよ。……それで？　《友達》が、どんなもんかわかった？　それを知りたくて僕に『友達と遊べ』なんて言ったんだろ？」

「ほえ？」間の抜ぬけた声を漏もらした来夏に、今朝のやり取りを簡かん単たんに教えてあげた。

「超ちよう箱入り状じよう態たいで育てられたサクヤは、どうやって恋愛していいかわからなかったんだ。だから、アドバイスしてあげたんだよ。《お友達からはじめましょう》ってね」

「どうしてそれが私とひーちゃんを、尾行することになるの？」

「サクヤは僕と《友達》になろうと決意した。ところが、そもそも《友達》がどんなものかわからなかった……」

「まさか、観察しようと思ったってこと!?」

　僕の言葉を継ついだ来夏に、サクヤは強い口調で言い返した。

「ば、バカにするな。私にも戦友がいた。背せ中なかをあずけてもいいと思える仲間がいたっ」

「でも、そういうのと、僕が言う友達とは違ちがうんじゃないかって思った──違う？」

　悔くやしさと恥はずかしさが入り交まじったような感じで小さく唇くちびるを嚙かみ、サクヤは目を伏ふせた。

「箱入りっていうのホントなんだね……」

　困こまったような顔で来夏はサクヤを見やった。敵てき視しするような視線は薄うすらいでいる。

　そこでなにかに気づいたように、来夏はくわっ！　と目を見開いた。

「そ、それじゃ、ひーちゃんが誘さそってくれたのは有栖川さんに頼たのまれたからッ!?」

「うん。そうだよ」

「そう……なんだ……」

　口をへの字に曲げて、来夏は聞こえないぐらいの小声で続ける。

「そういうことだったら、先に言ってよね……。喜んじゃってバカみたいじゃん……」

「ん？　なんか言った？」

「別に。なんでもないっ」

　あれ？　妙みようにションボリしたような顔してるけど、なんか僕、悪いこと言ったかな？

　首を傾かしげながらも、来夏の肩かたに手を置いた。作り慣なれたペテン師しの笑えみを浮かべる。

「というわけで。きみもサクヤに助けてもらったんだから、彼女に協力してあげてよ」

　返事は──聞くまでもないね。

　僕は敢あえて、来夏の情に訴うつたえるカタチで説明をした。コイツはお節せつ介かいだからこんな風に言われたら絶対に断れないんだ。

「あう……」

　僕の手の重みに耐たえきれなくなったみたいに、幼おさななじみはガックリと肩を落とす。

「ううう……。ズルイよ……。ひーちゃんがそゆこと言うなんて、絶対ズルイよ……」

　自分の靴くつの先を見つめて来夏はブツブツ呟つぶやいていた。けれど、大きな胸をしぼませるような深いため息を吐ついて、

「はぁ……わかったよ……。協力する」

「さすがは我わが幼なじみ。褒ほめてしんぜよう」

　来夏の頭を撫なでてやった。

　僕を見上げてもう一つため息を吐くと、来夏はサクヤの方に向き直った。気合いを入れるように自分の頰をペシペシと叩く。

　寂さびしげだった表情が、

　真夏の太陽みたいな笑顔に変わった。

　これは作り笑いじゃない。

　来夏は、いつもココロの底から笑うから。

　この笑みは本気の笑顔なんだ。

「私、萌月来夏。よろしくね。ほい、握あく手しゆ」

　サクヤに向かって手を差し出した。

　訝いぶかしげに眉まゆを顰ひそめたサクヤの手を握りしめ、来夏は思いっきり上下に振ふる。

「これで私たち友達だよ」

「……どういうこと？」

「接せつし方なんて考える必要ないよ。ニッコリ笑って、ご挨あい拶さつ──それだけでいいんだって。明日、クラスのみんなにも同じことしなよ。そしたら友達になれるから」

「で、でも……」

　戸と惑まどうように、サクヤは握手をした自分の手のひらを見つめていた。

「心配しないで。友情は、ちゃーんと後からついてくるものだからさっ」

　……堪こらえきれず、僕ぼくは目を閉じた。

　それはあたかも、強すぎる光が握りしめた拳こぶしの中にも深い闇やみを作り出すように。

　こういうとき。

　僕は。

　自分の醜みにくさを思い知らされてしまう。

　全すべてをコワしてしまったために、

　全てがコワレてしまった僕は、

　来夏みたいに綺麗シンプルな感情ロジツクは紡つむげない。

　彼女のようには笑えないんだ。

　ああ、だからか。

　僕は、思い至いたった。

　だから、来夏を誘ったんだ。

　僕みたいなコワレたヤツじゃなくて、

《輪》の外側から眺ながめてるヤツじゃなくて、

　来夏のように《輪》の内側で、クラスメイトと一緒になって騒さわげるような《友達》。

　真っ当な《友達》をサクヤに作ってあげたいと、心のどこかで僕は思ってしまったんだ。

　だからこそ、サクヤの策に乗った。

　来夏を誘った。

　二人を邂かい逅こうさせた。

　なんのことはない。ビジネスライクな関係だなんて思いつつ、心の奥おく底そこでヌルいことを考えていたってわけだ。

　言うなれば、それはつまらない《感かん傷しよう》

　言うなれば、それはハリネズミの《臆おく病びよう》

　とんだ笑い話だね。

　一度騙だますと決めたなら、地じ獄ごくの底まで騙せばいい。毒を喰くらわせるなら、皿まで喰らわせちまえばいいんだ。

　みんなを傷きずつけて、苦しめて、偽いつわって、裏うら切ぎって、束そく縛ばくして、利用して──そして、なにもかも見み捨すてるって決めたんだから。

　全ては──全ては〝あの人〟に会うために。

　動どう揺ようするココロに再さい起き動どうをかけて。

　僕は、目を開いた。

「そいじゃ、私、帰るね」

　笑顔を崩くずし、来夏はどことなく恨うらみがましい視線を僕に向ける。

「でも、そのまえに……」

　片かた方ほうの眉をつり上げ、来夏は拳を固める。

　大きく腕を振りかぶって、

「ひーちゃんの、バカ──っっっ[image: !!!]」

　ぐーで殴なぐられた。

　チョップじゃなくて、ぐーで殴られるのは久ひさしぶりだなあ……じゃなくて。いきなり殴るってどういう了りよう見けんだよ？

　殴られたいような気分だったから、ちょうど良かったんだけどさ。
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　翌よく朝あさ。月曜日。三年Ｃ組の教室。

　僕と来夏の二人で、クラスメイトにサクヤの《設せつ定てい》を説明していると──

　そこへサクヤが入ってきた。

《超箱入りの美少女剣けん士し》に視線が集まる。

　視線の集中砲ほう火かを浴びても、サクヤはいつもの無表情を崩さなかった。小さく首を巡めぐらし、クラス全員を睨にらみ付ける。

　クラスのみんなも、緊きん張ちようの面おも持もちで遠とお巻まきにする。時が止まったみたいに誰だれも動かない。

　たっぷり一分ほどの睨み合いの後、

　サクヤが静せい寂じやくを破やぶった。

「お、おはよっ」

　消え入りそうなほど小さな声でそう言うと、口を真一文字に結んだ。怒おこったように拳を握りしめ、サクヤは自分の席に向かう。椅い子すを荒あら々あらしく引き、勢いきおいよく腰こしを下ろした。

　そんなサクヤの頰ほおは、

　これ以上ないってくらい真っ赤、だった。

　友人たちは顔を見合わせると……納なつ得とくしたような、それでいて嬉うれしそうな笑顔を浮かべた。サクヤに挨拶をし、口々に話しかけてくれる。元来ノリのいいヤツらだから、なんつーか、順じゆん応のう早いよね。

　ほどなくチャイムが鳴りＨＲが始まった。

　クラスメイトが席に戻ったのを見み計はからい、隣りん席せきのサクヤに声をかける。

「よっ、サクヤ。おはよう」

「ふんっ……」

　僕には挨拶を返してくれなかった。

　その代わり、ものすごく真ま面じ目めな顔でサクヤは質しつ問もんしてきたんだ。

「挨拶ぐらいなんとかなる。たぶん、あのボールを使ったゲームもできる。だけど……私は賛さん美び歌かしか唄うたえない。それでも、平気？」

「…………………………………………へ？」
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　狂くるっているようだ、と思った。

　六月下げ旬じゆんの夕ゆう暮ぐれだっていうのに、真夏みたいに蒸むし暑い。耳を痺しびれさせるほどに、蟬せみの声が降ふり注いでくる。

　世界は狂ってしまったのかもしれない。

　いや──狂ったのは、僕の方かもしれない。

　別にどっちでもいい。どちらでも大差はないから。

　土曜日。中学校。校こう舎しや裏うら。

　人気のないその場所で、バイクのエンジンを切った。リッターバイクの獣けものの咆ほう吼こうじみた排はい気き音おんが沈ちん黙もくする。蟬の声が、より大きく聞こえるようになった。

　本来なら中学生である僕が乗るには、過すぎたシロモノだ。初めのうちは制せい御ぎよできなくて何度も転てん倒とうしてしまった。普ふ通つうの人間なら死んでしまうような目に遭あったことも一度や二度じゃない。だけど今では、手足のように乗りこなすことができるようになっていた。

　バイクの乗り方は《横よこ浜はま》で覚えた。

　横浜は上位の天使の攻こう撃げきによって焦しよう土どと化し、今やチーマーやカラーギャングみたいな連中──本人たちは自身を《横浜の住人レベリオン》なんて呼よんでいた──の溜たまり場だ。縄なわ張ばり争いが激化して殺人も日にち常じよう茶さ飯はん事じ。強ごう盗とうやドラッグなどなど犯はん罪ざいの見本市みたいな状じよう況きようだ。

　そんな横浜の街に、僕はいつの頃ころからか入り浸びたるようになった。

　なにかの目的があるわけじゃなく、ただ漠ばく然ぜんと。漫まん然ぜんと。

　でも、強しいて理由をつけるとしたら、復ふつ興こうが進んできたから──かもしれない。

　天使が出しゆつ現げんしてから一年と少し。暫ざん定てい政せい府ふが機き能のうしはじめ、人々は《日常生活》を取り戻もどしつつあった。コンビニが営えい業ぎようを再さい開かいし、電車やバスも運行をはじめ、それに乗って会社へ行くサラリーマンも増ふえた。職しよくを失った人は、復興事業に従じゆう事じするようになった。

　人々は、世界滅亡カーテンコールとの緩ゆるやかな共きよう存ぞんをはじめたんだ。

　息を吹ふき返しはじめた街には、なんだか居いづらくって……、横浜の街に入り浸るようになったのだろう。

　横浜では、ゴロツキみたいな連中と毎日のようにケンカをした。

　いや、ケンカと呼よぶのは適てき切せつじゃないね。僕は不死身──人類が相手なら最強の存そん在ざいだ。

　どんな大人数でかかってこようと、どんな武ぶ器きを使おうと、僕を殺すことはできない。

　最終的には、必ず勝つ。僕がしていたことはケンカではない。一方的な《処しよ刑けい》だ。

《住じゆう人にん》どもは僕を《不死身の悪あく魔ま》なんて呼んで恐おそれ、目の敵かたきにされた。報ほう復ふくや復ふく讐しゆうが日に日に激化していくこととなった。

　だけど、その全すべてを退しりぞけた。

　たくさん傷きずつけられ、何倍も傷つける。殺しこそしなかったけれど、何人もの《横浜の住人レベリオン》をこの手で再起不能にした。

　拳こぶしを血に染そめながら、思った。

　苦く痛つうと暴力と怨えん嗟さと悲鳴に彩いろどられた日々が僕には、お似に合あいだなって。

　死んでしまおうが──天使に回かい収しゆうされようが、一向にココロの痛まない連中を相手にしているのは気分が楽だったんだ。

　だから──ジャリッ。

　中学校の校舎裏に敷しき詰つめられた砂じや利りを踏ふみしめた僕は、居い心地ごこちの悪さを感じた。

　手入れがされていないからか、辺りには雑ざつ草そうが茂しげっていた。草いきれと、狂くるったように鳴き続ける蟬の声。そして、湿しめった空気に包まれながら、学校のプールへと向かった。

　天使に《回収》されたのだろう。二棟とうあった校舎のうち、一棟が消しよう滅めつしていた。その代わりに、グラウンドの片かた隅すみに真新しいプレハブの建物が建っている。

　ひと月ちょっとしか通えなかった学校だけど、学校という空間そのものに懐なつかしさと……吐はき気を覚えた。

　こんなところには、居いたくない。

　ここは、僕が居るべき場所ではない。

　奥おく歯ばを嚙かみしめつつ、足早にプールへ続く階段を昇のぼる。入り口にあるフェンスには鍵かぎがかかっていたので、乗り越こえることにした。

　プールは高い塀へいに囲まれており、周囲からは覗のぞけないようになっている。塗ぬられた緑色のペンキは、所々剝はげかけていた。

　プールサイドに出ると、さあっと冷たい風を顔に感じた。プールには透とう明めいな水が張はられてる。プールを満タンにするには、莫ばく大だいな水量が必要だって聞いたことがある。これも復興が進んできたという証しよう拠こなのだろう。

　と、声が聞こえた。

「もうじきプールの授じゆ業ぎようはじめるんだってさ。すっごい楽しみだよ」

　パシャっ！　涼すずしげな水音。淡あわいブルーに輝かがやく水面みなもに波は紋もんが広がる。

　麦わら帽ぼう子しをかぶった来らい夏かがプールサイドに腰こしかけて、足を水に浸ひたしていた。

　白いワンピースの裾すそが濡ぬれてしまうのにも構かまわず、もう一度水を蹴ける。傾かたむきかけた太陽に照らされて、水すい滴てきがキラキラ輝いた。

「冷たくって気持ちいいよっ！　フェンスよじ登るの大変だったけど、頑がん張ばった甲か斐いがあったって感じ？　ひーちゃんもやってみなよっ！」

　昔と同じ親しげな口調。

　昔と同じ屈くつ託たくのない笑顔。

　世界が平和だった頃と、全てが、同じような、

「……僕に、なんの用だ？」

　来夏に近づいて、見下ろした。

「そんな怖こわい顔してないで、ひーちゃんも座すわりなってば」

「長居するつもりはない。こんなところに呼びつけて、用よう件けんはなに？」

　ほんの気まぐれで家に帰ったら、待ちかまえていたように来夏に声をかけられた。

「話があるから、学校のプールに来て」

　無む視ししようと思ったんだけど、「来てくれるまで、ずっと待ってる。来てくれなかったら、横浜まで捜さがしに行くから」と幼おさななじみは真しん剣けんな顔して言い切った。

　どうして僕が横浜に入り浸ってるって知ってるのか、わからなかった。だけど、捜しに来られたら迷めい惑わくだ。

　これっきりだ──そう自分に言い聞かせて、来夏に従したがうことにしたんだ。

　幼なじみは一いつ瞬しゆんだけ怯ひるんだような表ひよう情じようを浮かべたけれど、すぐに笑顔に戻って、

「ひーちゃんを誘さそうのに、おっきな理由が必要かな？　とくに用事がなくても、いっつも一いつ緒しよにいたじゃん。昔からさっ」

「…………」

「だーかーらー、そんなに怖い顔しないでよ。言ったでしょ？　ひーちゃんを呼んだのは、お話があったからなんだ」

「話ぐらい、僕ぼくに声をかけたときにできただろう？」

「落ち着いて話したかったんだよ。それに……」

　麦わら帽子を手で押さえながら、来夏は顔を上げた。高い塀の向こうに、校舎が望める。

「学校でね、会いたかったんだ。ひーちゃんと」

「…………」

「そんな風に見下ろされてたら喋しやべりづらいよ。ねえ、座って？」

　仕方なくプールサイドに立て膝ひざをして座った。もちろん、水に足をつけたりしない。

　来夏は僕を見つめて、「えへへ」と声を出して笑った。

「しばらく会わないうちに、ますます背せがおっきくなった？　入学した時は、同じくらいちっちゃかったのに……やっぱ、男の子だね。ズルイよなー。あ、でも、私もちょっとは成長したよっ。背はゼンゼンおっきくなってないけど、なんていうか、えへへ。少しは、ね」

　指先で水面を軽く撫なでた。波紋が緩ゆるやかに伝でん播ぱしていく。

「まあ、お互たがいに成長もするよね。半年以上会ってなかったんだもん」

「…………」

「てゆか、半年ってスゴイよね。今までひーちゃんと、そんなに会わなかったことなかったからさっ。ちっちゃい頃、私が入院してるときでも、毎日のようにお見み舞まいに来てくれたし。長くても一〇日間ぐらいじゃなかったかな。ほら、ひーちゃんチの家族が外国旅行に行くことになって、それが寂さびしくてさ。『私も行くーっ！』てダダこねちゃったんだよね。ほいで、ひーちゃんと相談してトランクに潜もぐり込んじゃえってことに、」

「雑ざつ談だんに付き合うつもりはない」

　楽しげに話していた来夏は、叱しかられた子犬みたいにピクンと肩かたを震ふるわせた。

「話したいことがあるなら、さっさと言ってよ」

　観かん念ねんしたように息を吐いて、

「……ねえ、ひーちゃん。今までなにしてたの？」

「…………」

「ひーちゃんに、なにがあったの？　私の知ってるひーちゃんは、そんな黙だまり込んでばっかりな男の子じゃなかったよ。そんな無表情じゃなかったよ。そんな……怖こわい瞳ひとみをしてる人じゃ、なかったよ」

　ただ黙って、幼なじみを見つめる。

　勇気を振り絞しぼろうとするように、来夏はギュッと拳を握って、

「私の知ってるひーちゃんは、いっつも笑ってて、おっちょこちょいなトコもあるけど正せい義ぎ感かんが強くって、元気で活かつ発ぱつで、カッコイイ男の子だったよ。どうして、変わっちゃったの？　……ひーちゃんのお父さんが、天使に《回収》されちゃったからかな？　それがショックでそんな風に……」

「きみには関係ない」

「関係ないって、そんなこと……！」

　来夏は腰を浮かしかけたけれど、小さく唇くちびるを嚙かんだ。

「……そう、かもね。関係ないのかもしれないよ。私は、ただの幼なじみだもん。ひーちゃんのことならなんでも知ってるなんて自うぬ惚ぼれてたけど……ひーちゃんが家出しちゃった理由が何一つ浮かばなかったぐらいだもん。偉えらそうなこと言えないよね」

　僕の顔色をうかがいながら、来夏は切なげな笑みを浮かべた。こんな寂しそうな幼なじみの顔を見たのは、初めてだった。

　イライラする。吐き気が込み上げてくる。頭の奥がチリチリと痛いたむ。

　なぜだろう──彼女の言葉一つ一つがココロにトゲみたいに引っかかった。

「わかったよ。詳くわしいことは聞かないことにする。……だけど、お願いがあるの」

「……お願い？」

「校舎も回収されちゃったけど、プレハブの新しいヤツができたよ。授業も昔みたいにやってる。プールの授業ができるぐらいに、ね。だからさ……」

　来夏はプールの水を片かた手てですくって、跳はね上げた。夕日を照り返し、美しく煌きらめく。

　どこまでも真まっ直すぐな瞳で、幼おさななじみは僕を見つめた。

「一緒に、学校に行こうよ」

　わざわざ中学校に呼びつけたのは、それを言うためだったのか……。ムカつきを堪こらえるために、奥歯を嚙みしめた。

「ひーちゃんが、いつ戻って来てもいいようにノートも取ってあるよ。私じゃ頼たよりないかもだけど、勉強わかんなかったら教えてあげるよ。友達も先生も、みんなみんな心配してるよ。だから……だからさ……！」

「言いたいことは、それだけ？」

　来夏の言葉を、耳に入れたくなかった。これ以上、幼なじみの声を聞いていたら、気が変になってしまいそうだ。

「学校に行くつもりはない」

「でも……！」

「家に戻もどるつもりも……もうない。きみと会うのもこれで最後だ」

　立ち上がろうとした僕の手を、来夏が摑つかんだ。

「ま、待って！　行かないで！」

　振り払はらおうとしても、必死にすがりついてくる。

「ひーちゃんともう会えないなんて、ヤダよ！」

　泣きそうな声で、懸けん命めいに幼なじみは言いつのった。

「世界がこんな風になっちゃったから、ひーちゃんも苦しんでるんでしょう？　だから、おかしくなっちゃったんでしょう？　だけど、大だい丈じよう夫ぶ！　学校は《普通》だよ！　世界滅亡カーテンコールがはじまる前みたいだねって、みんなも言ってるもん！　普通に学校に通って、みんなと楽しくしてれば、きっとひーちゃんも元に戻れるよ！　なんでもするから……お願いだよ！　一いつ緒しよに学校行こうっ！」

　ずっと堪こらえていたなにかが、

　そのセリフで、弾はじけた。

「……なんでもする、だって？」

「うん。ひーちゃんが、学校に来てくれるなら、なんでもするよ。だから……！」

　どんな感情を堪えていたのか、自分でもわからない。

　でも、それは《怒いかり》に似にていた。

「だったら、」

　僕にしがみついていた来夏の腕うでを捕とらえて、そのままプールサイドに押おし倒たおした。

　麦わら帽ぼう子しが落ちて、水面に浮うかぶ。

「こういうことをしてもいいんだろう？」

「ひーちゃ……っ！」

　来夏は、自由だった左手で僕を押しのけようとした。だが、その手も摑んだ。

　磔はりつけにするみたいに、片手で来夏の両手首を頭の上で押さえつける。

　隠かくし持っていたナイフを出して──シャキっ！

　横たわる来夏の目の前で刃はを飛び出させた。

「…………っ！」

　幼なじみは、恐きよう怖ふに顔を引きつらせた。来夏のこんな表情を見るのは初めてじゃない。幼い頃ころ、イジメっこに追いかけられてるときや、肝きも試だめしをしているときなんかに、来夏はいっつもこんな顔をしていた。

　その頃と、唯ゆい一いつ違うのは、恐怖を与あたえているのが僕自身だということ。

「動くな」

　ナイフの切っ先をワンピースの襟えり元もとに当てる。外げ科か医いが手しゆ術じゆつしてるみたいに淡たん々たんと、来夏の服をウェストの辺りまで切り裂さいた。

「……ぅぅっ……」

　来夏は辛つらそうな呻うめき声を漏もらしたけれど、それを無む視しして、飾かざり気のない下着をはぎ取る。大きな二つの膨ふくらみがこぼれ落ちた。

　長いスカートを腰こしの辺りまでたくし上げながら、来夏にのしかかる。微かすかに、甘あま酸ずっぱいような女の子の匂においを鼻先に感じた。

「気分は、どう？」

　命いのち乞ごいをしてくるゴロツキどもを相手にするのと、同じような気持ちで僕は問う。

　羞しゆう恥ち心しんに頰ほおを赤らめた来夏は唇くちびるを震ふるわせていた。ハダカの胸を上下させている。

　刃を来夏の顔の前でちらつかせてやると、

「……やっ！」

　辛つらそうに身体からだをよじった。

「動くなって言ったろう？　動くと切れるよ」

　彼女の短い三つ編あみに手を掛かける。

「や、やめてっ！」

「こんな風にね……」

　恐怖を煽あおるように、ゆっくりと三つ編みを切り落とした。

　ナイフを傍かたわらに捨すて、指先で来夏の首くび筋すじをなぞった。幼なじみに顔を近づけて、

「ほら、怖いだろう？」

　首筋から肩けん胛こう骨こつへ、そして胸むな元もとへ。さらに指を這はわせていく。

「……んっ」と、来夏は顔をしかめた。

「僕は、こんなことだって平気でできる人間になったんだよ」

　腹ふく部ぶに這わせていた手を、太ももへと移うつす。健康的な脚あしをそっと撫なで上げる。

　柔やわらかい肌はだに鳥肌が立つのがわかった。

「ひーちゃん……」

「違ちがう。もう来夏の知っている《ひーちゃん》じゃない。変わってしまったんだ」

　変わらざるを得なかったんだ。

　今までの僕は──死んだんだ。

「僕が、どんな風に変わったか……」

　ようやく恐怖を感じたのだろうか。

　泣き喚わめくことすらできずに、来夏は呆ぼう然ぜんとしていた。

「……見せてやるよ」

　ひたすらに鳴き続ける蟬の声。六月とは思えない、じっとりと暑い空気。壊こわれかけた校こう舎しや。夕日に照らされた幼なじみの白い肌。薄うす汚よごれたプールサイド。

　なにもかもが狂くるってしまったセカイで、

　絶ぜつ望ぼう的な表情を浮かべる幼なじみを、睨にらみつけた。

　そのとき──

「…………ジャ……ジャー…ン……」

　微かすかな声が聞こえた。

　消え入りそうなほど小さな声で、来夏はなにかを呟つぶやきはじめたんだ。

　恐怖と嫌けん悪お感かんのあまり、気が触ふれてしまったのかと思ったけど、違った。

「……ジャジャジャーン……」

　調子っぱずれだったけれど、ファンファーレを口で奏かなでているんだとわかった。

　これは……幼い頃に僕が憧あこがれていたヒーローが登場する前まえ触ぶれの曲だ。

「ひーちゃんは、ひーちゃんだよ」

「…………」

「なにがあったって、変わんない……。私にとって、ひーちゃんは、ずっとずーっとひーちゃんだよ……」

　横たわったまま、来夏は僕を真まっ直すぐに見つめた──







　女の子がイジメられてた。

　幼よう稚ち園えんの服は、どろんこ。膝ひざからは血が出てる。すごく痛いたそうだ。公園の真ん中でしゃがみ込んだまま、声をあげて泣きじゃくってた。

　男の子の楽しそうな笑い声と、イジワルそうな女の子の歓かん声せい。そして、デッカイ犬の鳴き声に囲まれて、女の子は押しつぶされちゃいそうだった。

　だから、僕は、引っ越こしの荷物に入ってた黒い布ぬのを首に巻まいて、

「ジャジャジャジャーン！　ジャッジャジャーン！」

　正せい義ぎの味方に変身をしたんだ。

「ナイツ・ディメンジョンっ！　とぉーうっ！」

　木の枝えだをメチャクチャに振り回して、大きな犬をボカボカぶん殴なぐって。

「ほらっ！　逃にげるぞ！」

「う、うんっ！」

　僕たちは手をギュッと繫つなぎあって、駆かけ出した。

　イジメっこが見えなくなった頃、ようやく女の子は弱々しい笑え顔がおを見せてくれた。

「あ、あの……助けてくれてありがとう。わたしは、ほうづきらいか。あなたは？」

「僕？　僕は……」

　剣けんをかざして、ポーズを決めた。すごくカッコイイ、キメポーズだ。

「ヒーローナイツだ！　この街の平和を守るぜ！」

「ひーろーないつ？」

「……えっと、テレビ、観みてないの？」

「あんまり……。この間まで入院してたから……。そっか、ひーろーないつさんか……。うん、それじゃ《ひーちゃん》だねっ！」

「あの、ひーちゃんって呼び方は、カッコワルイと思うんだけど……」

「えへへ、ひーちゃんっ！」

　女の子が花が咲さいたみたいな笑顔になって、僕の手を握にぎりしめてきたから、なにも言えなくなってしまった。

「これからもわたしを守ってくれる？」

「うんっ！　もちろんだよっ！」

　僕は胸を張って、女の子の手を引いて歩き出した──




　そのとき、確たしかに僕は、正義の味方だった。

　手にした剣はどんな悪をも断たち切ったし、首に巻いたマントは空を飛ぶことができた。

　握りしめた来夏の小さな手を、絶対に離はなさないぞって思った。涙なみだを流していたならば、僕が拭ぬぐってあげようと思った。

　その頃の僕らには、無む限げんの選せん択たく肢しと、果てしない未来と、夢ゆめに満ちた明日があった。

　だけど、

　だけど、今の僕たちは──







　守るために握りしめていた来夏の手を、

　今、僕は、傷きずつけるためだけに押さえつけている。

「ひーちゃんはね、私が困こまってたら、ばばーんって助けに来てくれるんだ……」

「黙だまれ。僕は正義の味方なんかじゃない」

　生きているだけで、世界を傷つけ続ける──死んだ方がマシな存そん在ざいなんだから。

　だけど、幼おさななじみは首を横に振って、僕を優やさしい瞳ひとみで見つめた。

「なにがあったって、私にとってひーちゃんは《ひーちゃん》だよ……」

「やめろ！　そんな瞳で見るんじゃねえよ！　僕が今からなにをしようとしてるか、わかんないワケじゃないだろう!?　コドモじゃないんだからさ！」

　閉とじている来夏の脚あしに、膝を割わり入れた。

「ほら、怖こわいだろ……!?　僕を憎にくめよ！　嫌きらえよ！」

　憎んでもらうために。

　嫌ってもらうために。

　一番大切に思っていた少女を、

《僕》を形作っていた《日にち常じよう》を、

　壊こわしてしまおうとして──

「怖くなんか、ないよ」

　プールサイドに押しつけられて、固定されている両手を、来夏はそっと動かした。手のひらで包むように、僕の手を握る。

「来、夏……」

「憎んだりしない。嫌いになんて、なれないよ」

　来夏はヒマワリが咲さいたみたいな満面の笑えみを浮うかべた。

「ひーちゃんだもん。平気だよ。私はなにをされたっていい……。だから、お願いだよ」

　笑みを浮かべながら、

　幼なじみは涙を流した。

　次から次へと、涙がこぼれてくる。

「ひーちゃんになにがあったのか、私にはわかんない……。だけど……」

　それでも懸けん命めいに、

　来夏は笑顔を浮かべ続けた。




「自分のことを、そんなに嫌いにならないで」




　幼なじみの涙を拭ってやることもできなかった。今の僕には彼女を傷つけることしかできない。いや、傷つけることもできない。

　来夏の笑顔が辛つらかった。ただひたすらに、胸むねが痛かった。ズタズタになったココロから、止めどなく血が流れてくる。

　自分の醜みにくさに耐たえきれなくなって、来夏を置いて、その場から逃にげ出した。

　そのとき僕の胸に渦うず巻まいていた感情は、たった一つだけ。







　誰だれか、僕を、殺してよ──

















４月21日（火）

　偽りは、憂鬱なデバッグ















　桜さくらが綺き麗れいなのは、散ってしまうから。

　花火が綺麗なのは、輝かがやきが一いつ瞬しゆんだけだから。

　落ち葉が綺麗なのは、死に行く姿すがただから。

　雪が綺麗なのは、溶とけて消えてしまうから。




　つまり、僕ぼくたちの《日にち常じよう》が痛いたいくらいに輝いて見えるのは──

　いつか壊こわれてしまうのが、わかっているからなんだ。
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　他国から《武ぶ将しよう》を自じ陣じんに引き抜ぬくとする。

　その武将を手て駒ごまとして、思おも惑わく通りに使えるようにするためには、国の内外に存そん在ざいする憂うれいを取り去る必要があるだろう。

　外側の憂い──それは、特に元々仕つかえていた君主との関係性に起き因いんするものだ。君主への忠ちゆう誠せい心しんが高ければ、再さい度ど寝ね返がえられたりする。離り間かんの計けい略りやくを行う必要があるだろう。

　それと同時に内側では、その武将と自分との間に、できるだけ早い段だん階かいで信しん頼らい関係を築きずかなくてはならない。そのために名馬や刀とう剣けんを贈おくったりして、友好度や忠誠度を上げなくちゃいけないわけだ。

　って、これはもちろん、ゲームの話なんだけど。

《三さん国ごく志し》とか《信のぶ長なが》とか、そういうタイプの。僕は結けつ構こうそういうシミュレーションゲームが好きだったりするんだ。

　ちなみに、来らい夏かはシミュレーションが大だい嫌きらい。ちまちました数字を見ていると、イライラするらしい。彼女の好みは格かくゲー。乱らん暴ぼうな来夏にお似に合あいだね。「ひーちゃん、勝負しよう！　今日こそ負けないんだからねー！」とか喚わめきながら、窓まどを乗り越こえて僕の部屋に乗り込こんでくることがよくあった。でも、いつも返り討うちにあって、最後には「悔くやしいー！」なんて叫さけびつつ、僕に物理的攻こう撃げきを仕し掛かけてくることになるんだけどさ。

　閑かん話わ休きゆう題だい。

　ゲームで《武将》を引き入れる際さいの注意点は、僕とサクヤとの関係にも当てはまるんじゃないかと思っている。彼女を手駒として使えるようにするためには、《外側》と《内側》に対して策を施ほどこす必要があるということだね──って、こじつけが過すぎるかな？

　人間関係をゲームにたとえるなんて不ふ謹きん慎しんだと考える人もいるかもしれない。

　だけど、ぶっちゃけた話、僕にとって、現げん実じつの友達付き合いもゲームと大差がない。無数の選せん択たく肢しの中から最善のものを選んで、友好度のパラメータを上げる。そうすることで、自分の望む関係性ポジシヨンを獲かく得とくしていく──現実なんて、そういうタイプのゲームだろ？

　ゲームと現実の違ちがうところは、セーブやロード、リセットができないってところかな。

　まあ、もっとも、人の一生がゲームだとしたら、そもそもゲーム機の電でん源げんを入れようだなんて思わないだろう。

《椎し堂どう密ひそか》って人生ゲームは、たぶん、クソゲーだからね。
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　僕を取り巻まくセカイの《外側》の憂い。

　それを取り除のぞくために向かったのは、情じよう報ほう処しよ理り室しつだった。

　昼休み、サッカーに興きようじているクラスメイトの歓かん声せいも、校こう舎しやの端はしにあるココへは届とどいてこない。暗あん幕まくがかけられた室内には、ＰＣが発する冷れい却きやくファンとＨＤハードデイスクの音だけが響ひびいている。明かりは点つけられておらず、無数のモニターが放つわずかな光だけが、辺りをボンヤリと照らしている。

　そんな情報処理室の一番奥おく。前ぜん衛えい芸術家のオブジェみたいに積み上げられたモニターとＰＣの隙すき間ま。パーティションで区切られ、ビニールでコーティングされた奇き妙みような場所で、

「つまり、ＡＲＩＣＥは壊かい滅めつしているってこと？」

「ほぼ壊滅ですね。指し揮き系けい統とうが存在していないようです」

　僕ぼくはにゃみちゃんと会話をしていた。

　中央に据すえられた大きな椅い子すに僕は寝ねそべるように腰かけており、にゃみちゃんは僕の膝ひざの上に跨またがっている。ハタから見たら、かなり危あぶない格好ポーズかもしれないね。センセイに見つかったら、それだけで停学にでもなっちゃいそうだ。まあ、この情報処理室は使われていないことになっていて、教きよう師しがやって来ることはほとんどないから心配いらないんだけどさ。

「指揮系統が存在しないってことは……組そ織しきとしての体てい裁さいは止とどめてないな」

　僕の質しつ問もんに、にゃみちゃんは頷うなずく。

「はい。ＡＲＩＣＥに関する情報は、各国でトップシークレットに属ぞくしているものが多いですので推すい測そくを含ふくみますが、恐おそらくは」

「にゃみちゃんでも調べられないぐらい、厳きびしいアクセス制せい限げんがかかってるの？」

「どんなプロテクトだろうと突とつ破ぱは可か能のうです。ただ、オンラインに無い情報は、わたしには調べられませんから」

「へえ……《天才ハッカー少女♡にゃみちゃん》にも、弱点があったんだね」

　ショートカットで華きや奢しやな身体からだつきの可愛かわいらしい女の子であるにゃみちゃん──縁えん遠どお丹に闇やみは、桜さくらヶが丘おか高校の二年生だ。《転校生トランスフアー》の一人で、高たか天まが原はらＡはじめっていう迷めい惑わくなセンパイがつけた二つ名は《世界樹アンダーワールド》。

　彼女は、いわゆる《ハッカー》というヤツだったりする。類たぐい希まれな能のう力りよくを用いて、ただ知ち識しき欲よくを満たすためだけに、至いたる所のコンピュータに侵しん入にゆうしまくっている。そんなにゃみちゃんの能力に目を付けた僕は、彼女に調べ物をしてもらうことが多かった。

　で、今日はＡＲＩＣＥについての情報を調ちよう査さしてもらったんだ。

　Angelic-Ruins Intercept CommittEe──終末委員会ＡＲＩＣＥ。サクヤが属している、《世界滅亡カーテンコール》に対たい抗こうするための組織だ。せっかく手に入れたサクヤって手駒が、ＡＲＩＣＥからの妙な横やりで使いづらくなっちゃ困る。だから、動向を知っておきたかったんだ。

　僕のセリフに、にゃみちゃんは唇くちびるを尖とがらせて、

「アニメのタイトルみたいな呼び方はやめてください。それに……買いかぶっておいでのようですが、わたしはどちらかというと、弱点の方が多いですよ」

「ふうん。それじゃ、にゃみちゃんの一番の弱点はなに？」

「人の弱点を聞いてどうしようっていうんですか。いくらセンパイでも、パスワードを教えるわけにはいきません」

　そんな風に応こたえながら、にゃみちゃんは僕の制せい服ふくの首輪を手て慣なれた手付きで外した。続いてボタンに手をかける。

「パスワードか。うん。その比ひ喩ゆはなんだか色っぽいね。是ぜが非ひでも聞き出して、不正アクセスしたくなっちゃう感じだよ」

「センパイのたとえは、いわゆる、おやぢっぽい感じかと思います」

「……話の腰を折っちゃったみたいだね。続けて」

「はい。最さい盛せい時じで七〇名ほどいた兵員は二〇名弱しか残っていないようです」

「全世界で？」

「そうです。この地球上で」

「指揮系統がないってことは……残されたＡＲＩＣＥの二〇人弱は独どく自じの判はん断だんで動いてるってことなのかな？」

「基き本ほん的には、そのようですね」

「基本的に、というと、例外があるってことか」

「米軍に何人か捕とらえられているみたいです。研究所に収しゆう容ようされたという資し料りようが残っていました。ただ、二か月前のデータですから、今もその施し設せつにいるかどうかはわかりません」

　通つうじ常よう兵器ではなかなか殺すことができない天使を、ＡＲＩＣＥの対天使兵器ルシフエリオンは屠ほふることができる。当然、天使に苦戦していた各国軍隊は、ＡＲＩＣＥに技ぎ術じゆつ提てい供きようを迫せまった。ところが、ＡＲＩＣＥはそれを拒きよ否ひしたんだ。

　そのためＡＲＩＣＥと各国軍隊の間で、いざこざが起こって──それ以来微び妙みような関係にあると聞いたことがある。あくまで噂うわさなので、信しん憑ぴよう性せいについては保ほ証しようできないけどね。

「それから、ＡＲＩＣＥの幹かん部ぶ級の人間が一人だけ生き残っているようです。その人物が指し示じを出している可か能のう性せいもありますね」

「ふむ」

　出現した天使を倒たおしたところで、根本的な解かい決けつにはならない。《世界滅亡カーテンコール》を終結させるためには、僕を殺すしかないんだ。全勢せい力りよくをあげて僕を狙ねらうべきだと言える。

　だが、サクヤ以外の刺し客かくがやってこないということは……にゃみちゃんが言うとおりＡＲＩＣＥは機き能のうしていないのだろう。

　ただ、全てがサクヤの独どく断だんかと考えると、それも違ちがうような気がする。

　サクヤは僕を殺すためにウチの学校へやってきた。だけど、戦せん闘とう以外にはなにも知らない──恋れん愛あいに疎うとい彼女に《転校してくる》という判はん断だんが下せただろうか？

　ひょっとしたら、背はい後ごに転校を勧すすめた人物がいるのかもしれない。

　にゃみちゃんに聞いてみると、

「《有あり栖す川がわ咲さく夜や》は、半年ほど前に入国しています。その際さい、同時に二名ほどが日本に来ているようです」

　ボタンを外し終えたにゃみちゃんは、僕が着ているＴシャツをたくし上げながら、

「ひぃセンパイ。バンザイしてください」

　言われるままに手をあげると、シャツを脱ぬがされてしまった。上半身ハダカになってしまう僕。うーん、いよいよ申し開きのできない状じよう態たいになっちゃったな。

「一いつ緒しよに来た二人のうちどちらかが、サクヤに指示を与あたえていた可か能のう性せいがある、と？」

「そこまではわかりません。調べてみましたが、消息は摑つかめませんでした」

「そっか……」

　ＡＲＩＣＥが組そ織しきだって横やりを入れてくる可能性は低そうだ。しかし、サクヤと一緒にやって来たという人物には注意をした方がいいかもしれない。

「以上で、頼たのまれていたＡＲＩＣＥの内ない情じように関する報ほう告こくは終わりです。いつも通り、詳くわしい内容をプリントアウトしてあります。それを確かく認にんしてください」

「うん。ありがとう」

　お礼を言った僕は、しばらく考えて、

「追加で一つお願いがあるんだけど、いいかな？」

「どんな命令ですか？」

「いちいち《命令》って言い直す必要はないと思うけどね」

「どうせわたしは、ひぃセンパイのドレイです。《血》っていう弱みを握にぎられて、ムリヤリに従したがわされてるんですからね。語句は正しく使うべきだと思います」

「その言い方は人聞きが悪いなあ……」

「聞く人が聞けば『かわいそうな少女をドレイにするなんて、ひぃセンパイはやっぱりワルワルだなあ。鬼き畜ちくだなあ』って感想を抱いだくと思いますよ？」

「……ま、いいや。お願いっていうのは、ちょっとした情報を流してもらいたいんだ」

「どんな情報ですか？」

「ＡＲＩＣＥの対天使兵器ルシフエリオン、有栖川咲夜は死んだ──っていう情報を」

「……死んだ？」

「そう。《天使と交こう戦せんして、行方ゆくえ不明になった》でもいいけどね。ＡＲＩＣＥの残ざん党とうや、各国の軍隊にサクヤの存そん在ざいを知られたくないんだよ。ちょっかいをかけられたくない」

「なるほど」

「もちろん、目立ちすぎないように……さりげなく、なにげなく、ね」

「その辺のさじ加か減げんは心得ています。しかしながら……」

　僕の胸むねにある十字形の傷きず痕あと辺りに手をついて、にゃみちゃんは顔を覗のぞき込こんできた。

　虹こう彩さいが縦たてにすぼまっている左の瞳ひとみが、モニターの照らし出す淡あわい光を反はん射しやしてキラリ☆と輝かがやく。眼がん球きゆうの奥おくに腫しゆ瘍ようがあるらしくて、にゃみちゃんは左目だけが《猫めこ目め》になってしまっているんだ。

「ＡＲＩＣＥに関する情報は、どこの組織でも極ごく秘ひ扱あつかいになっています。それらを改かい竄ざんするのはもちろん、自然な形で情報を流すことすら難むずかしいです。高く付きますよ？」

「構かまわない。僕たちはギブ＆テイクの関係なんだからね。好きなだけ血を吸すってくれ」

　にゃみちゃんには《ハッカー》以外にもう一つの顔がある。

　それは《吸きゆう血けつ鬼き》。

《嗜し血けつ症しよう》という病気に罹かかっているために、血が飲みたくて仕方がないそうなんだ。

　そこで、僕はにゃみちゃんと《契けい約やく》をした。にゃみちゃんのハッキング能力を利用させてもらう代わりに、僕の血を分け与あたえるという契約をね。

　しかし、にゃみちゃんは驚おどろくようなことを言った。

「血はいりません。今日の分もいらないです」

「どうしたんだよ？　ここ何日か来てなかったから、その間ずっと血を吸ってなかったんだろ。渇かわいてるんじゃないの？」

「はい。その通りです。わたしは血けつ液えき以外の食べ物はほとんど受け付けないですし、食べても美味おいしさを感じないですから」

　にゃみちゃんは、僕以外の人間の血を吸わない。前の学校にいた時、親友のリスカっ娘こから血をわけてもらっていたらしいんだけど……エスカレートしすぎて殺してしまったそうなんだ。彼女なりにショックだったらしく、他人の血を吸うのをやめたらしい──僕に出で逢あうまでは。

「今、わたし、すっごく血を吸いたいです。ひぃセンパイの胸むねにいっぱい傷を付けて、ペロペロ舐なめたいです」

　片猫目ヘテロクロミアで僕を睨にらみ付けて、

「でも、もうじきお昼休みが終わってしまいます。わたしが思う存ぞん分ぶん血を吸ったら、センパイがお昼ご飯を食べ損そこねてしまうでしょう。お身体からだに障さわりますよ」

「ふうん。これまた珍めずらしいね。にゃみちゃんが、そんなイヤミを言うなんて。昼飯を抜いたところで平気だって、きみは知ってるはずだろ」

「知らなかったんですか？　わたしはイヤミが大好きな女の子なんです。名前も丹闇ですから。にーやーみー。イーヤーミー。ほら、そっくりです。《名は体を表す》といいます。こんなイヤな女の子はほっといて、楽しいお昼休みを謳おう歌かしてください」

「……ひょっとして、スネてるのかな？」

「スネてなんかないですっ」

　にゃみちゃんはぷくっと頰ほおを膨ふくらませていたけれど、観かん念ねんしたように息を吐ついた。

　軽く首を巡めぐらせて薄うす暗ぐらい情じよう報ほう処しよ理り室しつを見み渡わたす。柔やわらかな髪かみがふわりと揺ゆれた。

「……この部屋に籠こもっているわたしの耳にも、有栖川咲夜──有栖川センパイが転校早々『好きだ！』って言い放った噂うわさは届とどいています」

《有栖川咲夜・転校の挨あい拶さつ》は、瞬またたく間に学校中を駆かけめぐり、教室に見物人まで来る始し末まつだった。野火のように伝でん播ぱしていった噂は、ついには情報処理室にいるにゃみちゃんの耳にも入ったのだろう。

「しかも、有栖川センパイとひぃセンパイは《恋れん愛あいする》って話じゃないですか」

「へえ、そこまで知ってるんだ」

「調べたんです」

「オンラインにそんな情報があったの？」

「学校内オフラインで知ったんですよ」にゃみちゃんは少しだけ言葉を詰つまらせた後で、

「わ、わたしは友達と呼よべる存在がほとんどいないです。調べるのはとても大変でした。これだからオフラインは嫌きらいです」

「頑がん張ばったんだね。えらいよ。その調子で友達一〇〇人できたらいいね」

「私はもう二年生です。というか、茶ちや化かさないでください」

　ぽかぽかっ──にゃみちゃんは怒おこったように僕の胸を叩たたいた。

「有栖川センパイはＡＲＩＣＥの対天使兵器ルシフエリオンです。ひぃセンパイが待ち望んでいた《力》を持ってます」

　サクヤについて詳くわしく話したわけではないけれど、にゃみちゃんは断だん定てい口調だった。ＡＲＩＣＥについて調べてもらった時、ある程てい度どサクヤについても知ったんだろう。

「センパイは、有栖川センパイと《契約》したんですね。《力》を借りる代わりに恋愛をするという内容の」

「……ま、そんなとこだね。きみに《血》を与えるって契約をしてるのと同じだよ」

　にゃみちゃんには、僕が不死身であることは教えてある。だけど僕が《世界滅亡カーテンコール》に関かかわっていることや、相思相愛の相手だけが殺せるという内容は伏ふせていた。

「ひぃセンパイ。これからはわたしのこと一方的に利用してください。利用するだけ利用して、見返りは与えないようにしてください」

「不思議なお願いをするね。……なにかのプレイ？」

「違ちがいますっ。有栖川センパイにも見返りを与えないでって言ってるんです」

「恋愛をするな、ってこと？」

「そうです。わたし、言いましたよね？　ひぃセンパイの望む《力》を持つ人が現あらわれるのが不安だって。わたしには天使なんて殺せませんから……。それだけでも敵かなわないのに、見返りに恋愛をするなんて……そんなのゼッタイに許ゆるせないことです」

「きみに許しを請こうた覚えはないよ」

「そんなことわかってます。でも、許せないものは許せないんです」

　命いのち乞ごいをするような表情で、僕ぼくを見つめた。

「わたしは見返りなんかなくても、なんでも言うことを聞きます。どんなことだってします。だから、お願いです。有栖川センパイも、利用するだけにしてください。それと……今日は、ひぃセンパイと《そーゆーコト》もしません。有栖川センパイと《そんな風》になってしまったら困こまりますから」

「それじゃ、聞くけど……」

　肩かたを竦すくめながら、ハダカの上半身を見下ろす。

「どうして僕は制せい服ふくを脱ぬがされたのかな？」

　今の僕の状じよう態たいは、にゃみちゃんに血を吸すわれるときのお決まりの格かつ好こうだったりするんだ。

「それはですね……」

　にゃみちゃんは自分の首輪を外した。制服のボタンも二つほど外し、胸むな元もとを開く。

　おもむろに僕の胸にしなだれかかってきたかと思うと──ぐりぐりぐりっ。

　首くび筋すじの辺りに頰ずりをしてきた。鼻先を押しつけたり、ついばむようにキスをしたり。

「うにゅにゅにゅー」

　変な声を出しながら、じゃれつくみたいにしばらく首を振ふっていた。

「はい、おしまいです」

　にゃみちゃんはパッと顔をあげる。満足げな表情をしているけど……心なしか頰が赤くなっているような気がするね。

「うふふ。ひぃセンパイはとってもいい匂においがしますね」

「そりゃどうも。っていうか、にゃみちゃん。今のはなんのマネかな？」

「……においつけです」

　恥はずかしそうに視し線せんを逸そらしながら、にゃみちゃんは言い切る。

「これでもう、センパイはわたしのナワバリなのです。ドロボーネコも近づけません」

　えーっと……なにを考えてんだろうね、この猫ねこ娘むすめは。

　ポリポリ。人差し指で頰ほおを搔かいて、

「意味がよくわからないけど……照れるぐらいなら、やらなきゃいいと思う」

「うっ、うるさいです。ひぃセンパイには、わたしの気持ちなんてわからないんですっ。それでは、本日はお引き取りください」

　ふむ──僕は一つ頷うなずいて、

　自分の右手の人差し指の先を嚙かみ切った。血が噴ふき出し、口中に血の味が広がる。

　血の滴したたる指先を、にゃみちゃんに突つきだして、尋たずねる。

「本当に……いいんだね？」

「う……あぅ……。け……結けつ構こうですっ」

　擦かすれたような声でそう言ったけれど、にゃみちゃんの視線は指先の傷きずから離はなせないようだ。猫目の細長い虹こう彩さいをキュッとすぼめて、コクンと喉のどを鳴らす。

　微かすかな音をたてて赤い雫しずくが僕の胸に落ちた。

　物音に驚く猫みたいに肩かたを震わせて、にゃみちゃんは滴る血けつ痕こんを見つめる。

「早くしないと、傷が治っちゃうよ？」

　少しだけ身体からだを起こし、光の粒つぶが噴き出す指先をにゃみちゃんの前で揺ゆらしてみせた。

　ゆらりゆら～り──指の動きに合わせて猫目を動かしながら「あぅ…あぁ……」と呻うめいていたけれど……

　耐たえきれなくなったように、僕の右手に飛びついた。

　たい焼きを頰ほお張ばる子どもみたいに両手で僕の手のひらを抱かかえて、人差し指を口に含ふくむ。

　指先に吸い付き、傷口に舌したを這はわせ、唇くちびるで指をしごくようにして、にゃみちゃんは懸けん命めいに血を啜すすった。僕の指をくわえた口元から、「ん…はぅ……」と熱い吐と息いきが漏もれる。

　指先に感じる柔やわらかな感かん触しよく。鋭するどい痛いたみと微かな快かい感かんに、背筋がゾクッとした。

「おいしぃ……」

　ほどなく、指先の傷は塞ふさがった。しかし、にゃみちゃんは名残なごり惜おしそうに僕の指を舐めしゃぶっている。

　耐えきれなくなったように、指先に犬けん歯しを突き立てて新たな傷口を作ろうとしたところで──指を引き抜いた。

「あぅ……っ」

「それじゃ、教室に戻ろうかな」

　にゃみちゃんは慌あわてたように口走った。

「やっ……もっとっ……！」

　笑顔を浮かべる僕。自分で言うのもなんだけど、相当意地の悪い顔をしていただろうね。

「もっと、なにかな？」

「……うぅ。イジワルぅ……」

　制服の胸に手を当て、大きく肩を上下させながら、彼女は僕を見つめていた。表情はマタタビを嗅かいだ猫みたいにトロンとしている。

「ごめんなさい、は？」

「ご………………ごめんなさい」

「それだけ？」

「もっと……ください……」

「どうぞ」

　僕の許ゆるしを得て、にゃみちゃんはポケットから大型のカッターナイフを取り出した。キチキチキチっと刃はをスライドさせる。

「うう……。なんだかイケナイお薬で手て込ごめにされている気分です。パスワードを知られちゃった気分ですー」

「ごめんね。でも、意味不明な理由で、血を吸すうのをガマンされるのはイヤだからさ」

　一いつ般ぱん人じんにとって、それは断だん食じきに等しい行こう為いだ。苦しみは少ないに越こしたことはない。

「意味不明、ですか……。わたしなりにわかりやすさを追求したつもりでしたが……」

　にゃみちゃんは僕の胸にカッターを滑すべらせた。鋭い痛みと共に、血が滲にじみ出す。

「ひぃセンパイはイジワルでワルワルで鬼き畜ちくで……そのうえ鈍どん感かんです。鈍感すぎます。犯はん罪ざい級の鈍感っぷりです」

「ワルワルなのは自覚があるけど……鈍感っていうのはどうかな？　どちらかというと僕は敏びん感かんな方だと──つッ！」

　言葉を封ふうじるように、にゃみちゃんはカッターを突き立てた。胸に、もう一筋大きな傷を作る。温かい血液が胸を伝っていく。

「ひぃセンパイ。お願いですから、有栖川センパイのこと、利用するだけにしてください。本当に好きになったりしないでくださいね？」

「大だい丈じよう夫ぶだよ。サクヤと恋こいに落ちる可か能のう性せいなんてない。適てき当とうに恋れん愛あいの真似まね事ごとをするかもしれないけどね。基き本ほん的に、にゃみちゃん相手にしていることと大差ないよ」

　サクヤは僕にとって手て駒ごまに過すぎない。街を守るために《力》を利用しているだけだ。

　好きになるなんて、あり得ない。

「そう、ですか……。それを聞いて安心しました」

　にゃみちゃんは頷いたけれど、なぜだか切なげな笑みを浮かべていた。小さくため息いきを吐くと、ぴちゃぴちゃと音を立てて血を舐めはじめる。

　と、赤く染そまった口元を拭ぬぐいながら、

「あのですね、ひぃセンパイ。予定外に血を吸うことになってしまいましたので、前言を撤てつ回かいしたいと思います」

「前言って、どのセリフかな？」

　しばらく考えた後で、にゃみちゃんは僕の耳元で囁ささやいた。

「…………不正アクセス、してください」

　うわ。
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　桜ヶ丘高校において《転てん校こう生せい》というのは、少しばかり特別な意味合いを持っている。

　昨年の秋のことだ。一年生（現在の二年生）の大部分が林間学校の最中に回かい収しゆうされてしまうという事じ件けんが起こった。おかげで一年生は、一クラスに満たないほどの人数になってしまったんだ。

　学校側は生徒を補ほ充じゆうするために、全国から《普ふ通つうの学校に通えなくなった生徒》を集めた。すなわち、にゃみちゃんのような、女の子たちを。

《転校生トランスフアー》たちには、特とく殊しゆな人間が多かったから《力》を欲ほつしていた僕にとっては好都合なんだけど、一いつ般ぱんの生徒にしてみれば不気味以外の何物でもなかっただろう。当然だよね。以前通っていた学校で《吸きゆう血けつ鬼き》だの《殺人症しよう候こう群ぐん》だの《不死身少女》だのって呼よばれて退たい学がくさせられた生徒たちが、こぞって我わが校にやってきたんだ。

　幸いというかなんというか、《転校生トランスフアー》たちは学校側との取り決めを守って大人しくしている。しかし、一般の生徒たちの間では《転校生トランスフアー》の話題はタブー視しされていた。

　そんな事じ情じようもあって。

　クラスメイトのサクヤに対する警けい戒かい心しんは、転校生という属ぞく性せいだけで底上げ状じよう態たいだったんだ。そこへ追い打ちを掛けるように猿さ渡わたりに対する《暴ぼう力りよく事件》。

　僕の作ったウソ設せつ定ていと、サクヤ自身の歩み寄よりによって、友人たちは多少はうち解とけてくれたけれど……クラスにはまだまだサクヤへの不信感を持っているヤツも多かった。

　サクヤにさっさと《日にち常じよう》に順じゆん応のうして欲しい僕は、クラスメイトとうち解けてもらうために一計を案じたんだ。……っていうと、大おお袈げ裟さな感じだけど、なんのことはない。「サクヤの歓かん迎げい会も兼かねて遊びに行こう」って提てい案あんしただけなんだけどね。

　国こく際さい的テロ組そ織しき《殉じゆん教きよう天てん使し団だん》が大規き模ぼな自じ爆ばくテロを企たくらんでいるとか、横よこ浜はまから《住人レベリオン》が出てきて街の近くをうろついているだとか、天使の大襲しゆう来らいが来そうだとか──いつもながらの危き険けん情報が流れていて、尻しり込ごみするクラスメイトもいた。でも、ほとんどのヤツは一も二もなくＯＫしてくれた。壊こわれかけたセカイに住む僕たちは、いつだって《はしゃぐ理由》を求めているからさ。

「有栖川さん、これでみんなと仲良くなれるかな？」って、来夏も嬉うれしそうにしていた。

　それがまさか、あんなことになるなんて思ってもみなかったんだ──







「ちょっと、有栖川さん！　待ちなさいよ！」

　放課後。風かぜ原はら市し。ファミレスの店先。

　壊れかけた市街に、雪ゆき村むら珊さん瑚ごの怒ど鳴なり声が響ひびき渡わたった。

　駅に向かって歩道を歩いていたサクヤが、冷たい表情で振ふり返る。

「……なに？」

「さっきからさあ、なんなわけ？　あんたの態たい度ど！」

　腰こしに手を当てて珊瑚はサクヤを睨にらみつけた。

「ちょっと、ゆっきー！　やめなよ！」

「そうだぜ、せっかく盛もり上がってたんだからさ！　水差すなよ！」

　たしなめた来夏と猿さ渡わたりに、珊瑚は怒鳴り返す。

「来夏っちは、黙だまってて！　それにサワっち、ウソつくのはやめてよね！」

「別に俺おれは、ウソなんてついてないぞ。なかなか味のある歓迎会だったと思うぜ」

「どこがよ!?　ぜんぜん盛り上がってなかったでしょうが！　有栖川さんのせいでさ！　ホント時間の無む駄だだったわ！」

　なんとかフォローしようと猿渡は言葉を探さがしていた。だが、結局は肩かたを竦すくめて黙だまり込んでしまう。一いつ緒しよに遊びに出たクラスメイトもファミレスから出てきて、二人のようすを見守っていたけれど、彼らも異い論ろんを唱えようとしなかった。

　珊瑚が怒おこるのも無理ないだろう。今日の歓迎会は本当に散さん々ざんだったんだ。

　最初にカラオケに行ったんだけど、サクヤは仮か面めんのような無む表ひよう情じようで座すわり、微び動どうだにしなかった。主しゆ賓ひんがそんな調子じゃ、盛り上がるわけがないよね。

　気を遣つかった猿渡に勧すすめられて、一曲だけサクヤもカラオケを唄うたった。

　曲名は《光よ　天の御み国くによ　十じゆう字じ架かよ》。

　へえ。賛さん美び歌かもカラオケに入ってるんだなあ……って、驚いてる場合じゃなくて。

　サクヤは透とう明めい感かんのある綺き麗れいな声をしてて、今すぐにでも聖せい歌か隊たいに入れそうなくらい上手だったんだけど……賛美歌なんか唄われてもハッキリ言ってリアクションに困こまってしまう。軽快なポップスの後に、荘そう厳ごんなオルガンの曲が流れ出し、タンバリンやマラカス片かた手てに来夏たちは固まっていた。

　聖歌を清らかに唄い上げたサクヤは、立ちつくすクラスメイトを見て、ふん、と鼻を鳴らした。それきり唇くちびるを真一文字に結んで黙り込んでしまう。

　その後、親しん睦ぼくを深めようってことでファミレスにダベりに行ったんだけど、サクヤの態度は変わらなかった。テーブルの端はしの《お誕たん生じよう日び席せき》にピンと背せ筋すじを伸のばして座って、闘とう気きとでも呼びたくなるようなオーラを漂ただよわせるばかり。一言も喋しやべろうとしなかったんだ。

　ほら、友達と遊びに行って、メンバーの一人がキレたり、泣いたりしたら、途と端たんに気まずくなっちゃうことってあると思う。そんな空気を思い浮うかべてもらえば、クラスメイトたちが感じていた息苦しさを理り解かいしてもらえるだろう。

『恋れん愛あいの相手は密である必要はないはずだ！　歓迎会を機会にサクヤちゃんと仲良くなってみせる！』意気込んで鼻息を荒あらくしてたクラスの野や郎ろうどもは、すっかり意い気き消しよう沈ちん。帰りたそうな顔で窓まどの向こうの壊れかけた街まち並なみに視し線せんを這はわせていたほどだ。

　お通つ夜やみたいな歓迎会が一時間ほど続いた頃ころ──サクヤはため息いきを吐ついて立ち上がった。

「私は帰る。後は、あなたたちで楽しんで」

　ファミレスを出ていこうとして……珊瑚がついにキレてしまったんだ。

「こんなこと言ったら、ウザいってわかってる。でも、言わせてもらうよ。有栖川さん、あんたの態度、最悪だよ！」

　マイハリセンを持ち歩くツッコミ系けい女である珊瑚は、クラスでは女子のリーダーみたいな存そん在ざいだった。だから、憎にくまれ役になるのを承しよう知ちで、サクヤに注意したかったのだろう。

「今日は、あんたの歓迎会なんだよ？　それなのに、ずっとムスっとしちゃってさ！　ちっとも話そうとしないし、みんなを睨にらんでるし！　……別にムリして楽しめとは言わないよ。でも、文もん句くがあるなら言えばいいじゃん！　つまらなかったら、つまらないって！　イヤだったらイヤだってさ！」

　対天使兵器ルシフエリオンは小さく息を吐はきながら答える。

「そんなことは、ない」

「だったら、なんでそんな態度なわけ？　ケンカ売ってるようにしか思えないのよ！」

　イライラしたように、珊瑚は前まえ髪がみをかき上げた。ポニーテールの髪が彼女の苛いら立だちを示しめしているように不ふ機き嫌げんに揺ゆれる。

「あわわわわ……ダメですよぅ」

　珊瑚の制せい服ふくの裾すそを握にぎりしめて小動物──じゃなかった、全体的に小作りでリスっぽい印象のあるクラス委員長いいんちよの栗くり木き坂さか有ゆう香かが、震ふるえながら珊瑚を止めようとした。しかし、怒りは収おさまらない。

「……家の事情で厳きびしく育てられたってのは、密っちから聞いて了りよう解かいした。それは気きの毒どくだと思う。だから……サワっちぶっ飛ばしたりしたのはどうかと思うけど……できることなら、仲良くしてあげたいよ。一緒のクラスになるんだし」

　眉まゆを顰ひそめて、サクヤは珊瑚を見つめている。なにも言い返そうとしない。

　そんなようすが余よ計けいに神しん経けいを逆さか撫なでするのか、珊瑚は摑つかみかからんばかりに詰つめ寄よった。

「でもね、そんな態度の人と仲良くしたくないのよ！」

「…………」

「クラスにギスギスした雰ふん囲い気きを持ち込みたくないの！　私たちは私たちで、結けつ構こう必死なのよ！　世界はボロボロだけど、必死で《楽しく》やってんのよ！」

　吐き捨すてるような口調で、珊瑚は言い放った。

「私たちの邪じや魔ましないで！」

　黙ったまま、クラスメイトたちは珊瑚の言葉を聞いていた。きっとみんな、同じ気持ちだったんだろう。

《世界滅亡カーテンコール》が始まって以来、僕ぼくたちの生活は悲しみの方が多くなってしまった。

　昨日まで一緒に笑っていたクラスメイトが、明日には《回かい収しゆう》されていなくなってしまうかもしれない──そんな恐きよう怖ふをいつだって抱かかえてる。それでも懸けん命めいに笑いながら、僕たちは生きている。『また明日ね』って何気ない《挨あい拶さつ》を、真しん摯しな《願い》として口にするような壊れやすい日々を、必死に生きているんだ。

　だからこそ、かけがえのない《日にち常じよう》を破は壊かいしそうな異分子サクヤを許ゆるし難がたいのだろう。

「ねえ、なんとか言いなさいよ！　黙ってないでさ！」

　珊瑚はサクヤの肩かたを突ついた。サクヤはキッと睨み返す。

　緊きん迫ぱくした空気が辺りに漂ただよう。通りがかりの人や信号待ちのドライバーが、何事かとチラチラこちらを窺うかがっていた。

「もうやめてください……！」

　耐えきれなくなったみたいに、叫び声が聞こえた。

「みなさん仲良く……えぐっ……してくださ……うぅ……」

　涙なみだ目めだったいいんちょが、ついに泣き出してしまう。彼女はオドオドしているけれど、委員長としてクラスをまとめようと心がけている。だから、緊迫してしまった雰囲気も自分のせいだと思い詰めてしまったのかもしれない。

「…………」

　それでも、サクヤはなにも喋しやべらなかった。変化と言えば、唇くちびるをギュッと結んで、心なしかうつむいただけ。

「泣かないでよ……」

「いいんちょは、悪くないってば」

　女の子たちが慰なぐさめの言葉をかけながら、サクヤを見やる。その視し線せんは、非ひ難なんがましいものだった。

（どどどど、どうしよっ、ひーちゃんっ！）

　来夏は慌あわてたように僕の袖そでを引っ張ぱった。慌てる気持ちが僕にもわかる。

　これは《決定打》だろう。完全に善と悪の構こう図ずが決まってしまった。

　女の子たちは《敵てき》か《味方》かで友達付き合いを考えている側そく面めんがあるらしい。《敵》の《味方》は《敵》だ。敵認にん定ていされてしまったサクヤと仲良くすれば、すなわち自分も敵になってしまう。おいそれとは仲良くしようとは考えなくなるだろう。このままではサクヤはクラスで孤こ立りつしてしまうに違ちがいない。

　本来ならば、ここで助け船を出してやるべきかもしれないね。歓かん迎げい会かいを開こうなんて提てい案あんしたのは他ほかでもない、この僕なんだから。

　だけど、ただ黙って見ていた。

（なに黙ってるのー!?　なんとかしなきゃ！）

　来夏が誰だれにも聞こえないくらいの小声で囁ささやいてくる。

　僕は肩かたを竦すくめてみせた。

（なんとか、って……なんともならないだろ？）

（えーっ!?　無む責せき任にんなーっ！）

（その通り。僕に責任は無い。サクヤには『クラスに馴な染じむために、みんなといろいろ話をしたらいいよ』って教えてある。そのためのお膳ぜん立だてもしてあげた。ここから先は、彼女自身の問題だと思うよ）

（そんなっ！　ひーちゃん、冷たすぎだよっ！）

　冷たい、だろうか。本気でそう思ってるんだけどな。

　まあ、もっとも──僕は小さく肩を竦める。

　サクヤは学校生活を送る僕たちを軽けい蔑べつするような節ふしがあった。

『こんな服を着て、バカみたいに騒さわいで……。授じゆ業ぎようっていうのも、生き残るためになんの役にも立たない内ない容ようばかり……。この世界には…そんなことしてる時間はないのに……！』

　なあんて言っていたからね。兵器として育てられてきた彼女が、一いつ般ぱん人じんとすぐにうち解とけるなんて、どだい無理な話なんだろう。

　こうなることは予想がついていた。サクヤがクラスメイトと円えん滑かつにコミュニケーションをするなんて、最初っから期待しちゃいないんだ。僕が望んでいるのは──

　パ────ッ！

　突とつ然ぜん、激はげしいクラクションが響ひびいて、思考が遮さえぎられた。

「おいおい、なに泣いてんだよ、カノジョ？　俺おれたちが慰なぐさめてやろーか？」

　ベコベコに凹へこんだ赤いカマロから顎あご髭ひげを生やした男が降おりてきた。泣きじゃくるいいんちょに野太い声をかける。後部座ざ席せきからも男が降りてきて、下げ卑びた笑い声を立てた。

　と、カマロの後ろにハマーが停車して、

「こんなとこでゲットしちゃうのか？」「おおー、いっぱいいるじゃん」「こいつら、どこの学校だ？」「女子高生なら誰だれでもいいんだろ、おまえは」「ちげーよ！　中学生でもＯＫだぜ！」「ぎゃはは！　このド変へん態たいがよぉ！」

　口々に喚わめきながら、ジープみたいな大きな車体から、クラッシュジーンズにアロハだの、白いタンクトップに革かわのパンツだの。ラフすぎてだらしなさしか感じない格好をした男たちが、ぞろぞろと降りてくる。

　その数は一〇人近いだろうか。粗そ野やという点以外に共通点のなさそうなバラバラな服ふく装そうをしている。

　しかし、もう一点だけ特とく徴ちようがあった。赤いキャップやサングラスなど、彼らは身体からだのどこかに赤い装そう飾しよく品ひんをつけていたんだ。

　通りかかった人が悲鳴みたいな声をあげた。

「まさか《横浜の住人レベリオン》……!?」「なんでこんなところにいるんだ!?」

　瞬またたく間に、悲ひ鳴めいとざわめきが伝でん播ぱする。通りかかったサラリーマンがカバンを放ほうり投げて逃にげ出した。信号待ちをしていたバイクも、慌てたように赤信号で急発進する。関東近県に住む僕たちにとって、《横浜の住人レベリオン》っていうのは、恐きよう怖ふと同どう義ぎなんだ。

「へえ、ソトでも俺たちのことちゃんとわかるんだな。それに免めんじて男どもはボコらないでおいてやるよ」

　そいつがリーダーなのだろうか。派は手でな赤いＴシャツを着た顎あご髭ひげ男おとこがニヤニヤ笑いながら、いいんちょの腕うでを摑つかんだ。

「……や、やめてくださいぃっ！」

「久ひさしぶりに横浜のソトに出てきたはいいけどよ、女ッ気が全くねーんだ。ここにいる女、全員、ちょっと付き合えよ」

　嫌いやがるいいんちょをまるで無む視しして、引ひっ張ぱっていこうとする。

　手て慣なれた強ごう引いんさだ。そんな調子で、何度も女の子を襲おそっているんだろう。

「よ、よせよ、おい！」

　拳けん法ぽうの心得がある猿渡が、ヘッピリ腰ながら男を止めようとした。

「あ？　なにか言ったか？」

　リーダーらしい男はナイフを抜ぬいた。いや、ナイフっていうより鉈なたって言った方が正せい確かくかもしれない。それぐらいに野や蛮ばんなシロモノだった。

　リーダーに従したがうように、《住じゆう人にん》たちがナイフや特とく殊しゆ警けい棒ぼうなどの武ぶ器きを取り出す。

「……ぐっ」

　ナイフをチラつかされて、猿渡は悔くやしげに黙だまりこんだ。

「や、やだっ！　放はなしてぇっ！」

　泣きわめくいいんちょを、男は鼻歌交まじりに引っ張って連れていこうとする。

「ちょ、ちょっと、放しなさいよっ！」

　来夏が抗こう議ぎしたけれど、ヤツらは全く聞く耳を持たなかった。

「かわいい～」「もっと言わせてぇ！」「おまえ、ホントにキチクだよなー」

　下卑た笑みを浮うかべながら、珊瑚たちの腕を摑んだ。車に連れ込もうとする。

「おい、おまえもコッチ来いよ、オラ！」

　テンプレなセリフを吐はきながら、腕に龍りゆうのタトゥーをした男が来夏に手を伸のばしてきた。

「ひ、ひーちゃん、助けてっ！」

　僕の腕にしがみついてきた来夏を背せ中なかに隠かくしながら、タトゥー男の腕をひねり上げる。さすがに幼おさななじみを汚きたない手で触さわられるのはイヤだからさ。

「痛いててててっ！　なにすんだ、コラ！」

　男は精せい一いつ杯ぱいすごんだけれど、まるで恐きよう怖ふを感じなかった。

　むしろ、笑いが込み上げそうになるのを堪こらえるのに必死だったんだ。

　なぜなら、ここには──喚く男を無視して、サクヤを見た。

　僕の手に入れた、最強の手て駒ごまを。

「俺おれはこのコにするかな～」

　ソフトモヒカンの髪かみ形がたにしてる男が、サクヤの肩に手をかけた。

　サクヤは品のない指輪をつけた男の手を汚い物でも見るように一いち瞥べつした後で、

「…………」

　確かく認にんを取るみたいに、僕に視線を向けてきた。

「サクヤ。殺さず。みんなを傷きずつけずに──できる？」

「……この程てい度どなら、わけはない」

「じゃ、頼たのむよ」

　サクヤは小さく鼻を鳴らした。いつもながらの冷たい無む表ひよう情じようだったけれど、心なしか気楽そうな顔になったのは気のせいかな。

「おいおい、カノジョ～？　無視しないでくれよ～？　それとも怖こわくって声も出せないのかな～。おら、こっち向けよ～」

　妙みように間ま延のびした声で笑いながら、ソフトモヒカンの男がナイフをちらつかせる。サクヤの肩を摑んで、振り向かせようとした、直後。

　ドンッ！　──男の顔がくの字に曲がった。

　サクヤの裏うら拳けんが炸さく裂れつしたんだ。

　モヒカン男は下げ卑びた笑いを顔面に貼はり付けたまま吹ふっ飛んだ。勢いきおいよくアスファルトに叩たたきつけられる。

「おとなしくしろ！　オラァ！」

　特とく殊しゆ警けい棒ぼうを手に、サクヤに別の男が飛びかかった。

　振ふり下ろされた警棒を一いつ寸すんで見切り、サクヤは拳こぶしを叩き込む。

　背はい後ごに迫せまっていた男にヒジ打ちを放ち、その反動を殺さず回し蹴げり。腰こし溜だめにナイフを構えて突っ込んできた相手の顎あごを、つま先で打ち抜いた。

　華か麗れいな連続攻こう撃げき。舞まいを舞まっているような、流りゆう麗れいでムダのない動きだ。

「なんだよ、これ……ウソだろ……？」

　僕が腕をひねり上げているタトゥー男が、信じられないって口調で呟つぶやいた。

　そいつに向かって、微笑ほほえみかけてやる。

「ウソかホントか、確たしかめてみたら？」

「──[image: え]？」

　荒あれ狂くるう風のように、拳や蹴りを放っているサクヤに向かって、男を突き飛ばしてやった。悲鳴をあげる間もなく男はぶっ飛ばされ、壁かべに叩きつけられる。

「なんだ、この女！」「クソッ！　強つえぇぞ！」「なにやってんだ、殺しちまえよ！」

　口々に叫びながら、《横浜の住人レベリオン》はナイフや特殊警棒を振り上げた。

　しかし、凶きよう器きはなんの役にも立たない。

　振り下ろす頃には、サクヤの姿すがたが消えているんだ。そこに残されているのは、美しく広がった黒くろ髪かみや、翻ひるがえったスカートの残ざん像ぞうだけ。

　あっという間に側そく背はいに回られ、一いち撃げきで昏こん倒とうさせられてしまう。

　口をぽかんと開けて立ちつくしていたリーダーの男は、ようやく事態を飲み込んだようだ。いいんちょの首筋にナイフを突き付けようとした。

　おっと、人ひと質じちを取られるのはマズイかな。

「サクヤ。ほい、パス」

　地面に転がっていた警けい棒ぼうをサクヤに向けて蹴ってやった。

　それをサクヤは空中で受け取って、

「ハ────ッ！」

　大きく振ふりかぶりながら、リーダーに向けて数メートルを跳ちよう躍やくする。

「く、来るんじゃねえよ！」

　矢のような速度で肉にく薄はくするサクヤに、男は思わずナイフを向けてしまった。

　それで彼の負けが確かく定ていした。

　ギンッ！　一撃でナイフを叩き落とされる。

「くそっ！」

「伏ふせて」

　サクヤの言葉に、いいんちょが「ひぃっ！」と慌あわてて頭を低くする。

「────フッ！」

　鋭するどい息を吐きながら、警棒を一いつ閃せん！

　目で追うのも困こん難なんな一撃を受けて、苦く悶もんの声を上げることもなく、リーダーの男はアスファルトに倒れ伏した。

　かくして、一〇人近くいた《住人》は全ぜん滅めつした。要した時間は一分ってとこだろう。

　もちろん、サクヤは無む傷きずだ。息一つ乱みだしていない。お見事としか言いようがないね。

　クラスメイトたちは、口をポカンと開けて、ただただ呆ぼう然ぜんと立ちつくしていた。

　冷たい表情で倒れ伏す不良どもを一いち瞥べつすると、サクヤは警棒を捨すてた。腰が抜けたようにヘタり込んでいるいいんちょに歩み寄り、手を貸かして立たせてあげる。

「ケガは？」

「な、ないですけど……」

　泣いていたために目が赤くなっているいいんちょを見下ろし、サクヤは小さく唇くちびるを嚙かんだ。やがて耐たえきれなくなったように、そっぽを向いてしまう。

　いつもながらの無表情だけれど──なぜだろう。その顔はどことなく辛つらそうに見えた。

「あ、あの……有栖川さん……？」

　戸と惑まどったようないいんちょの呼よびかけにも、サクヤはしばらく黙だまっていた。

　どれくらい沈ちん黙もくが流れただろうか。

　やがて、耐えきれなくなったように、ポツリと呟いたんだ。

「ごめん」

　呆あつ気けにとられているクラスメイトにも、サクヤは小さく頭を下げる。

「みんなにも、謝あやまる。……ごめん」

「なんで、有栖川さんが謝るの？」

　来夏の問いに、サクヤは忌いま々いましげに息を吐はいた。

「見たでしょう。私には戦いしか能のうがない。そんな風に作られたから」

　歩道には死し屍し累るい々るいといった感じで男たちが倒れている。

「私は……あなたたちと、どんな風に接せつしていいかわからない。賛さん美び歌かしか知らないし。気の利きいた会話もできない。うまく、笑うこともできない……」

　サクヤは会話に興きようじるクラスメイトを時折睨にらみ付けるようにしていた。それは会話の糸口を探さがしていたのかもしれない。彼女がずっとイライラしたようすだったのは、自分自身の不ふ甲が斐いなさに怒おこっていたのだろう。

　不ぶ器き用ような対天使兵器ルシフエリオンなりに、クラスメイトと仲良くなろうとしていたんだ。

「私は、椎堂密と恋こいに落ちなくてはならない。そのために、あなたたちとも仲良くなろうと考えた。あなたたちとなら……ひょっとしたら、《くらすめいと》っていうのになれるかもしれないって……少しだけ思ったから」

　クラスメイトにサクヤから歩み寄って、挨あい拶さつをした。みんなに口々に話しかけられて、サクヤは困こん惑わくしたようすだったけれど、決して嫌いやそうじゃなかった。

　そのときに《友達になれるかもしれない》って手て応ごたえを得たのだろう。

　だが、サクヤは視線を伏せた。

「ムリだったみたいね。戦いしか知らない私と、あなたたちとは相あい容いれない存そん在ざいだと思う。みんなを嫌な気分にさせるのは本意じゃない。だから、謝らせてもらう。……ごめん。これからも私は学校には通い続ける。でも、あなたたちの生活を、せいぜい邪じや魔ましないようにするから」

　小さく息を吐くと、サクヤは踵きびすを返した。駅へと歩いて行こうとする。

「ちょ、ちょっと待ってよ、有栖川さん！　どこ行くつもり？」

　珊瑚の呼びかけに、サクヤは振り返らずに答えた。

「……私はいない方がいいでしょう？」

「あのさ、逃にげないでくれる？　まだ、私の話は終わってないんだけど!?」

「しつこい。あなたたちの邪魔をするつもりはないって言って、」

　振り向いたサクヤに、珊瑚が抱だきついた。

「それよ！　私が聞きたかったのはさ！　その『仲良くしたい』って言葉なんだってば！」

「いや、あの、え？」

　戸惑うサクヤの手を取り、珊瑚はギュッと握にぎりしめる。

「てっきり、私たちのことなんて嫌きらいなんだと思ったよ。有栖川さんは、人付き合いがとことんヘタだったんだね！　だったら、そう言ってよ！　こっちにも、それ相そう応おうの接し方があるんだからさ！」

「で、でも……」

　口ごもったサクヤの周りに、クラスメイトたちが駆け寄ってきた。みんなの視線は、先ほどまでの非ひ難なんがましいものじゃなかった。命の恩おん人じんに対して向けられるような感かん謝しやの色がこもっている。

「ありがとう、有栖川さん！」「助けてもらったお礼も言ってないのに、帰すわけにはいかないよ！」「ムチャクチャ強いんだな！」「感動したよ！」「人付き合いがヘタな女の子も、グッと来るぜ！」「有栖川さんのこと、もっと知りたいしね！」「アタシたちも焦あせり過すぎたみたいだからなー」「はーい！　私、椎堂くんとのなれそめが聞きたいー！」

　嬉うれしそうな笑え顔がおで、サクヤを取り囲んだ。

　武ぶ装そうした男に包囲されても怯ひるまなかったのに、笑顔のクラスメイトに囲まれた彼女は、どうしていいのかわからず無む言ごんのまま眉まゆ根ねを寄せてしまう。

　その表情はクラスメイトをウザったく思っているようにも見えるけど──なるほど。

　初めての友人と、どう接して良いかわからずに困っている顔にも、ちゃんと見えるね。

　戦闘の間、僕ぼくの腕をギュッと抱だきしめていた来夏は、「うあっと！」と言いながら、僕の腕を放した。照れたように頰ほおを染そめつつ、笑顔を浮かべる。

「突とつ然ぜんのことでビックリしちゃったけど……結果オーライって感じかな？」

「そうだね……」

　肩かたを竦すくめながら、僕は騒さわいでいるクラスメイトたちを眺ながめた。

「せっかくだから、これから遊びに行こうぜ！」「行こう行こう！」「有栖川さんは、ドコ行きたい？」

「ふんっ……別に、なんでもいい」

　サクヤは、冷たく言い放った。

　しかし、思い直したように、「あ、でも……」と呟つぶやく。

「でも、なんですか？」

　いいんちょが優やさしく問い返すと、サクヤは小声で答えた。

「《ぼうりんぐ》」

「ボウリング？」

「……うん。あれなら、なんとかなるかもしれない。やり方、見たから」

「ＯＫ！」猿渡はビシッと親指を立てた。

「それじゃ《有栖川咲夜杯はい》争そう奪だつボウリング大会の開かい催さいといこうか！　うぇーい！」

『うぇーい！』

「勝者には、咲夜ちゃんのちゅーのプレゼントー！」

「調子に乗るな──っ！」

　スパンっ──珊瑚が猿渡をハリセンではたいた。

　とまあ、こんな風にして。

　サクヤはクラスに溶とけ込むことができたんだ。
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　さて、ここから先は蛇だ足そくに類する話だ。

　サクヤを交まじえたボウリングは、思った以上に盛もり上がった。運動神しん経けいがいいから、サクヤはすぐにコツを摑つかみ、素す晴ばらしい腕うで前まえを披ひ露ろうしたんだ。負けず嫌ぎらいの来夏と名勝負を繰くり広げたりした──って、それは関係なくて。

　ボウリングを終えて帰き宅たくするのを見み計はからったように、家の前に黒くろ塗ぬりのリムジンが滑すべり込んできたんだ。

　いきなりドアが開き、中から厳いかつい大男の二人組が飛び出してくる。

「椎堂密だな……？」

「人ひと違ちがいです。他人のそら似にです。よく間ま違ちがわれます」

　即そく答とうしたにもかかわらず、男たちは顔を見合わせて大きく頷うなずく。

「なるほど。予想通りの返事だ。車に乗れ！」

　筋きん肉にくの鎧よろいを纏まとったような男二人に両りよう脇わきを抱かかえられ、車の中に引きずり込まれてしまった。捕ほ獲かくされた宇う宙ちゆう人じんみたいな状じよう態たいで車のシートに押おさえつけられる。

　キキキキキ──ッ！

　ドアが閉しまる音と同時に、リムジンは派は手でなスキール音を轟とどろかせて発進した。

　その間、わずかに一〇秒ほど。

　どうやら僕は《拉ら致ち》られてしまったらしい。しかも、この手て際ぎわの良さはプロの仕し業わざだ。

　男たちに腕を押さえられたまま、腰に隠かくした拳けん銃じゆうの感かん触しよくを確たしかめる。ううむ。デリンジャーなのが心細いね。装そう弾だん数は二発しかない。それだけで逃にげおおせるかな？

　ふかふかのシートに顔を埋うずめながら、そんなことを考えていると、

「手て荒あらに扱あつかったらあかんて言ぅたやろ。放したりぃ」

　関かん西さい弁べんの涼すずやかな声が聞こえた。

「怪あやしいマネをしたら、殺すぞ」

　僕を押さえつけていた男が、耳元でドスの利きいた声を発した。

　殺せるものなら殺してみろよ──言い返したいのをガマンして頷いてみせる。

　男たちは乱らん暴ぼうに僕の身体からだを起こすと、シートに座すわらせた。そのまま刑けい事じが犯はん人にんを連行するように、僕の両りよう隣どなりに腰を下ろす。

　マッチョな男に挟はさまれて喜ぶ趣しゆ味みはないんだけどな──とか思いつつ、車内を見渡してみた。カーテンが車しや窓そうにかけられており、かなり薄うす暗ぐらい。内部はかなり広く、ホテルのラウンジにあるようなテーブルまで設しつらえられていた。絵に描かいたような高級車だ。

　そして、向かい側のシートにスーツを着た人物が座っていた。

　スーツといってもサラリーマンが着ているようなものじゃない。オペラ座の怪かい人じんのファントムなんかが好んで選びそうな、レトロな感じの一品だ。ご丁てい寧ねいに手にはステッキを携たずさえており、片眼鏡モノクルを掛けている。真っ赤な髪を綺き麗れいになでつけていた。

　年ねん齢れいは僕と同じくらいなのに、そんな格かつ好こうがとても似に合あっている。

　唯ゆい一いつ、違い和わ感かんを覚えるのは……胸むな元もとに膨ふくらみがあるってことぐらいだね。

　僕は軽く手をあげて、

「やあ、さっちゃん。久ひさしぶり」

　彼女は一ひと重えの切れ長な目で、僕を睨にらんできた。クールなイメージの《男装の麗れい人じん》だから、そういう風に睨まれるとかなり怖い。

「もう忘わすれたんか。私をさっちゃんと呼ぶな。なんぼひぃやんでも、それは許ゆるさんよ」

「ごめんごめん。さつきちゃん」

「うん。それなら、ええ」

　さつきちゃんは、満足げに頷いた。

　彼女の名前は、印いん南なみさつき。《横浜の住人レベリオン》の一人だ。現在、横浜では《住人》たちが、二つの勢力に分かれて抗こう争そうを繰り広げている。その勢力の一つ《赤》を、女だてらに統すべているのが彼女だ。

「おい、貴き様さま。印南さんに馴なれ馴れしくするな。失礼だぞ」

　赤い防ぼう弾だんチョッキのようなものを着けた禿はげ頭あたまの男がすごむ。筋肉の塊かたまりみたいなオッサンだから、かなりの迫はく力りよくがあるね。

「山やま科しな。おまえこそ、ひぃやんにすごんだりせぇへん方がええよ。そのお人は、スゴイ人なんやから」

　山科と呼ばれた大男は、「こいつが？」とでも言いたげに僕を一いち瞥べつする。

「おまえかて、一つくらい聞いたことがあるやろ。《不死身の悪あく魔ま》《永えい久きゆう機関》《狂きよう獣じゆう》《死にたがり》《無む痛つう症しよう》《ゾンビ野や郎ろう》などなどなど。そんな忌いまわしい二つ名を」

　名前を一つ聞くたびに、大男は顔を青ざめさせていく。

「たった半年で、混こん沌とんとした横浜に新たな秩ちつ序じよを作り上げ──私たちがエライ目に遭おぅてる《横浜ゲームス》がはじまるキッカケを作った。それが、そこにおるひぃやんや」

　大男はバケモノでも見るような目で僕を見つめ「すいませんでした……」と頭を下げた。つーか、こんな大男に怖こわがられる僕って、どうなんだろうね……。

　僕は肩かたを竦すくめつつ、

「僕を利用するだけ利用して、横浜の街でのし上がっていったのはどこのどいつだよ。《狂獣使いレツドドラゴン》さん？」

「そらまた懐なつかしい二つ名やね」

　嬉うれしそうに笑うさつきちゃんを見て、山科さんじゃない方の大男が「あの印南さんが笑ってるなんて……」と怖こわ々ごわ呟つぶやいていた。

　さつきちゃんも相当怖がられてるみたいだね、なんて思いながら尋たずねる。

「で、さつきちゃん。お兄さんの仇かたきは討うてた？」

「んー、おかげさんで。もうちょいやね」

「そっか。それは良かった」

「そっちは、どうなん？　ウチの兵隊を貸かせ言うとったやろ」

「ごめんね。何人か再起不能リタイアになっちゃったかもしれないよ」

「ええよええよ。どうせ規き律りつ破やぶったヤツらやから、懲ちよう罰ばつせなって思ぅてたとこやし。ほんで？　首しゆ尾びはどうやった？　若わかいモンに偵てい察さつさせてたんやけど、なんや、青春ごっこみたいなことに使ったんやろ？」

「青春ごっこ、か。うん。まさしく、その通りだね」

　僕たちのいる場所に偶ぐう然ぜんに《横浜の住人レベリオン》が通りかかったわけじゃない。そんな都合のいい《偶然》なんてあるはずがないよね。これはドラマじゃないんだから。

　全すべては僕が、さつきちゃんに頼たのんで仕組んだことなんだ。

「言うなれば、《泣いた赤あか鬼おに》作戦ってとこかな」

　悪役レベリオンを登場させ、サクヤに倒たおさせる。サクヤはクラスメイトを救いヒロインになる──馬ば鹿か馬ば鹿かしいほどに単たん純じゆんな。しかし、シンプルが故ゆえに効こう果か的なプランだ。

　さつきちゃんは、呆あきれたように、

「あんな、《泣いた赤鬼》は、赤鬼さんがやられ役になるから美び談だんなんやで？　今回、ひぃやんは高みの見物しとっただけやろ。ひぃやんがやったんは、単なる《心理操そう作さ》や」

「……否ひ定ていはしないよ。《友情》を確実に発生させるためにやったんだ。どうしても仲良くなってもらいたかったんでね」

「そんで？　うまくいったん？」

「僕の予想しないことが起こったけど……」

　ほとんど全てが計算通りに進んだ。大成功と言っていいだろう。

　しかし、たった一つだけ誤ご算さんが生じていた。

『《くらすめいと》っていうのになれるかもしれないって……少しだけ思った』

　まさか対天使兵器ルシフエリオンである彼女から、そんなセリフが出てくるとはね……

　ひょっとして──僕は思う。

　姑こ息そくな手しゆ段だんを使わなくても、クラスメイトとの《友情》を築きずくことができたのかもしれない。サクヤの中の《普ふ通つうの女の子》な部分を大切にしてあげれば、あるいは……

　しかし、くだらない考えを振り払って、

「おおむね成功だったよ。ありがとう」

　さつきちゃんは、手て袋ぶくろを着けた手を顎あご先さきに当てた。キィ…と小さな軋きしみが車内に響ひびく。

「そのわりに嬉うれしく無さそうやねえ。人のココロを弄もてあそぶんは気持ちのええもんやない？」

「そんなこと、ないさ」

　もの問いたげに、さつきちゃんは片眼鏡モノクルに覆おおわれていない方の目を細めた。

「まあ、追及はせんといたるよ。これで借りは返したからな」

「また、なにかあったら頼たのむね」

「ええよ。他ならぬ、ひぃやんの頼みやからな。せやけど……」

　さつきちゃんは近づいてきて、僕の頰ほおに触ふれた。手袋の下に硬こう質しつな義ぎ手しゆの感かん触しよくがする。

「私としては、一いつ緒しよにまた横浜で暴あばれて欲ほしいんやけどね。中ちゆう坊ぼん頃ころみたいに」

「遠えん慮りよしとくよ。僕には目的があるからさ」

「そら残念やわ。ひぃやんと一緒やったら、すぐにでも天下が取れそうやのに……」

　心底残念そうに、さつきちゃんは唸うなる。

「まあ、ええわ。久しぶりに横浜に遊びに来てよ。歓かん迎げいしたるから。盛せい大だいにパーティを開いたるで～！　一晩中酒さか盛もりや！　盛り上がるでー！」

「ダメだって。明日も学校があるし。家まで送ってもらえる？」

「い・や・や♪　久しぶりにひぃやんに会ったんやもん。逃にがさへんよ」

　さつきちゃんはニコニコしたまま言い切った。

　もの凄すごいスピードでリムジンは走り続けている。

　このまま車に乗っていたら、横浜まで片かた道みちドライブすることになっちゃいそうだな……。

　実力行使をしてでも、降おろしてもらわなくちゃいけないね。

　ふむ──僕は少しだけ考えて、言った。

「パーティなんかしてるヒマないだろ？　さっちゃんは、お兄さんの仇を討たなきゃいけないんだからさ」

「ああっ！　また、さっちゃんって呼んだな！」

　三さん白ぱく眼がんで僕を睨み付けると、荒あらくれ者どものリーダーは子どもみたいに怒ど鳴なった。

「呼んだらあかんて言うてるやろ！　さっちゃんって呼んでいいんは……私のお兄やんだけなんよ！」

「う～ん。いいねぇ」僕はニヤニヤと笑って「そのセリフ、いつ聞いてもかわいいよ」

　かあああああっと、頰を染そめたさつきちゃんは、部下に命じた。

「ドア開けぇ。このアホ、突つき落としたる！」

「って、走行中は危き険けんだと思うけどね!?」

「うっさいわ！　ボケ！　死ね！　一〇〇回死ね！」

　開け放たれたドアに向かって、蹴けり飛ばされた。夜の車道に放ほうり出されてしまう僕。

　アスファルトの上を転げ回って、身体からだ中擦すり傷きずだらけになってしまう。

「痛いててててて……」

　思おも惑わく通り脱だつ出しゆつに成功した僕は、傷が癒いえていくのを感じながら起きあがって、

　はた、と気がついた。

「つーか……ココどこだよ？」

　見たこともない山道だった。街路灯も道路標ひよう識しきもありゃしない。眼下には暗くら闇やみに沈しずむ街が広がっている。

「……参ったな」

　ぽりぽり──頰を人差し指で搔かいた。

　もしもゲームだったなら、《ルーラ》でも使って我わが家にひとっ飛びするところだ。

　でも、残念ながら、これはゲームなんかじゃない。

　痛いたみを伴ともなう現実リアル。パラメータだけでは再さい現げんできないセカイだ。

「仕方ない。歩いて帰るか……」

　小さくため息いきを吐いて、歩き出した。





【卒業まで　残り３２３日】









　　　過去の断片Ⅳ──密、中学２年、６月







　雪が降り始めた。

《紙かみ吹雪ふぶき》と呼ばれている冷たくない雪。なにかが回かい収しゆうされると、その代わりみたいに降ってくる。つまり、また一歩、世界は滅めつ亡ぼうに近づいたということだ。

　神かみ代しろ駅にほど近いビルの屋上。その縁ふちに立って、雪の降る街を眺ながめ続けていた。

　来らい夏かを壊こわそうとして──でも、できなくて。

　逃にげ出すために、バイクをメチャクチャに走らせた。そして、町はずれに背せの高い廃はいビルを見つけて、屋上へと昇のぼったんだ。

　ここから飛び降おりるつもりだった。

　飛び降り自殺なんて、飽あきるほど試ためした。死ねないことはわかってる。でも、それでも、自殺せずにはいられなかった。

　自分の、あまりの醜みにくさに耐たえられなかったから。

「…………」

　夕日に染まる街に、雪が降り積もる。白く塗ぬりつぶされていく。

　広がる光景の鮮あざやかさにココロの痛いたみを感じながら、ビルの縁へ、一歩、近づいた。

　僕は──

　望んでもいないのに、オメガなんて存そん在ざいになってしまった。

　天使が街を壊こわすたび、大切なものを失うたびに《僕のせいだ》という気分にさせられて。

　世界滅亡カーテンコールを止めるためには、僕が死ぬしかなくって。

　みんなを助けるために、この苦く痛つうから逃のがれるために、死んでしまいたかったけれど、

　それでも死ねなくて。

　死ねなくて。死ねなくて。死ねなくて。

　いつしか僕は──壊れてしまった。

「…………」

　夕日の輝かがやく空を見上げた。赤と紫むらさきが綺き麗れいなグラデーションを描えがいている。

　舞まい散る紙吹雪が、僕を包む。

「来夏……」

　僕にとって来夏は、《日にち常じよう》そのものだった。

　幼おさない頃ころの平和な日々は、常つねに彼女と共にあったから。

　だからこそ、壊そうと思った。

　嫌きらって欲ほしかった。憎にくんで欲しかった。

　来夏を壊すことで、完かん膚ぷ無なきまでに壊れてしまいたかった。

　絶たえ間なく続く苦痛から、解かい放ほうされたかったんだ。

　でも、そんなのはエゴでしかなくて……

「傷きずつけて……ごめん」

　降りしきる雪を受け止めるように、腕うでを横に広げた。

　ゆっくりと目を閉とじる。

　このまま身体からだを倒たおして、空へと飛び立てば──きっと僕の身体はアスファルトに叩きつけられてグチャグチャになるだろう。

　回かい復ふくするまでの間、激げき痛つうに苛さいなまれるはずだ。

　だけど、死のうとしている、今、この瞬しゆん間かんだけは《罪ざい悪あく感かん》を忘わすれられる。

　ココロから噴ふき出し続けている鮮せん血けつが、止まるような気がする。

　この行こう為いが、もはやただの《言い訳わけ》に過すぎないってわかってる。

　でも、誰だれも助けてはくれないから。

　死ぬことだけが、僕の救いだったから。

　刹せつ那なの《赦ゆるし》を得るために、

　夕焼けに染そまる空へ向かって、

　ゆっくりと、一歩を──

「♪ Imagines. Tomorrow when you are lost.ときどき、想像してみるの。あなたがいない明日を」

　ふいに──歌が聞こえた。

　透とう明めい感かんのある綺麗な歌声。

「♪ The sun is lost. A star doesn't twinkle.太陽は昇るのをやめ、星もまたたかないわ」

　いつの間に、そこにいたんだろう。

　僕から数メートル離はなれた屋上の縁に腰かけて、女の人が小さな声で歌を口ずさんでいた。

「♪ A breeze stops. The song of a little bird disappears.そよ風も途絶え、小鳥も唄うのをやめるの」

　天使みたいだなって、思った。

　この一年ほどで薄うす汚よごれてしまった天使バケモノの呼こ称しようではなくて、本来的な意味での《天使》。

　不思議な白い装しよう束ぞくが風に靡なびいて、翼つばさみたいに美しく広がっている。彼女の周りで踊おどるように、紙吹雪が舞っていた。

　身に纏まとっているのは、鎧よろい、だろうか。すらりとした胴どう体たい部分のシルエットとは対照的に、装そう甲こうを思わせる装そう飾しよくなどは重々しい。現代の日本ではあり得ない服装のはずなのに、不思議と違い和わ感かんを覚えなかった。それほどに、似に合あっていたんだ。

　逆ぎやつ光こうで顔はよく見えない。でも、落ち着いた居いずまいから、僕よりも年上なんだろうなって思った。高校生ぐらい？　ううん、もう少し上かもしれない。

「♪ I love you. If you are lost, the world is meaningless.つまりね、あなたがいなければ、世界に意味なんてないつてこと」

　なんて曲なんだろう。聞いたことがない。

　ゆったりとした美しいメロディーが、耳に心地ここちよかった。

「♪ I love you. Loves, so that want to kill.だつて、あなたを愛しているから。殺したいほど、愛してる」

　歌い終えたのだろうか。

　女の人は、それきり黙だまり込んでしまった。

　ビルから飛び降りることもできず、僕は立ちつくしてしまう。

　かといって、声をかけるのもためらわれた。屋上の縁ふちに腰かけているその姿すがたが……なんていうか、すごく絵になっていたから。

「この曲ね」

　短い髪をかき上げて、女の人は空を眺ながめた。

「《Loves, so that want to kill.殺したいほど、愛してる》ってタイトルなの。きみが生まれる、ずっと前に作られた曲。六〇年代のオールディーズ」

　紙かみ吹雪ふぶきが降ふり続けている。一向にやむ気配がない。

　女の人は舞い散る雪に視し線せんを這はわせながら、

「《殺したいほど、愛してる》なんて、ヘンなタイトルよね。愛しているのに、殺してしまうなんて……それで、どうしてこんなタイトルなんだろうって考えてみたの」

　女の人が、こちらを向いた。夕日を背せにしているせいで、やっぱり顔が見えない。

「たぶん、これは逆説なんだと思うわ。愛する人に《ずっと生きていて欲ほしい》って意味なのかもしれないわね」

　そう言って、その人は優やさしげに微笑ほほえんだ。

　よく見えないはずなのに、なぜだか僕にはそれがわかった。

「私はこの曲が、大好きなの」

　呪じゆ縛ばくから解とき放たれたように、ようやく言葉を発することができた。

「あんたは……誰だ？」

「私？」

　女の人は音もなく立ち上がった。

　屋上のエッジ。バランスを崩くずせば地上へと落ちてしまう。そんな生と死の狭はざ間まみたいな場所で、僕たちは向かい合った。

　風に吹ふかれて、ショートカットの髪かみと白い装しよう束ぞくが美しくはためく。

　いつの間にか彼女の右手には、銀色に輝かがやく拳けん銃じゆうが握にぎられていた。

　銃口が、ゆっくりと僕へと向けられる。

「私はね、」

　サラサラ、サラサラ──

　舞い落ちてくる紙吹雪。

　夕日に照らされた冷たくない雪は薄うす紅べに色いろに輝いて、

　まるで、桜さくらの花びらみたいに、見えた。







「私は、きみを、殺しに来たの」

















４月22日（水）

　僕の失敗。あるいは、悲劇に至る病















　──きみは、生きていてもいいんだよ

〝あの人〟の言葉に、僕ぼくは怒おこった。

「それは死ねない僕に対する、皮ひ肉にく？」

　僕の言葉に、〝あの人〟は怒った。

　──だったらきみは今、生きているの？
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　らぶらぶ♡銃じゆう弾だん占うらない

《マグナム弾》のあなた──好きな異い性せいをグングン引っ張ぱっていくタイプ。包ほう容よう力りよくもピカイチ☆　でも、その強ごう引いんさがモトで、友達とケンカしちゃうかも？　気をつけて！






「………………………………なんだ、これ？」

　昼休み。学校の屋上。給きゆう水すい塔とうの屋根の上。

　桜さくらヶが丘おか高校で一番のお気に入りの場所に座すわった僕は、謎なぞの紙かみ切きれ片かた手てに絶ぜつ句くしていた。

　僕が所持する銃じゆう器きのほとんどは高たか天まが原はらセンパイから供きよう与よを受けたもので、今日も彼女から銃弾の補ほ給きゆうを受けた。登校する前に高天原センパイの子こ飼がいの部下が届とどけてくれたんだ。

　で。

　昼休みにいそいそと桜ヶ丘高校のテッペンへ登のぼってきて、弾丸が入ってる小箱を試ためしに一つ開けてみたら……この《らぶらぶ♡銃弾占い》の紙が入っていたという次し第だい。

　リアクションに困こまった僕は、黒ヤギさんのひそみにならって、見なかったことにして食べちゃおうかと思ったんだけど。

　ピ──ッ[image: !!!]

　僕の行動を制せい止しするように、激はげしい電子音が鳴り響ひびいた。

「な、なんだ？」

　音の出所は僕の制服。見覚えのないイヤホン型の無線機がポケットに放ほうり込まれてた。

「僕のアイテムリストには、こんな一品は入っていなかったはずだけどな……」

　無線機はピーピー鳴り続け、ダイオードが王蟲オームの攻こう撃げき色しよくの瞳めのように赤く光ってる。

　猛もう烈れつにイヤな予感を感じながら、イヤホンを耳に入れてみた。

『やあ、シド。高天原Ａはじめプレゼンツ《らぶらぶ♡銃弾占い》の結果はどうだった？』

　イヤホン越ごしにも美声とわかる声が、僕の鼓こ膜まくに突つき刺ささった。

　この声は忘わすれようもない。

　桜ヶ丘高校の前生徒会長にして、《愛で世界を救う》ために日々邁まい進しんする強制ラブコメ装そう置ち。恋れん愛あい原げん理り主しゆ義ぎ者しや──高天原Ａの声だ。

「……マグナム弾でした」

『へえ、意外だな。私はてっきりレアキャラの《魔法の銃弾》だと思ってた』

「オズワルドですか。つか、なんでこんな禍まが々まがしいオマケがついてるんでしょうね？」

『シドに弾たまを都合してやるのはいいんだが……それだけじゃラブ分が足らないだろ』

「足りなくていいですよ、そんなもの」

『《きみの心臓ハートをズキュン☆》という意味を込めてみた。銃弾だけに』

「たいしてうまいこと言えてないですから」

　楽しげに笑うセンパイとは対照的に、グッタリした気分になった。

　この無線機は双そう方向の会話ができている。僕の声もちゃんと拾って、会話が成立してるということは、盗とう聴ちよう器きも兼かねてるんだろう。

　銃弾の受け渡わたしをするときに、部下に仕し掛かけさせたってとこか。相変わらずセンパイはやることがメチャクチャだ。

「それで、なにか用ですか？　わざわざ僕に盗聴器なんか仕掛けて」

『ああ、そうだった』

　センパイは否ひ定ていもせずに、

『おい、シド。私の知る限かぎり、おまえは《偽ぎ悪あく者しや》だと思っていたんだが……どういう風の吹ふき回しだ？　ん？』

「なんの話ですか？」

『今朝けさのことだよ。おまえ、屋上ソコで女の子と話をしていただろう？』

　センパイは囁ささやくような声で尋たずねる。

『どうしてあんなこと言ったんだ──？』
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「ぷふっ……！」

　朝。学校の屋上。給水塔の屋根の上。

　眉み間けんに大たい剣けんを突きつけられた状態で、思わず吹き出してしまっていた。

　サクヤに会ったら絶ぜつ対たい笑っちゃうと思ったけど、やっぱりだね。

　懸けん命めいに笑いを嚙かみ殺す僕を、サクヤはキッと睨にらみつけてくる。

「答えて」

　凜りんとした声が、朝の空に響いた。

「血清ＡＡＤを打ってくれたのは、おまえなの？」

「だったら？」

「どうして、そんなことをした……？」

　厳きびしい怒いかりの表ひよう情じようとは裏うら腹はらに、彼女の声はなぜかとても不安そうだった。

「おまえは、私が傷きずついても放っておくようなヤツのはずでしょう……。それなのに、看かん病びようしたり、庇かばってくれたり……」

「僕がそんなことしちゃ、ダメかな？」

「だ、だって……！」

　一瞬、サクヤは幽ゆう霊れいに怯おびえる子どものような顔をした。でもすぐにバツが悪そうに目を伏ふせてしまう。

「おまえは、オメガだから。世界を滅ほろぼす邪じや悪あくな存そん在ざいだから……」

　なるほどね──サクヤが不安を感じてる理由がわかって、口の中で嗤わらった。

　オメガを殺すために生きてきたサクヤにとって、僕オメガは《悪》でなければならないんだ。

　悪は悪であってくれねば、サクヤの信ずる正せい義ぎが揺ゆらいでしまう──彼女はアイデンティティの危き機きを感じているんだろう。

　サクヤは、剣を持つ手に力を込めた。

「なにを企たくらんでいるの……!?　そう！　なにかを企んでるから助けてくれたんでしょ!?　そうじゃなきゃ、おまえは、」

「なにも──」

　眉間に突きつけられた刃を摑つかんだ。手のひらの皮ひ膚ふが裂さけ、肉が切れるほど強く切っ先を握にぎりしめた。ゆっくりと剣を逸そらして、

　僕は、微笑ほほえんだ。

「なにも企んでないよ」

　サクヤはビクッと身体からだを震ふるわせる。

「きみが心配だったから、助けたんだ」

「…………」

「僕にだって《優しさ》ぐらいあるんだよ。傷きずついた女の子を放っておけない程てい度どのマトモな気持ちがね」

　信じたくないという風に、サクヤは小さく首を横に振った。

　剣から手を放し、切れた手のひらを広げてみせる。傷口から金色に輝く光の粒つぶが噴き出して、傷を癒いやしていく。

「こんなバケモノじみた身体だけど、僕だって人間なんだよ。オメガなんかに選ばれなければ、ごく普通の高校三年生なんだ」

　微かすかに震ふるえる少女に近づいて、その優ゆう美びなカーブを描えがく頰ほおに、そっと触ふれた。

「ねぇ、サクヤ。怖こわがらないで」

　できるだけ優やさしい声で、

　僕は、サクヤを、追いつめる。

「言ったよね。『お互たがいの良いところを見つけて、少しずつ好きになっていこう』って……」

　懸命にサクヤは僕を睨にらみつけている。だけど、その瞳ひとみの向こうに確たしかに揺らぎを感じた。

　サクヤの魂たましいの奥おく底そこに声が届とどくように、僕は彼女の瞳を真まっ直すぐに見み透すかす。

「きみを庇かばったり、助けてあげたり……そんな単たん純じゆんなことで好きになってくれとは言わないよ。だけど、本当の僕を少しずつ知ってくれないか？」

「本当のオメガ？」

「違うよ」

　鼻先が触ふれあいそうなほどに近づいた僕たちの間を、冷たい朝の風が吹ふき抜ぬける。

「本当の──椎し堂どう密ひそか」

　朝の予よ鈴れいが鳴り響ひびく。

　運命が鐘かねを鳴らしたなら、きっと、こんな音を鳴らすんじゃないかと僕は思った。
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　昼休み。学校の屋上。給きゆう水すい塔とうの屋根の上。

　爽さわやかな春の青空の下には、これでもかってほど似につかわしくない甘あまったるい声が、耳元をくすぐった。

『面おも白しろそうな噂うわさを聞いたんで、盗とう聴ちよう器きを仕し掛かけさせてもらったよ。怒おこっちゃ、イ・ヤ』

　高天原Ａって女じよ性せいは、モデルばりの美び貌ぼうと少年漫まん画が並なみのプロポーションに加えて、とんでもない美声の持ち主だ。

　こういう風に甘あまえたような声で囁ささやかれると、怖くなるほど蠱こ惑わく的だったりするんだよね。

「どんな噂を聞いたんですか？　椎堂密くんは、最近じゃ珍めずらしい勤きん労ろう少年だ──とか？」

　僕の言葉を、センパイは軽くスルーし、

『なんでも、あの娘こは剣けん術じゆつ一家の出で、ムリヤリに青春を送ろうとしてるんだって？　はっ、このウソツキめ』

「ウソなんかつきませんよ。僕が一番嫌きらいなトランプのゲームはダウトです」

『ダウト。有あり栖す川がわ咲さく夜やとかいう少女を観かん察さつさせてもらった。高度な戦せん闘とう技ぎ術じゆつを身につけてるのは間ま違ちがいないと思うが……あれは剣術を習っているものの足の運びじゃない。職しよく業ぎよう的暗殺者か傭よう兵へいか……そんなところだろ？』

「なに勝手に観察してんですかっ」

『論ろん点てんをズラしたところを見ると、図星だな。ふんっ、またアレか？　街を守るための新しい《切り札》ってヤツか。この女泣かせめ』

「さあ……ご想そう像ぞうにお任まかせしますよ」

『なるほど。二人の関係は、とんでもないところまで進んでいて、夜な夜なあ～んなことやこ～んなことをしている、と』

「そこまで想像しろとは言ってません！」

　センパイはクスクス笑いながら、

『どういう事じ情じようがあるかは置いといて……、おまえたち二人は不器用ながらも恋愛しようとしている。それは間違いないな？』

「不器用は大きなお世話ですけどね」

　僕は肯こう定ていした。隠かくしたら最後、この人はありとあらゆる手しゆ段だんを使って調べ上げてくる。だから、いっそ最さい低てい限げんの手札を晒さらした方が被ひ害がいが少なくて済すむんだ。センパイに振り回された二年間で得た処しよ世せい術じゆつってヤツだね。

『で──？』

　センパイは、もう一度質しつ問もんしてきた。

『どういう風の吹き回しなんだ？』

「だから、なにがですか？」

『シドは《偽ぎ悪あく者しや》だ。本当は正せい義ぎ感かんの強い熱血少年のクセに悪ぶろうとするからな』

「……買いかぶりすぎですよ」

『そう──普ふ段だんは、そうやって素す直なおに認みとめようとしない。ま、そこが可愛かわいいところなんだが……今朝は『僕にだって《優しさ》ぐらいある』なんて言っていただろう？　どうしてあんなこと言った？　ついに《偽悪者》の看かん板ばんをおろしたのか？　ん？』

　青空を見上げて、小さく肩かたを竦すくめた。

　センパイは、全然わかってないですよ。

　僕は《偽悪者》なんかじゃない。

　正真正しよう銘めいの《悪者》なんです。

　サクヤに《優しさ》を見せるに至いたった経緯いきさつを知ればセンパイも思い知るはずですよ。

　僕は、優しくなんかないってことを。
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　夜。動物園。ライオンの檻おりの前。

　戦せん闘とう服ふく姿すがたのサクヤが、天使と対たい峙じしていた。

　敵てきは、いつも通り白大理石のような肌はだを持つ美女像だった。両りよう腕うでは巨きよ大だいな鎌かまになっている──今夜現あらわれたのは、その一体きりだ。

　サクヤが複ふく数すうの天使相手に完勝するシーンを何度も見てる。

　この分なら楽勝だね……僕は早くも街が守れたことに安あん堵どの息すら漏もらしていた。

　ところが、その目もく算さんは狂くるった。

　天使の攻こう撃げき方法が特とく殊しゆなものだったんだ。

　死神が持つような大鎌を、天使は勢いきおいよく振ふり下ろした。錆さびついた刃やいばから、血ち飛沫しぶきが飛ぶように茶色い粘ねん液えきが飛び散る。

　危き険けんを察さつ知ちしたサクヤは、飛びすさって粘液をかわそうとした。しかし、腕の辺りに攻こう撃げきがかすめてしまう。

「く……っ！」

　眉まゆを顰ひそめて、サクヤは天使を睨にらんだ。戦闘服の袖そでに、小さな焦こげ跡あとが広がる。

　粘液をかぶったアスファルトが、鼻を突つく異い臭しゆうを漂ただよわせて溶とけだした。

　あれは強きよう酸さんか？

　厄やつ介かいだな……

　黙だまったまま、シャツの下のホルスターから拳けん銃じゆうを抜いた。

「おまえは動かないで！」

　援えん護ごしようとしたのがバレたらしい。鋭するどい声で制された。オメガの手なんか借りたくない──そう言いたげに僕を一いち瞥べつする。

「だったら、さっさと倒たおしてくれよ」

　肩かたを竦すくめると、サクヤはムッとしたように頰ほおを震ふるわせた。

　大剣を片かた手てに、天使に向かって滑すべるように駆かけだす。

　天使は二本の鎌を振り回した。強酸の粘液が、雨のように降ふり注ぐ。

　粘液をかぶった街がい路ろ樹じゆやベンチが炙あぶられた発はつ泡ぽうスチロールみたいに溶けていった。

　サクヤは剣けん舞ぶでもするように、右へ左へと身を翻ひるがえし、粘液の攻撃を避よけた。

　しかし、その完かん璧ぺきな見切りとは裏うら腹はらに、サクヤは眉を顰めていた。まったく天使に近づけないんだ。

　いや、それどころか……サクヤは追いつめられていた。動きが明らかに鈍にぶくなってる。

　どうしたっていうんだよ、いったい……？

「くぅ……っ」

　ついには、その場にうずくまってしまう。

　オオオオオォォォォォォ──……[image: !!!]

　天使が悲しみに満ちた絶ぜつ叫きようを上げた。

　気がつけば──僕は大地を蹴けっていた。

　サクヤに駆け寄り、その身体からだを抱だきしめる。強酸の飛沫しぶきを背せ中なかで受け止めた。

　焼きごてを押し当てられたような痛いたみ。タンパク質しつが溶ける気持ち悪い臭においが、僕の身体から蒸じよう気きになって漂ただよった。

　叫び出したいのを我が慢まんして、腕の中のサクヤを睨にらみつける。

「援護はいらないんじゃなかったのか……」

　抱きしめられたまま、なにが起こったのかわからないって顔でサクヤは僕を見上げた。

「どうして……？」

　ジュァ──僕の背中の肉が焼ける音が聞こえた。背中に穴あなが開き、熱湯が注ぎ込まれるような奇き妙みような感覚。直後、灼しやく熱ねつにも似にた激げき痛つうが身体の中で暴あばれ回った。

「がぁ……ッ！」

　堪こらえきれず、呻うめいてしまう。

　オオオオオォォォォォォォ──……!!

　天使が大鎌を振り上げた。

　我われに返ったサクヤは、僕を安全な場所に突つき飛ばす。自らも宙ちゆう返がえりして距きよ離りを取った。

　地面に叩たたきつけられ痛みのあまり叫び出しそうだったけど、声が出なかった。肺はいをやられたらしい。立ち上がることもできず、無ぶ様ざまにもアスファルトの上に転がってしまう。

　ま、どうせ寝ね転ころがるつもりだったから、好都合なんだけど。

　ってのは、負け惜おしみっぽすぎるか。

　横たわったまま、拳けん銃じゆうを構かまえる。

　デザートイーグル50ＡＥ。僕が持つ中では最強の一挺ちようだ。こんな銃を背中が抉えぐれた状じよう態たいで立って撃うてるとは思えないからね。

　傷きずを癒いやしてくれる金色の光の粒つぶに包まれながら、僕は拳銃を構えた。

　白い髪かみを持つ美女の顔が、こちらを向く。

　かすれ気味の声で、軽口を叩く。

「女の子に銃を向けるのは嫌いなんだけど」

　天使は巨大な鎌を振り上げた。

　グリップを両手で握にぎりしめ、狙ねらいを定める。

「両腕が鎌になってるバケモノは、女の子とは呼よばないよね」

　夜の動物園に、重い銃声が轟とどろいた。

　50ＡＥの弾丸が、大理石みたいな皮ひ膚ふに覆おおわれた天使の顔面を吹き飛ばす。

　オオオオオォォォォォォォ──……!!

　鎌と一体化している腕で、天使は顔を覆った。抉れた頭部は、みるみるうちに再さい生せいしていく。天使には銃撃なんか効きかないんだ。

　でも、動きが一いつ瞬しゆんだけ止まった。

　その刹せつ那なだけで、十分。

「サクヤ！　やれっ！」

　僕が叫ぶ前に、サクヤは跳とんでいた。戦闘服のスカートが蝶ちようのように広がる。

「ハァ──ッ！」

　空中で華か麗れいに身体をひねり、遠心力を乗せた渾こん身しんの一撃を放つ！

　断だん末まつ魔まの叫びもなく、天使は輝かがやく結けつ晶しようになって砕くだけ散った。

「即そく席せきのコンビネーションのわりに、うまくいったね」

　唇くちびるを真一文字に結んだまま、サクヤは立ちすくんでいる。一言も喋しやべろうとしない。

　さっきは一体どうしたんだよ──と声をかけようとして、

　ぐにゃり、と。

　視し界かいが歪ゆがむのを感じた。

　なんだ？　サクヤの姿すがたが霞かすんでる。心しん臓ぞうの鼓こ動どうが速まる。手足が痺しびれる。

「ま、まさか……？」

　自分の袖そでをめくってみた。まるで回路に電子が走るように、腕の血管に沿そって光の粒が弾はじけている。血液中で癒しの力が働いているんだ。この状態は……！

　天使の毒エンジエルダスト。粘液には毒が含ふくまれていたんだ。

　まるで画像が乱みだれるみたいに彼女の周まわりにノイズが走った。戦闘服が制服へと替かわる。

　その変身に驚いている暇ひまはなかった。サクヤが膝をついたんだ──
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《大だい銀ぎん河が荘そう》

　サクヤが告げた住所に建っていたのは、そんな広大無辺な名前のアパートだった。

「つーか……マジでココに住んでんの」

　思わず絶ぜつ句くしてしまう。

　銭せん湯とうの隣となりに建つその建物は、あまりにもボロかったんだ。建けん造ぞうは江え戸ど末期で文化遺い産さんに登録寸すん前ぜんと言われても信じそうな感じだ。

「う……く……」

　僕の背中でサクヤが呻うめき声をあげた。華きや奢しやな身体からだが小こ刻きざみに震ふるえている。

　我われに返った僕は、苦しむサクヤを背せ負おい直し、アパートの錆さびついた階かい段だんを登った。

　それからの一時間は、あっという間に過すぎ去っていった。

　サクヤの指し示じに従したがって血清ＡＡＤを注ちゆう射しやし、そのまま気絶してしまったサクヤを寝ねかしつけようと思ったらなんと部屋には布ふ団とんがなかったんで僕の家まで取りに戻もどり、寝しん具ぐその他必要なものをモロモロゲットし、目ざとく僕を見つけた妹の微かすかに「お兄ちゃん？　布団持参で夜よ這ばいなんてアグレッシブすぎると微は思うけどな？」とかわけのわかんないこと言われ、巡じゆん回かいしてるパトカーやなんかに見つからないようにしながら大銀河荘へ戻り、サクヤが高熱を出しているのに驚おどろきつつ、とりあえず制せい服ふくの上着だけ脱ぬがして布団に寝かしつけてあげた。

　そして、やれやれと腕うで時ど計けいを見ると、長針がくるりと一周してたってわけ。……それだけ焦あせっていた証しよう拠こなのかもしれないけど。

「ま、焦りもするよな。サクヤが使い物にならなくなったら、僕が困こまるんだから」

　まるで弁べん解かいするみたいに呟つぶやきつつタオルを氷水に浸ひたした。サクヤの額ひたいに載のせてあげる。

　横たわるサクヤに声をかけた。

「それじゃ、僕は帰るからね。いちお、ウチから着き替がえを持ってきたよ。僕のトレーナーだけど、良かったら着替えてくれ。制服のまま寝るのもどうかと思うし」

　サクヤはほとんど服を──いや、物を持っていなかった。六畳じよう一間の部屋には、いっそ潔いさぎよいくらいになんにもなかった。

　服と言えばＡＲＩＣＥのロゴマークのついた傷きずだらけのジュラルミンケースに、修道女シスターが着るような衣い装しようが畳たたんでいれてあるだけ。

　家具らしい家具は、備そなえ付けらしい冷れい蔵ぞう庫こぐらい。ちゃぶ台があるにはあったけど軍用の無線機が占せん拠きよしていて用をなしていない。

「ん…うぅ……」

　眉まゆ根ねに皺しわを寄よせて、サクヤは呻いた。返事をしたってわけじゃ……なさそうだな。サクヤは肩で呼こ吸きゆうをしており、首くび筋すじには玉の汗あせが浮ういている。本当に苦しそうだ。

　ぽりぽり──僕は人差し指で頰ほおを搔かいた。

　仕方がない。もう少し落ち着くまでは、看かん病びようしてあげることにしようか──

　というわけで、さらに一時間後。

　僕はサクヤの部屋のキッチンに立っていたりするのだった。

　洋服や家具はなくても、せめて食べ物ぐらいあるよな？　気になって冷蔵庫を開けてみたら、驚いた。

　冷蔵庫王国を牛ぎゆう耳じる五人の貴き族ぞくのように、プリンが五つ冷蔵庫の中央に鎮ちん座ざしていたんだ。

　他にはなーんにも入ってない。

「サクヤは……プリンが好きなのか……？」

　僕の知る限かぎり、サクヤは冷たい無む表ひよう情じようを崩くずさないクールな女の子だ。そんなサクヤがプリンを食べるようすなんて想そう像ぞうがつかないんですけど。

　プリンを一つ持ち上げて、さらにビックリする僕。

「日付が書いてある……！」

　フタの上に丸っこい文字で《４月22日》と大書してあったんだ。残りは《４月23日》と《４月24日》が二つずつ。

　プリンは一日二個こまでなのか？

　そして、今日は既すでに一個食べたのかっ!?

　吹ふき出しそうになって、僕は口を押さえた。

「明日の朝、顔を合わせたとき笑っちゃわないようにしなきゃね……」

　とまあ、そんな衝しよう撃げき的なドラマがありつつ。

　起きたら食べられるように、食事を作ってあげることにしたってわけだ。さっさと回かい復ふくしてもらわないと困るからさ。

　コトコト。雑ぞう炊すいの入った鍋なべから、いい香かおりが漂ただよいはじめた。溶とき卵たまごを回し入れて、ほどよきところで火を止める。

　さて。なんてメモを残していこう。そっちの方が問題だよな。僕が作ったものだとわかったら食べてくれないだろうし。隣りん室しつの住人からの差し入れってことに……

「…………んぅ」

　思考を巡めぐらしていると、声が聞こえた。

　サクヤが布ふ団とんから身体を起こし、焦点の合ってない瞳めで辺りを見回し、カタチのいい鼻で匂においをかいでいる。

　なんと声をかけようか迷まよっていると、

　きゅー。

　可愛かわいらしい音がした。どうやらサクヤのおなかが鳴ったようだ。

「えっと……雑炊作ったんだけど、食べる？」

　サクヤはこっくり頷うなずいた。

　驚おどろいたな……。『おまえが作ったものなんて食べられない！』と言われるのを覚かく悟ごしてたんだけど……。意い識しきが朦もう朧ろうとしてて、わけわかんなくなってるんだろうか。

「じゃ、食べるまえに着替えてくれるかな？　ずいぶん汗あせかいてるし。そのままじゃ風邪かぜ引くよ。僕ぼく、部屋を出てるから、」

　サクヤはもう一度深く頷くと……シャツのボタンを外しはじめた。

「って、もう脱ぬいでるし！　人の話を聞け！」

　震える手でシャツを脱ぎ捨すて、膝ひざを立ててスカートも脱いでしまう。

　ああもうっ！　素す早ばやく回れ右をする。

　僕は別に女の子のハダカにドギマギなんかしない。しないったらしない。必要とあらば好きでもない女の子とベッドを共にできる男なんだ。

　そのはずなんだけど……衣きぬ擦ずれの音に耳じ朶だをくすぐられ、頰が熱くなってる僕がいた。にゃみちゃんと《そーゆーコト》をしても平気なのにね。不ふ意い打うちに弱いのかな。

「ったく……修しゆ行ぎようが足りないぞ、椎堂密……」

　うっかり見てしまった衝しよう撃げき映えい像ぞう──細っこいカラダとか、白いおなかとか、あんまり飾かざり気のない下着とかを──頭かぶりを振ふって追い払はらいつつ、鍋の中身を器うつわに注つぐことに集中する。

　お盆ぼんに雑炊を載のせて持って行くと、僕のトレーナーを着たサクヤが大人しく布ふ団とんに座すわって待っていた。袖そでがあまり気味でダブダブだった。

　いろいろな感想が頭をよぎるけれど潔いさぎよく割かつ愛あい。無線機を横にずらしてお盆を置く。

　サクヤにレンゲを持たせようとして、気がついた。彼女の瞳は焦しよう点てんが合っておらず、手は微かすかに震ふるえている。

　これじゃ自力で食べるのは難むずかしそうだ。

「まさか僕に食べさせろってことか……!?」

　そんなのはムリだ！　キャラ的にムリ！

　逃にげ出したい気分だったけど……布団の上にちんまりと座ってるサクヤを見やる。

　彼女はきっと、自分がどこにいるのか、なにをしているのかわかっていないだろう。食べなくては回かい復ふくできないという生せい存ぞん欲よつ求きゆうが、食事に駆かり立てているんだ。

　やれやれ……。ここまできて食べさせないってわけにもいかないよな……。

　意を決した僕は、湯気の立ち上のぼる雑炊を一さじすくった。

　ふーふー。ふーふー。

　手しゆ術じゆつをする外げ科か医いのごとき無む駄だのない動きでレンゲに息を吹ふきかけ、雑炊を冷ます。

　そして、レンゲをサクヤの口元に近づけた。

　……言わなきゃダメですか、やっぱ。

「あーんって、して」

　なんの躊躇ためらいもなくサクヤは口を開いた。そんな彼女の素す直なおさがとても新しん鮮せんで……

「ああもう、やりづらいなっ」

　無む駄だ打うちを続ける心しん臓ぞうに静しずまれと命じつつ、レンゲを近づけてあげると、

　はぷっ──サクヤは雑炊を口にした。

　柔やわらかな雑炊を一生懸けん命めいに咀そ嚼しやくして、こくんと飲み込む。

「……おいし」

　普段は憎にくまれ口しか出てこない唇くちびるから、お褒ほめの言葉が飛び出してきた。

「別に……毒でフラフラしながら言われても嬉うれしくないっつーの……」

　悪あく態たいをつきつつ、サクヤに雑炊を食べさせてあげた。こんな姿すがた、来らい夏かやセンパイには絶対見せられないな。恥はずかしすぎるって。

　雑炊を綺き麗れいに平らげたサクヤは、やっぱり虚うつろな瞳のまま、フラフラと立ち上がろうとした。でも足あし腰こしが立たないのか、布団の上に尻しり餅もちをついてしまう。

「どうしたんだよ？　ムリするなって」

「…………今日の分。残ってるから」

　今日の分って──プリンのことかーっ!?

　怒いかりに震ふるえるサイヤ人みたいなツッコミを脳のう内ないで入れつつ、プリンを持ってきてあげた。

　もはや諦てい念ねんにも似にた心しん境きようでプリンをすくい、サクヤの唇に滑すべり込こませる。

　デザートを味わう彼女を見て、

「あー、これは、なんつーか、アレだ……」

　僕は額ひたいを押おさえた。

「ズルイって」

　プリンがとっても美味おいしかったのだろう。

　とろけそうな顔で、

　サクヤは微笑ほほえんだんだ。

　プリンを食べさせ終えた僕は、深いため息を吐つきながら壁かべにもたれかかった。

　思いがけず見てしまった《素すのサクヤ》。

　あろうことか僕は──正直に白はく状じようしよう。

　とても可愛かわいいと思った。

　不覚にも、思ってしまったんだ。




　数時間後。大銀河荘。サクヤの部屋。

　微かすかに川のせせらぎが聞こえる。ボロアパートの裏うら手てには、川が流れているようだ。

　涼すずやかな音ね色いろに耳を澄すましながら、僕は窓まど辺べに腰こしかけていた。すっかり月も傾かたむき、空が淡あわく白みはじめている。

「くぅ……くぅ……」

　サクヤは可愛らしい寝ね息いきを立てて眠ねむっている。血清ＡＡＤが効いたのか、熱は下がっていた。呼こ吸きゆうも落ち着いてる。

　しかし、サクヤの容よう態だいが安定するのと反はん比ぴ例れいするように、僕の精せい神しんは波立っていた。

　放っておいてもサクヤは回復したに違ちがいない。血清ＡＡＤを注ちゆう射しやしたところで、捨て置いて帰ってしまえば良かった──後こう悔かいが致ち死し性せいの毒みたいに、僕のココロに広がっていく。

「♪ Imagines. Tomorrow when you are lost.ときどき、想像してみるの。あなたがいない明日を」

　気分を落ち着けようと、歌を口ずさんだ。

　僕は──サクヤに《共鳴》を感じた。

　クソったれな《運命》に翻ほん弄ろうされて、彼女も僕と同じように壊こわれてしまったんじゃないかって、そう思った。

　だからこそ、彼女に普ふ通つうの学校生活を送らせようと考えたんだ。

《死ねない死にたがり》だった僕が、

　完かん膚ぷ無なきまでに壊れてしまった僕が、

　かろうじて踏ふみとどまることができたのは、

　──きみは生きていてもいいんだよ

〝あの人〟がそう言ってくれたおかげだから。

「♪ The sun is lost. Star doesn't twinkle.太陽は昇るのをやめ、星もまたたかないわ」

　壊れてしまったサクヤにも〝あの人〟が僕のココロに巻まいてくれたのと同じ包帯を巻いてあげようって、そう思ったんだ。

　だけど、そんなの余よ計けいなお世話だったんだね。サクヤにはちゃんと人間らしい部分が残されてる。ちょっぴり子どもっぽいけれど可愛かわいらしい一面を、ちゃんと持っているんだ。

《普通の人間のフリ》なんかしなくても、サクヤは普通の人間に戻もどれる。

　サクヤは、まだ間に合うんだ。

「♪ A breeze stops. The song of a little bird disappears.そよ風も途絶え、小鳥も唄うのをやめるの」

　そこで──ふと気づいた。

　無線機の側面にクリップで写真が留とめられていた。幾いく度ども折り曲げられて、端はしがボロボロになっている。

　なにげなく手にとって、息を飲のんだ。

　研究所のような建物を背はい景けいに、修しゆう道どう服ふくのような格かつ好こうの女の子たちが写るスナップ。

　その中に、サクヤもいた。

　ぎこちなく、照れくさそうに。

　けれど、ちょっぴり楽しげに。

　写真の中のサクヤは、笑っていた。

　だけど、周りの少女たちの表ひよう情じようはうかがい知ることができない。

　サクヤ以外の全員の顔が、

　黒く塗ぬりつぶされていたから。

　それがなにを意味しているのか、考えるまでもない。みんな、天使に殺されたんだ。

　色いろ褪あせた写真の向こう側、ただ一人微笑ほほえむサクヤはひどく寂さびしげに見えた。

「んぅ……」

　サクヤの吐と息いきが聞こえて、我われに返った。慌あわてて写真をクリップに戻す。

「…………さい……」

　横たわったまま、サクヤがなにか呟つぶやいた。額ひたいに載せていたタオルが、ぱさりと落ちる。

「起きたの？」

　声をかけたけど、返事はなかった。

　寝ね言ごとだろうか。きつく瞼まぶたを閉とじたサクヤは、うわごとのように言葉を繰くり返す。

「……めんなさい……ごめんなさい……」

　苦しそうに眉まゆ根ねを寄よせて、サクヤは手を伸のばした。天に向けて、もがくように。

「ごめんなさい……。もう平気です……。私は……戦えますから……だから……っ」

　まるで神に許ゆるしを請こう罪ざい人にんのように、サクヤは幾いく度ども謝あやまっている。

　僕はサイテーの人間であることを自じ認にんしている。だが、サイテーのクセに甘あまっちょろい部分があることも自覚している。

　その《甘さ》が──僕のココロに微かすかに残る《優やさしさ》が訴うつたえかけてきた。

　サクヤを解かい放ほうしてあげたらどうだ？

　恋こいに落ちる可か能のう性せいなどない。もう戦いなんてやめちまえって諭さとしてやったらどうだ？

　サクヤもうは十分に戦ったんだから。

　彼女は、まだ間に合うんだから。

「……めんなさい……ごめんなさい……」

　僕は彼女の枕まくら元もとに膝ひざをついた。今にも泣き出しそうな顔を、間近に見下ろす。

　そっと──サクヤの手を握にぎってあげた。

　もう戦わなくていいよ。

　ＡＲＩＣＥなんて存そん在ざいしないんだ。

　きみは僕とは違ちがう。オメガをやめられない僕とは違うんだ。

　ＡＲＩＣＥの兵へい器きであることをやめて、

　使命を、戦いを、セカイを、天使を、ＡＲＩＣＥを、そして僕を──全すべてを忘わすれて、

　自分自身の翼つばさで羽ばたいてもいいんだよ。

　きみは生きていてもいいんだよ。

　サクヤに、そう言ってあげたかった。

　だけど、歌の続きが──ふいに聞こえた。

♪ I love you. If you are lost, the world is meaningless.つまりね、あなたがいなければ、世界に意味なんてないつてこと

　僕の脳のう裏りに〝あの人〟が好きだった曲がリフレインする。サクヤを解放してあげたいという衝しよう動どうが霧む散さんしていった。

　そう……。僕にとって〝あの人〟がいないセカイなんて意味はないんだ。

♪ I love you. Loves, so that want to kill.だつて、あなたを愛しているから。殺したいほど、愛してる

〝あの人〟と再ふたたび巡めぐりあうためなら、どんなものでも利用する。どんな犠ぎ牲せいも厭いとわない。そう決めたはずじゃないか。

　この街を守るためにサクヤが──天使を殺す《力》が必要不ふ可か欠けつ。







　解放なんて、できるわけねえだろ。







　僕の精せい神しんが冷静さ冷れい徹てつさ、そして冷れい酷こくさ──ありとあらゆる冷たさを取り戻していく。

　できるだけ《優やさしい》声でサクヤに囁ささやいた。

「大だい丈じよう夫ぶだよ。平和だから……。きみのおかげで、今夜も街を守れたから……」

　サクヤは、うっすらと目を開いた。

　焦しよう点てんの定まらない瞳めで、僕を見つめる。

　僕はサクヤの手を離し、優しく額ひたいを撫なでた。

「ゆっくり休んでもいいよ……。今は……。今だけは、さ……」

　サクヤは微かすかに唇くちびるを動かした。それは言葉にならず小さく吐と息いきを漏もらしただけに終わる。

　ゆっくりと、サクヤは瞼まぶたを閉とじた。

　再び安らかな寝息を立てはじめる。

　乱みだれてしまったシーツを直してあげた僕は、音を立てないように気をつけつつ、サクヤの部屋を後にした。




　　　　[image: ]




　前日の夜にこんなできごとがあると知れば、センパイだってわかってもらえるだろう。

『僕にだって《優しさ》ぐらいある』

　その言葉の意味が。その悪あく辣らつさが。

　このセリフに──優しさはない。

　もう少しココロを開いてくれた方が、

　あわよくば、僕を好きになってくれた方が、

　サクヤを利用しやすいから。

　そう──この言葉は、罠わな。

　サクヤを繫つなぎ止めるための、鎖くさり。

　手に入れた《力》を逃のがさないための、軛くびき。

　ねえ、センパイ。それでもまだ、僕のことを《偽ぎ悪あく者しや》だなんて言うんですか？

『なにを黙だまりこんでるんだ？』

　イヤホン越ごしに、センパイは尋たずねてきた。

　高天原センパイに、ここで幻げん滅めつされるわけにはいかない。これからもその権けん力りよくを利用させてもらわなくちゃいけないからね。だから、僕はなにげない風を装よそおって誤ご魔ま化かした。

「いえ、別に……」

　きぃ──イヤホンの向こうで、椅い子すの軋きしむ音がした。センパイが立ち上がったようだ。

『ふうん──』なにもかもわかったと言いたいような感じで、センパイは口を開いた。

『今回は素す直なおかと思ったら、違ちがったみたいだな。ずいぶんイジケモードだ』

「イジケてなんかいませんよ」

『よし。そんなイジケ虫の上に意い地じっ張ぱりなシドに、たとえ話をしてやろう。おまえの好きな《ハリネズミのジレンマ》のお話だ』

　愛し合う二匹ひきのハリネズミ。

　近づきたいと思うほど自らの針はりが相手に刺ささる。愛し合うほどに、お互たがいを傷きずつけてしまう──それがハリネズミのジレンマ。

『おまえは、こう答えた。「こんなものジレンマでもなんでもない。愛し合わなければいい」とな。だが、それは大きな間ま違ちがいだ』

「どこが間違ってるって言うんです？」

『ハリネズミが互いに傷つけ合うなどと考えているのは人間だけなのさ。今日も元気にハリネズミは繁はん殖しよく行こう為いに勤いそしんでるんだよ！』

　センパイは高らかに笑った。

　まったく……。思わず苦く笑しようしてしまう。

　なにもわかっていないのに、全すべてを見み透すかした風で説教ができるなんて大した才さい能のうだよ。伊達だてに恋れん愛あい原げん理り主しゆ義ぎ者しやを名乗ってない。

　だから、僕は大だい嫌きらいなんだ。この人が。

『久ひさしぶりに話せて楽しかったよ、シド。じゃ、近いうちに会いに行くからな』

「センパイは卒業したじゃないですか！　ちょっかい出さないでくださいよ！」

『なお、この盗とう聴ちよう器きは自動的に消しよう滅めつする。チャオ♪』

　ノイズと共に、通信が一方的に途と切ぎれた。

「くそっ！」

　イヤホンを耳から引き抜き、放り投げる。

　ボッ──無線機は空中で火に包まれた。

　センパイは、やると言ったことは必ず成し遂とげる。有言実行よりもたちの悪い、妄もう言げん実行タイプの人間だ。一〇〇％を超える確かく率りつで、センパイは僕に会いに来るだろう。

　給きゆう水すい塔とうの屋根の上に、横になった。

「どこか遠くへ逃にげたい気分だよ……」

「逃がすわけにはいかない」

　思いがけず、独ひとり言に返事が戻ってきた。

　給水塔のタンクについたハシゴから、サクヤが顔だけをぴょこッと覗のぞかせていた。

「逃げようなんて、考えてもムダだから。どこへ逃げても、絶ぜつ対たいに見つけだしてみせる」

「逃げないよ。そういう気分だったってだけ」

　意味がわからないって感じで、サクヤは小さく眉まゆを顰ひそめた。

　説明が面めん倒どうだったから、水を向けた。

「なにか用かな？」

「授じゆ業ぎよう中ちゆう、ずっと考えてたの……」

　ハシゴに摑つかまったまま、微かすかに目を伏ふせる。

「私は、おまえのことを、ずっと憎にくみ続けてきた。だから、すぐに普通の人間だなんて思えない。やっぱりオメガのことが憎いし……」

　消え入りそうなほど小さな声で、サクヤは付け加えた。

「…………怖こわい」

　しばらく、サクヤは唇くちびるを引き結んだまま、顔を背そむけていた。

「だけど──」サクヤは顔を上げて、

「もっとおまえのことを知れば、ムリじゃないような気がする」

「ムリじゃない…って？」

　決意に満ちた瞳ひとみで、サクヤは僕を見つめた。

「おまえの──椎堂密のいいところを見つけること」

　なぜだか居たたまれない気分に陥おちいりつつ、僕は頷うなずいた。曖あい昧まいな笑え顔がおを作って、意い識しき的に話題を変える。

「ところで、わざわざそんなことを言うために、ここまで来たの？　教室でもいいだろ」

　僕の問いに、サクヤは言葉を詰つまらせた。

「いや、それはついでというか……その……」

　眼鏡めがねの下の瞳を所しよ在ざいなげに彷徨さまよわせる。

「……借りを作ったままじゃ気分が悪いから、いちおう言っておこうかと……」

　ムスっとしたような顔で、サクヤは唇を動かした。聞き取れないほど小声で呟つぶやく。

「あ……あり……ありがっ……」

「ん？　なに？　もっとハッキリ言ってよ」

「…………。もういいっ」

　なぜだか頰ほおを真っ赤に染そめながら、サクヤはスカートの下から剣けんの柄つかを取り出した。なにやら操そう作さすると大きな刃やいばが出現する。

　さくっ──僕の太ももに剣を突つき刺さした。

「痛いたっ!?」

「それじゃ……そういうわけだからっ」

「そういうわけって、どういうわけだよ？」

　サクヤは「ふんっ」と鼻を鳴らして、大剣をしまった。ハシゴから飛び降おり、スタスタ歩いて行ってしまう。

　と、まるでサクヤを迎むかえ入れるようなタイミングで、屋上へ続く階かい段だん室しつの扉とびらが開いた。底そこ抜ぬけに明るい声が響ひびき渡わたる。

「ココにいたんだっ！　捜さがしちゃったよっ！」

　幼おさななじみの萌ほう月づき来夏だった。

「一いつ緒しよに、ご飯食べようよ、有栖川さんっ。ほら、ひーちゃんも来るの！」

　給水塔の上にいる僕に向かって、来夏はブンブンと手を振る。銃じゆう弾だんの入った箱を来夏から見えないような位置へ隠しながら、

「いや、僕はいいよ。ハラ減へってないから」

「そっか……」

　しょんぼりした顔になって来夏は肩かたを落とした。けれど、すぐにいつもの笑え顔がおに戻もどり、

「じゃ、行こっ！　有栖川さんっ！」

「ちょ、ちょっと……」戸と惑まどうサクヤの腕うでを引っ張って、来夏は歩き出した。

　階段室から、二人の声が漏もれ聞こえてくる。

「あのさっ、ひーちゃんとなに話してたの？」

「それは……言えない」

「いっ、言えないようなことなの……!?」

　そんな会話を遠く聞きながら、給水塔のタンクに手をついた。青空を見上げる。

　高く澄すんだ青空に吸い込まれそうだ。

「ねえ……」

　この透すき通るような空が、〝あの人〟のいるどこかに繫つながっていることを信じて、

　僕は口を開いた。

「……こんな僕でも、好きでいてくれる？

　もう一度、愛してるって言ってくれる？」

　答えはない。

　ただ、春風が吹き抜けただけだった。

　空を見上げたまま、制せい服ふくの下に隠かくしていたデリンジャーを抜ぬく。

　こめかみに銃を突きつけて、

　タンッ──弾たまの無む駄だ遣づかいをした。

　乾かわいた銃声が、高い空にほどけて消える。

　タンクの上に寝ね転ころんだ僕は、そのままゆっくりと瞳ひとみを閉とじた。

　午後の授じゆ業ぎようは、サボることに、決めた。





【卒業まで　残り３２２日】









　　　Ｃｒｏｓｓｏｖｅｒ──密、高校３年、４月







　夢ゆめを見ていた。

　幸せな、あまりにも幸せな──悪あく夢むを。
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「こんなことに、どんな意味があるのかわからないよ」

　夢の中の僕は、中学校の制せい服ふくを着ていた。周りには古ぼけた木もく製せいの長なが椅い子すが並ならんでおり、その前に小さな祭さい壇だんが設しつらえられている。十じゆう字じ架かに磔はりつけにされたキリストには、ベールみたいに蜘蛛くもの巣が掛かかっていた。

　ここは教会だ。

　街の外れ、風かぜ原はら市しとの境さかい目めぐらいにある小高い丘の上に建っている。神しん父ぷさんは何か月も前に天使に回かい収しゆうされ、天に召めされてしまった。以来、荒あれるがままになっていた。

「♪[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]」

　祭壇の奥おくの方から、鼻歌が響ひびいてくる。《殺したいほど愛してる》ってタイトルだったっけ。本当にこの歌が好きなんだな……って、そうじゃなくて。

「聞いてるの？　僕の話」

「聞いてるわよ。こんなこと、ってなに？」

　倉庫へと繫つながっているらしい小さな扉とびらの向こうから、ガチャガチャとガラクタをひっかき回す音が響いてくる。本当に聞いてるのかな、と訝いぶかりつつ話を続けた。

「決まってるだろ。全すべてだよ。あなたの言うとおり、学校に通いはじめた。幼おさななじみとも仲直りした。友達とも遊ぶようになった。それに……あなたと一緒に街を守るようになった。だけど、そんなことして何になるっていうんだよ？」

　返事の代わりに響いて来たのは──ドンガラガッシャン！　きゃー!?

　派は手でな物音。間の抜けた悲鳴。

　一いつ瞬しゆん遅おくれて、開け放たれたドアから、火山の噴ふん煙えんみたいに大量のホコリが噴ふきだした。

「ね、ねえ！　大だい丈じよう夫ぶ？」

「ケホケホ……。平気平気……ケホケホケホっ」

　舞まい上がるホコリにムセながら、〝あの人〟がドアから這はい出してきた。頭に巻まいたバンダナも、洗あらいざらしの白いシャツもジーンズも──全身がホコリまみれになっている。

　一九歳さいという年ねん齢れい以上に、すごく大人っぽい女の人だ。だけど、まれに抜けた部分を見せることがあった。そういうところは、ちょっぴり子どもっぽいなと思う。そんなこと言ったら「子どものくせにナマイキよ」なあんて小こ突づかれてしまいそうだけど。

　薄うす汚よごれてしまったシャツを払はらいながら、〝あの人〟は笑った。

「この教会はいいわね。古ぼけてるけど、生活用具は一式揃そろってるみたい。掃そう除じすれば住めそうだわ」

「え？　ここに住むつもりなの!?」

「これからきみと一緒にいるんだもの。私にも住すみ処かが必要でしょう？」

　ホコリまみれのバンダナを外しながら、

「それで、なんの話だったっけ？」

「やっぱり聞いてなかったんだ……。僕ぼくが学校に通ったりとか、そういうことが、」

「そうだったわね。ちゃんと聞いてたわよ。それにどんな意味があるのか──でしょう？」

　それはね、と〝あの人〟が言葉を続けようとした時、教会の奥の方から、ふいにいい匂においが漂ただよってきた。とても香こうばしい香かおりだ。

〝あの人〟は、「ちょっと待っててね」と礼れい拝はい堂どうを出て行った。戻って来た彼女の手には、マグカップが二つ。コーヒーが温かな湯気を立てている。

「ここの神父さん、よっぽどコーヒーが好きだったのね。パックされた豆が山ほどあったわ。年代物のコーヒーメーカーと一緒にね。はい、どうぞ」

　僕にマグカップを渡し、〝あの人〟は長椅子に腰かける。仕方なく、彼女にならった。《舞まい降おりる天使たち》が描えがかれたステンドグラスを見上げマグカップを傾かたむける。

「美味おいしいでしょう？」

「……まあね」

〝あの人〟は、僕に笑顔を向けた。とても優やさしい笑みを。

「つまりね、そういうことだと思うわ。さっきの質しつ問もんの答え」

「コーヒーが、美味しいこと……？」

「そう。コーヒーが美味しかったり、ステンドグラスが美しかったり、幼なじみが可愛かわいかったり、街を守ることができて嬉うれしかったり──つまり、そういうこと。それが、答え。きみのしていることの、意味」

「なにが言いたいのかわからないよ……」

　責せめるような口調で、僕は続ける。

「僕はさっさと殺して欲ほしいんだ。だから、仕方なくあなたに従したがってるけど、無む駄だなことはしたくない。……っていうか、あなただって、すぐにでも僕を殺して世界を救いたいんだろう？　そのために来たんじゃないの？」

　お祈いのりをするみたいにマグカップを両手で握にぎって、〝あの人〟はステンドグラスを見上げた。ステンドグラスの中の天使たちは、ある者はラッパを吹き、ある者は剣を持って舞い降りてきている。

「ねえ、密ひそかくん」

〝あの人〟は、ふいに口を開いた。

　そして、とても真しん剣けんな口調で一つの質問をしたんだ。




「生きていて、楽しい？」




　　　　[image: ]




「椎し堂どう密」

　声をかけられて、目を覚ました。

　放課後。学校の屋上。給きゆう水すい塔とうの屋根の上。

　サクヤが冷たい瞳めで、寝ね転ころがる僕を見下ろしている。

「昼休みから今まで、ずっとここで寝ていたの？」

「そうみたいだね。少しだけ昼寝するつもりが、爆ばく睡すいしちゃったよ」

「ふんっ……すごく気持ちよさそうに寝てた。世界が滅めつ亡ぼうしつつあるのに……暢のん気きなヤツ」

　身体からだを起こし、僕は給水塔の上に片かた膝ひざを突ついた。

「いや、そうでもないよ。悪あく夢むを見てたんだ。それも、とびきりの悪夢をね。起こしてくれて助かったよ」

　先ほどの夢ゆめは、なにものにも代え難がたい幸せな記き憶おくの一つだ。愛いとおしい日々は、こんな風にしてはじまったのだから。

　でも、今の僕にとっては悪夢でしかない。

　全すべてを失ってしまった、今となっては。

「眠ねむりっていうのは、《死》の予行演えん習しゆうだそうだよ。だとしたら、起こしてくれたサクヤは、さしずめ《救いの女め神がみ》かもしれないね」

「……起こさなければ良かった」

　僕の軽口に嫌いやそうに眉まゆを顰ひそめつつ、サクヤはすぐ隣となりに腰こしを下ろした。

　おや？　と思う。この可愛らしい対天使兵器ルシフエリオンは、基き本ほん的にオメガと一緒にいることすら嫌いやがっていたんだ。

「どうしたんだよ。きみの方から、僕の近くに座すわるなんて。昼休みに『あり…あり…』とか言ってたけど、その続きをしに来たのかな？」

「ち、違うっ。あれは忘わすれて」

　サクヤはそっぽを向きつつ、

「……試ためしたいことがあるの」

「試したいこと？」

「そう。私はおまえを一いつ刻こくも早く殺さねばならない。そのためにできることは、なんでもしようと思っている」

「いい心がけだね。サボリ魔まの僕としては、ぜひきみの爪つめの垢あかを煎せんじたエキスを服用したいぐらいだ」

「茶ちや化かさないで。私は真ま面じ目めなんだっ」

「ごめんごめん。で？　試したいことって、なんだよ？」

「とても良いことを教えてもらったの」

　ちょっぴり自じ慢まんげに胸むねを張はって、サクヤは人差し指を立てた。

「親しん密みつになるには、《すきんしっぷ》というのがいいらしい！」

「すきんしっ……はぁ!?」

　……っていうか、誰だれですか。そんな愉ゆ快かいなこと教えやがってくださったのは。

「さっそく試してみようと思うっ。覚かく悟ごしろ、椎堂密！」

　サクヤは少しだけ腰を浮かし、僕の方にずれてきた。二人の距きよ離りがさらに縮ちぢまる。

　ゴクリ……思わず生なま唾つばを飲んじゃう僕。

　挑いどみかかるような目付きで僕を睨にらみ付けて、対天使兵器ルシフエリオンは言い放った。

「では、いくぞ──！」

　ぎうっ。

　サクヤは僕の手を握にぎってきた。

「…………あのさ？」

「……なに？」

「つかぬ事を聞くけど……サクヤの言うスキンシップって、手を繫つなぐことかな？」

「うん。肌はだと肌が触ふれあえばいいんでしょう？　違う？」

　なんだ……緊きん張ちようしてソンしちゃったよ……。って、別に、手を繫ぐ以上のことを期待しちゃってたわけじゃないんだけどさ。本当ですよ？

「…………どう？」

　真しん剣けんな表ひよう情じようで、サクヤは僕の顔を覗のぞき込んでくる。

　やれやれ……。仕方がない。彼女の気が済すむまで、付き合ってあげるとしよう。これもサクヤと結んでいる《契けい約やく》のうちだろうからね。

「そうだね。少しは……好きになるかもね」

「よ、よしっ。それじゃ、もう少し続ける。ふんっ。さっさと私のことを好きになれっ！」

　小さく鼻を鳴らし、サクヤは視線を逸そらした。眼がん下かに広がる街を眺ながめる。その横顔は、耳の先まで赤くなっていた。

　なんつーか、参ったな。そんな風に照れられたら、僕の方まで恥はずかしくなっちゃうじゃないか。サクヤの手が思いがけず小さいことや、すごく柔やわらかくて温かいことに気づいてドキっとしてしまう。って、なにドギマギしてるんだよ。不意打ちに弱いのかな、僕は。

　無意味に高鳴っている心しん臓ぞうに静まれと命じながら、僕もサクヤと同じように街を眺めることにした。

　学校が高台に建っているせいもあって、この場所からは街を一望できる。

　つい先日まで美しく咲さき誇ほこっていた桜さくらは、もうほとんど散ってしまっていた。ボロボロの街まち並なみが、余よ計けいにみすぼらしく見える。戦争にでも巻まき込こまれてしまったように、至いたる所に瓦が礫れきの山ができていた。

　だけど……増ふえていく一方だった街の《傷きず痕あと》が、少しずつ癒いえているようにも感じられた。それはわずかな変化だけれど、毎日のようにココから眺めている僕には、それがわかった。天使による《侵しん食しよく》は防ふせげているように思う。

　サクヤが来てくれたおかげだろうね。彼女の《力》で街を守ることができているんだ。

　このまま無事に卒業の日を迎むかえられたらいいな、なんて考えるのは気が早いかな。

　と、そのとき、

「…………うぅ」

　小さな呻うめき声が聞こえた。サクヤの手が小こ刻きざみに震ふるえていた。

　男だん性せいと手を繫ぐことが初めてなんだろう。だから、緊張しているのかもしれない。

　でも、震えているのはそれだけが理由じゃないだろうね。

　たぶん、僕オメガが怖こわいんだ。僕と触れあうことに嫌けん悪お感かんを覚えている。サクヤは僕を殺すことだけを教え込まれて生きてきたんだから、無理はないだろう。

　それでも──いや、だからこそ、というべきか。

　彼女は懸けん命めいに僕の手を握りしめている。真剣に、僕を好きになろうと思っているんだ。

「…………」

　サクヤの横顔を、そっと眺ながめる。

　顔を真っ赤にして僕の手を握りしめているサクヤは兵へい器きには見えない。不器用ながらも必死に恋こいをしようとしている少女の姿すがた、そのものだった。

　だけど、僕は知ってしまった。

　対天使兵器ルシフエリオンと過すごす日々の中で、僕は気づいてしまったんだ。

　サクヤも、クソッタレな運命に翻ほん弄ろうされていた。昔の僕のように完かん膚ぷ無なきまでに壊こわれてしまったわけではないけれど──彼女は《日にち常じよう》を《生きて》はいない。

　サクヤは、既に、死んでいたんだ──

　ここでいう《生》っていうのは、

　微かすかに夏の匂においがする春風を心地ここちよいと思ったり、

　眼下に広がる壊れかけた街の景色に切なさを感じたり、

　一いつ杯ぱいのコーヒーが、たまらなく美味おいしかったり、

　つまり──そういうこと。

「ねえ、サクヤ」

　知らず、彼女の名前を呼よんでいた。

　けれど、どんなセリフを続けるつもりなのか、自分でもわからなかった。なにかを言ってやりたいという、強い気持ちはあったけれど言葉が続かない。

　僕はサクヤになにが言いたいんだろう。

　なにを言ってやりたいんだろう。

　ヒーローになって街を救いたいと夢ゆめ見みていた僕は、

　オメガになったことが耐たえられなくて、大切なものを壊そうとした僕は、

〝あの人〟に救ってもらったおかげで、生き返ることができた僕は、

　ただ愛エゴのためだけにセカイの全てを犠ぎ牲せいにしようとしている僕は、

　彼女になにを言ってやれるだろう──？

　考えても、答えはでなかった。考えれば考えるほど、わからなくなってしまう。簡かん単たんすぎる故ゆえに、難むずかしくなっている。二に律りつ背はい反はんな感情ロジツク。矛む盾じゆんした思考レトリツク。わからない。わからない。わからない。どこかが決定的に壊れている僕には、そんな簡単な数式すら解とくことができない。

「……なに？」

　僕の呼びかけに応こたえて、サクヤも僕の方を見た。

　どこまでも真まっ直すぐな瞳で僕を見つめてくる。

　そんな眼まな差ざしに射い抜ぬかれて、

「ねえ、サクヤ、きみは──」

　気がつけば僕は、一つの言葉を紡つむぎ出していた。







「生きていて、楽しい？」







　それは〝あの人〟が口にしたのと同じ問いだ。

「質しつ問もんの意味がわからない。どういうこと？」

　サクヤは訝いぶかしげな表情で、問い返してくる。

　そこで僕は、我われに返った。

　なにを考えてるんだろうね。くだらない。

　僕は〝あの人〟にはなれないのに。……なる必要もないのに。

「ごめんね。意味なんて、ないよ。いつもながらの軽口さ」

　すっかり散ってしまった校庭の桜さくらに視し線せんを移うつしながら──僕は思った。

　たぶん、この場所は《世界》の中心だ。

　セカイが幸せだった頃ころの記き憶おくを宿す学校という場所で、

　天使を殺す術すべを持った少女と、

　世界を滅ほろぼす運命を持った僕とが手を繫つなぎ合い、

　天使に《回かい収しゆう》されて、ボロボロになった街を見下ろしているんだから。

《世界の運命》の何割わりかは、僕たちの繫ぎ合った手の上に確かく実じつに存そん在ざいする。

　この手を放すか、握にぎりしめるか。

　それだけで、未来は変へん容ようしてしまうだろう。蝶ちようの羽ばたきよりも、確実に。

　そのことを如によ実じつに感じながら、微かすかに胸に宿る迷まよいを断たち切って──

「いろいろあったけど、ようやく僕たちの《日常》がはじまったね。ここが、僕たちのスタートラインだよ」

　サクヤの手を強く握り返した。

　そして、身体からだを震ふるわせたサクヤに、できるだけ優やさしい声で囁ささやいたんだ。

「僕は、決めてるんだ。卒業の日、満開の桜の下で死ぬって。

　そのために、一いつ緒しよに街を守っていこう。

　そのために、一緒に恋こいをしていこう。

　殺すために、死ぬために、二人で恋れん愛あいをしようね」







　──僕を殺すのは、きみじゃないけど。





【卒業まで　残り３２２日】









　　　あとがき







　お久ひさしぶりです。もしくは、初めまして。風かざ見み周めぐるです。

「周」と書いて「めぐる」と読みます読ませます。覚おぼえておいて頂いただけると嬉うれしいです。




　まずは、ＣＭを。

　あなたが手にしてらっしゃるこの本は《殺×愛１─きるらぶ　ＯＮＥ─》と、さも一巻目であるかのような数字がついていますが、実じつ際さいにはシリーズ二巻目だったりします。《殺×愛[image: ０]─きるらぶ　ＺＥＲＯ─》という一巻目が大だい絶ぜつ賛さん発はつ売ばい中ちゆうです。どのくらい大絶賛かと言うと、殺×愛[image: ０]を近所の野の良ら猫ねこに差し出すと目の色を変えて飛びついてくるぐらいの大絶賛っぷりであります。しおりの代わりにカニカマを挟はさんでおくのがポイントです。なるべく野良猫がハラペコの時を狙ねらうのがベター──って、それはさておき、まだお読みでない方は殺×愛[image: ０]の方も、よろしくお願いします。ぺこり。

　さて。残る紙し幅ふくは、殺×愛のテーマに即そくして、風見周の恋れん愛あい遍へん歴れきでも書き連つらねちゃおうかと思ったのですが、眼鏡めがねッ娘こ担たん当とうＫさんに「風見さんのモテないエピソードなんて読んでも読者さんがドン引きするだけです☆　別のコト書けっ☆」と止められました。えーっと、風見がモテないのは事じ実じつですけど、オブラートに包つつんであげるのが優しさなんじゃ……あれれー？　パソコンのモニターが曇って見えるのはどうしてかな？　故こ障しようかな？

　というわけで、執しつ筆ぴつ時じのエピソードを書いてお茶を濁にごすことにします（涙なみだを拭ぬぐいつつ）。

　えー、作家業というのは本ほん来らい、孤こ独どくなものです。でも、一人で執筆していると、寂しくなってきちゃうんですよね。

　そこで、殺×愛１は作家さんと合がつ宿しゆくをして書くことにしました。ご一緒したのは《ご愁しゆう傷しようさま二にノの宮みやくん》でおなじみ、鈴すず木き大だい輔すけさんですー！　わーわー！

　温おん泉せん付つきコンドミニアムを一週間ほど借かりて執筆したんですけど、とっても楽しかったです。二人で仕し込こんだ鍋なべを肴さかなにお酒さけを酌くみ交かわしたり、お互たがいラーメン大好きだとわかったので、トンコツを煮に出だしてスープからラーメンを作ったりしました。残念ながらラーメンは大失敗しちゃったんですけどね、テヘ♡（ペロッと舌したを出し、頭をコツンと叩たたいて）。

　この合宿の模も様ようについては、鈴木さんが二ノ宮くん第四巻のあとがきにも書いてらっしゃいます。そちらも確かく認にんして頂くとより楽しさが伝わると思います。

　また、ぜひ行きましょうね、鈴木さん！　次は京都で合宿ですよー！

　え？　その合宿で執筆は進んだのかって？　あはは、小説なんて書くわけないじゃん！




　────ゴスッ！（なにやら固いモノで後こう頭とう部ぶを殴おう打だされる）




　さ、もう一つ執筆時のエピソード書きましょう（血をダラダラ流ながしつつ）。

　今回の作品には、少しだけ色っぽいシーンが入ってるのですが……それを読んだ眼鏡ッ娘担当Ｋさんに白しろい目めをされてしまいました。

Ｋさん「嗚呼ああ……Ｋは確かく信しんしてしまいましたっ☆　さては風見さんムッツリですねっ☆　うわわー、そんな人だと思いませんでしたよっ☆　フケツです近ちか寄よらないでっ☆」

　担当にそんな風に言われちゃう作家ってどうなんでしょうね……って、あれれー？　またパソコンのモニターが曇くもって見えるよ？　買かい換かえどきかな？

　とまあ、そんなわけで（流れ落ちる涙を拭わぬままに）。

　いつも迷めい惑わくをかけ通しのＫさん。ステキなイラストを描かいてくださるＧ・むにょさん。

　本作出版に携たずさわったすべての方々。そして、この本を手にしてくださったみなさんに感かん謝しやの投げキッスを発はつ射しやしつつ、あとがきを終えたいと思います。ちゅ。

　それではまた、《殺×愛─きるらぶ─》の三巻でお会いできることを祈いのって。
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